








































不滅の護衛が全員瞬殺してもつまらないので、後ろから応援だけしておきますね。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●序章







　二十一世紀初頭、世界はたった一人の人間によって『征せい服ふく』された。

　人、企業、組織、国……世界の全すべてが、たった一人の人間に掌しよう握あくされた。

　世界征服という荒こう唐とう無む稽けいで馬ば鹿かげたことを、その人間は実際にやってのけた。

『征覇者レガント』……その人間は後の世でそう呼ばれる。

　征覇者が何者であり、どのような手段で権力者たちを屈服させるに至ったのか。

　それについて遺のこされた文献や情報は少なく、多くが謎なぞに包まれている。

　しかし、その中で明確に記されている存在がある。




『覇は具ぐ』




　あらゆる物理法則、概がい念ねんを覆くつがえした十二の道具。

　覇具は公おおやけにこそされていないが、数多くの壮大な逸いつ話わを残している。

　曰いわく、米国が保有する戦略兵器を、玩具おもちやと嘲あざ笑わらった後に無力化して破壊した。

　曰く、海底資源の採掘権で争っていた二国に対し、先んじて海底資源のすべてを採掘しただけでなく、その最適な利用方法まで懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えて両国に資源を丸ごと叩たたきつけた。

　曰いわく、放射性物質によって汚染された地に赴おもむき、その土ど壌じようを蘇よみがえらせ、一夜にしてその地に深緑の木々がそびえる森を築き上げた。

　そんな人じん智ちを超えた力の前に、多くの人間は為なす術すべなく屈服して頭こうべを垂れた。

　しかし、征覇者レガントによる支配は決して悪ではなかった。

　覇は具ぐによって力を振るうのは征覇者自身の独裁や利益のためではなく、全すべて一貫して「世界の人々のため」という救済的行動が目的だった。

　権力者たちのあらゆる不正を正す。地下、海底に埋うもれる資源を提供して国の発展を促うながす。覇具の力によって長期化した紛ふん争そうに終しゆう止し符ふを打ち、その最中に近きん隣りん住民へ被害が出ないように守り抜いた。

　覇具という強大な力をただ誇こ示じするのではなく、不可避であった自然災害から人々を守り、一方で多くの人間を介して間接的に困こん窮きゆうする人々へ救いの手を差し伸べた。

　征覇者が世界征せい服ふくという荒こう唐とう無む稽けいな目的を為なし得たのは、その先に「世界が平和でありますように」という馬ば鹿かげた理想があったからだった。

　そんな征覇者の理想によって、世界は良い方向へと向かっていた。

　向かっていたというのに──

　覇具によって、世界はどうしようもなく壊れてしまった。





●一章　真面目まじめな守護者とおかしな護衛







　深夜の埠ふ頭とう。

　波が静かに揺ゆり返す音は心地いいが、どこか物もの寂さびしくも感じる。

　一面のコンテナと貨物船はどれも似たり寄ったりで、見ているだけで飽きそうだ。

　だが、今日の埠頭は愉ゆ快かいなほど騒がしかった。

「──殺せッ！　あの女をなんとしてでも殺せッ!!」

「いやああああああっ！　撃うたないでっ！　撃たないでくださああああああああいッ!!」

　けたたましい銃じゆう声せいと逼ひつ迫ぱくした怒ど声せい。

　それに混じって、少女の間ま抜ぬけな悲鳴が埠頭に響ひびいていた。

　言葉だけ聞くと、男たちがいたいけな少女を襲おそっている場面しか想像できないだろう。

　さて、それでは実際の場面を見てみよう。

　陣形を組んで、拳けん銃じゆうや小銃を構えた黒服の集団。

　その銃口はすべて一つの方向に向けられ、絶え間なく銃撃の弾だん幕まくが張られている。

　そして、少女の方は──

「うぅ……だから、撃たないでって言ってるじゃないですかーっ!!」

　涙混じりの声で少女が叫さけんだ直後、

　黒服の一人が勢いよく宙を舞まった。

　そして一人、また一人と大の男が殴なぐり飛ばされていく。

　さて、これで気づいてもらえただろう。

　襲しゆう撃げきしているのは、黒服たちではなく少女の方だ。

　それも……ただの少女ではない。

　無数の銃じゆう弾だんを受けながらも、傷一つ付くことがない。

　大量の弾丸は全すべて少女の手前で阻はばまれ、ぱらぱらと音を立てて落ちていく。

　あまりにも異様で、異常な光景。

　だが、それ以上におかしいのが少女の姿だ。

　フリルのあしらわれた、白と桃もも色いろを基調とした服。

　燃えるような赤い宝ほう珠じゆと羽はね飾かざりのついた杖つえ。

　その姿はまさしく──

「……魔法、少女……ッ!!」

「わたしは魔法少女じゃないですっ!!」

　黒服たちは一いつ斉せいに息を呑のんだが、魔法少女がすぐさま訂てい正せいを入れてきた。

　しかし、彼女の姿はどこから見てもアニメに出てきそうな魔法少女だ。












　たっぷりのフリルに彩いろどられた、それはもうフリルでふりふりな格好だ。

　ぷりぷりと怒る姿すらかわいらしい、見事な魔法少女だ。

　そんな現実にはいるはずのない存在。

　しかし壊れたこの世界において、『あり得ない』という言葉は存在しない。

　それは黒服たちも理解している。

　現に目の前の少女は銃じゆう弾だんを防ぎ、未知の力で人間を殴なぐり飛ばした。

　まるで……魔法のように。

「お願いですから銃を撃うつのはやめてくださーい！　わたしは何もしないですからーっ!!」

　魔法少女（仮）は銃弾を防ぐ光壁の向こうでぱたぱたと手を振っている。既すでに二人か三人ほど黒服を殴り飛ばしているが、それは気にしない方針らしい。

　そして、そんな間抜けな勧告を受けて、素直に従う人間はいない。

　元より、黒服たちには迎撃以外の選択肢がない。

　しかし魔法少女はそれが不服だったようで、むぅと頬ほおを膨ふくらませる。

「うー……抵抗するなら、こうなんですからっ！」

　くるんと杖つえを回してから、その石いし突づきを地面に叩たたきつけた瞬間──

　黒服たちが、一いつ斉せいに地面へと倒たおれ伏ふした。

　そんな生優しいものではない。

　黒服たちは五体投地の姿勢のまま微び動どうだにせず、苦く悶もんの呻うめき声を上げている。

　まるで……見えない巨腕に押さえつけられているかのように。

「た、たぶんちょっと痛いだけですっ！　ケガとかはしないですから！」

　申し訳なさそうにぺこりと頭を下げ、少女は地面の黒服を避よけるように進んでいく。

　視界の先に見える、銀色のアタッシュケース。

　禍まが々まがしい異様な気配を漂ただよわせる物体。

　その気配に圧あつ倒とうされたのか、魔法少女がこくんと息を呑のむ。

　そして、一歩を踏ふみ出そうとした時、

　その眼前で、バヂィッと桃もも色いろの光が弾はじけた。

「ひあっ!?　な、なんですかっ!?」

　戸と惑まどいと共に少女はきょろきょろ周囲を見回す。

　だが、その間にも周囲で次々と桃色の光が弾け、その度に鉛なまりの塊かたまりが散乱していく。

「これ……もしかして、銃弾ですか？」

　弾の形状をした塊に触れようとした直後、その手元で桃色の光が弾ける。

　まるで、彼女の一挙手一投足を、全すべて見ていると言わんばかりに。

「ど、どこですかっ!?　隠かくれてないで出てきてくださいっ！」

　声を張り上げても、返答はない。

　不可視の襲しゆう撃げき者。

　その存在に、魔法少女が軽く身体からだを震ふるわせていた時だった。

「────チィッ!!」

　魔法少女の集中が途と切ぎれ、魔法とでも呼ぶべき力が解除されたのか。倒れていた黒服の一人が勢いよく跳ね起き、アタッシュケースを抱えて一目散に駆け出す。

「え、あっ……待ってください！　それを持ってかれたら困り──ひっ!?」

　走り去る男に視線を向けた直後、その眼前に再び砲弾が飛来する。

　その間に男は車に飛び乗り……そのまま、埠ふ頭とうから走り去っていった。

　それを見て、魔法少女は持っている杖つえをきゅっと握りしめる。

「絶対に……逃がしません」

　持っていた杖をクルンと回し、トンと地面を蹴けり上げる。

　その瞬間──重力が消えたかのように、少女の身体が空へと舞まった。

　高く、高く、雲一つない夜空の上。

「──『覇は具ぐ』だけは、絶対に回収しなくてはいけないんですっ!!」

　気を引き締しめる言葉と共に、眼下を走る車を見み据すえる。

　山やま間あいの舗ほ装そうされた道を逃とう走そうする車。

　逃走する車からは、今も異様な気配と力の奔ほん流りゆうが放たれている。

　そして、車の走るさらに先……山を越えた向こうに煌こう々こうとした町明かりが見えた。

　その光の数だけ、その町に住み、生活する人々がいる。

　最悪の事態を想像した直後、

　魔法少女は突撃するように、速度を上げて車を追った。

「止まってくださいっ！　それはあなた方の手に負えるものじゃないですっ！」

　勧かん告こくだけが虚むなしく響ひびき、車はさらに速度を上げて少女から距離を取ろうとする。

　その様子を見て、少女は意を決するように小さな唇くちびるをきゅっと結ぶ。

　すると飛来する少女の傍かたわらに、光の球がいくつも生み出された。

　そして光球は糸が解ほぐれるように崩くずれ、幾いく本ほんもの光の帯へと変わる。

「止まらないのなら……無理やり止めますッ!!」

　叫さけび声と共に、光帯が風を裂さくように迸ほとばしり、道を塞ふさぐように地面へと突き刺さっていく。

　光帯によって作りだした壁。

　完全に進路を塞がれ、逃走を続けていた車は急停車した。

　直後、車から恐きよう怖ふで顔を歪ゆがませた黒服が転がり出てくる。

「た、頼むッ……！　命は、命だけは……ッ!!」

「命なんて取りませんからっ！　わたしのことをなんだと──」

　ふわりと地面に降り立ちながら、黒服に言葉を返そうとした直後、

　黒服の男が──その場でどろりと溶けた。

　飴あめ細工のように髪かみの黒と肌の色が混ざり合い、内臓のピンクと血の赤が同化し、人間の色素によって構成されたマーブル模様を描えがいて行く。

　常じよう軌きを逸いつした光景。

　異常で、異質で、異様な現象。

　言葉を失いながらも、少女はすぐに気持ちを切り替えて手に握にぎる杖つえに力を込める。

　車から漂ただよってくる禍まが々まがしい力の源。

　この世界を壊した存在──




「────覇は具ぐ」




　短い呟つぶやきの直後、

　周囲の景色が大きく揺ゆらいだ。

　正確には揺らいだのではなく、ゴムのように大きくたわんだ。

　地面が歪ゆがみ、舗ほ装そうするアスファルトが液体へと戻り……『山』が沈んでいく。

　そして崩くずれた『山』が地を滑すべり、全すべてを飲み込もうとする異様な光景。

　その光景を目の当たりにして、魔法少女は車に向かって叫さけぶ。

「こんなことをして……他の人どころか、あなたも無事じゃ済まなくなるんですよ!?」

　車内から返答はない。焦あせりと共に押し寄せる土石流を見み据すえる。

　車を放置し、魔法少女は力強く地面に杖を突つき立て──

　直後、山やま間あいに耳を裂さくほどの轟ごう音おんが生まれた。

　全てを飲み込み、擦すり潰つぶす土石と木々の衝突。

　破は滅めつを想起させるほどの地揺れが生まれ、その衝しよう撃げきで土つち煙けむりが天高く舞まう。

　天災。

　そう呼ぶに相応ふさわしい惨さん状じようだった。

　そして……それこそが、覇具という存在によってもたらされた力。

　世界を変え、破壊し、全てを狂わせた元凶の力。

　山間の道は滑かつ落らくした土石と木々で完全に埋うめ尽つくされている。

　町と町を繋つないでいた道路は跡あと形かたもなくなり、連なっていた連れん峰ぽうはその一角が削り取られてぽっかりと穴が空いている。

　絶望的な状況だと、誰だれもが一目で理解できる惨状。

　しかし、その中で──桃もも色いろの光が土石の合間から見えた。

「──うわぁー……さ、さすがにちょっと怖かったです」

　周囲の土石を弾はじき飛ばし、杖を支えにしてへなへなと脱力する。

　光壁を拡大することで生み出された空間。

　そこには土石どころか土つち埃ぼこり一つ入り込んだ様子がなく、障しよう壁へきの範囲内にあった車も無傷の状態でその場に残っている。

「まったく……何を考えているんですか！」

　周囲の惨さん状じようを見て、魔法少女はぷりぷりと怒りながら車に駆け寄る。

「あんなことしたら、色々な人たちが危険な目に……遭あうん、ですよ？」

　勢いよく車のドアを開け放って中を覗のぞいた。

　その車内に……人の姿は無い。

　中にあるのは空のアタッシュケースだけ。

　つまり──

「もしかして……逃げられ、ました？」

　覇は具ぐとはその名の通り、超ちよう越えつした力を持つ『道具』だ。

　道具である以上、それを扱あつかう人間がいなくてはいけない。

　その人間がいないということは……まぁ、逃げられたということだ。

「はぁ……また、覇具を回収できませんでした……」

　あの状況で逃げられるとは思っていなかったのか、魔法少女はがくりと肩を落とし、脱力してぽつんと座り込む。

「本当なら今日は家に帰ってご飯が食べれる日だったのに……。それに天気がよかったからベッドもふかふかだろうし……お風ふ呂ろだって……」

　杖つえの先っぽでツンツンと小石を転がしてから、周囲を軽く見回してみる。

　山が崩くずれたことで、めちゃくちゃになってしまった風景。

「こんなの、わたしじゃ直せないですもん……」

　じわりと浮かんだ涙をぐしぐしと拭ぬぐってから、スカートの埃ほこりを払って立ち上がる。

「……もういいです、わたしだって帰りますもん」

　拗すねるように呟つぶやいた直後──

　視界にノイズのような亀き裂れつが走り、純白と桃もも色いろの容姿が周囲に溶け込んでいく。

　やがて……魔法少女は、その場から完全に消失した。





　　　◇






　崩れた連れん峰ぽう、埠ふ頭とう、そこからさらに離れた防ぼう潮ちよう林りんの中。

　魔法少女と覇具……その異様な戦いを眺ながめている男がいた。

「渚なぎさ、『魔法少女』が交戦を終えて移動した。こちらもそろそろ動く」

　抑よく揚ようのない、平へい坦たんで淡たん々たんとした声。

　そして僅わずかなノイズの後……男の言葉に返答があった。

『了りよう解かい、人払いは済んでいるわ。それにしても……逃げるために山を崩くずすなんてね』

　インカム越しに、少女……渚なぎさの呆あきれたような声が聞こえてくる。

「新しいおもちゃを手に入れたら、すぐにでも遊びたくなるだろう？」

『あら、あなたにもそんな感性があったのね』

「もちろんだ。だからこそ、あの魔法少女とも軽く遊んでみた」

『……遊んだ？　あなた、いったい何していたの？』

「開発部が『クジラすら吹ふき飛ばす』と自信満々に渡してきた銃があったので、試しに魔法少女を狙そ撃げきしてみた。当然、傷一つ負わなかったがな」

　傍かたわらにある丸太に似た長大な銃を、咲さく弥やは無造作に蹴け飛とばす。

　携帯性は考こう慮りよされておらず、それこそ威い力りよくだけを追求したかのような銃。

『……咲弥、私が頼んだ内容は覚えてるわよね？』

　その言葉に、咲弥と呼ばれた男は平へい坦たんな言葉を返す。

「把は握あくしている。魔法少女の捕ほ獲かくだ」

『招しよう致ちよ。珍ちん獣じゆうを捕まえに行くようなノリはやめなさい』

「俺は至って真面目まじめだ。ようやく待ち望んだ魔法少女と接せつ触しよくできるというのに、ここで逃のがしたら目も当てられないことになる」

『あなた、その待ち望んだ相手を狙撃してたわよね』

「あの場においては魔法少女の優勢を崩すのが最善だと判断した。追い詰められた相手が覇は具ぐを使えば、魔法少女単独で打破するのは困難だっただろう」

　憮ぶ然ぜんと言い放つ咲弥に対し、渚は深い溜ため息いきをつく。

『……まぁいいわ。あなたは予定通り行動してちょうだい』

「了承した。こちらも目的は果たしている」

　脇わきに置かれたビニール袋を手に、咲弥は億おつ劫くうそうに立ち上がる。

　咲弥がいる防ぼう潮ちよう林りんには、治山業者たちの機材や道具が保管されている倉庫がある。

　崩ほう落らくした山からは遠く離れた場所であり、常人が一瞬にして移動できる距離ではない。

　しかし、常人でないのなら話は別だ。

「……さて、そろそろ行くか」

　倉庫内から感じる人の気配。

　その気配は先ほどまで存在していなかった。

　それがまるで虚こ空くうから湧わいて出たかのように、突とつ如じよとして倉庫内に現れた。

　そして、倉庫の中から物々しい音が聞こえてくる。

「はい、とうちゃ────うぁいたっ!?」

　間抜けな声と一緒に、がらがらと物の倒れる音が起こる。

「あっ、月明かり！　あの下だったら着替えられそうですねっ」

　嬉うれしそうに弾はずんだ声と、トコトコと足音が聞こえる。

　それは紛まぎれもない、魔法少女の声。

　それを確認した後、咲さく弥やは軽く頷うなずいてから──

　勢いよく、ドアを蹴け破やぶった。

「動くな。こちらに危害を加える意思は──」

　よく通る声を倉庫内に響ひびかせたところで、咲弥は言葉を途中で止めた。

　割れた窓から降り注ぐ、月明かりの下に立つ魔法少女。

　先と違ちがうのは、リボンのついたブーツが地面に転がっているのと──




　月明かりの下で、桃もも色いろの下着を下ろしていることだった。




　そして、先に動いたのは魔法少女だった。

「や……あのっ──実はわたしコスプレイヤーなんですっ！　親にバレたら困るので、人のいないところでコスプレを堪たん能のうして着替える途中で決して不法侵入とかでは──!?」

　わたわたと慌てながら、魔法少女は下着のことも忘れて弁明する。

　その様子を眺ながめながら、咲弥は顔色一つ変えずに告げる。












「コスプレイヤーだったか。脅おどかしてすまない」

「そ、そうなんですっ！」

「ならば撮さつ影えいは可能だろうか」

「さ、撮影はダメです！　その……パンツ下ろしたままですし」

「では下着を脱いだ後に撮影したいと言ったら……どうする？」

「おまわりさんに通報しますけど!?」

　困こん惑わくと羞しゆう恥ちが入り混じった表情で、魔法少女はスカートをちらりと見る。

　しかし、咲さく弥やはそちらには目もくれずに鋭い視線を向けている。

「冗談はさておき……俺の目的は魔法少女だ」

　その言葉と同時に、咲弥は背負っていた物体を向ける。

　人の背丈ほどもある、巨大で長大な銃。

　ちょうど、拳こぶし大の砲弾を撃うち出すことができる大きさ。

「お前を……『守護者ユーステイカ』を渚なぎさの下に連れていくのが俺の役目だ」

　守護者。

　その言葉を耳にした瞬間、魔法少女はにわかに表情を険しくする。

「あなたは……わたしに何をさせるつもりなんですか？」

　その言葉に、咲弥は何も答えない。

　だが、それこそが返答でもあった。

「すみませんが──わたしは捕まるつもりなんてありませんっ！」

　そう言い放ち、手元の杖つえをくるりと回した。

　黒服たちを押さえつけ、無力化した絶対の能力。

　それによって、咲弥は何もできずに地面へと倒れ伏ふす──はずだった。

「──やはり、その程度の力しか残っていないか」

　しかし彼は平然と、そんな言葉を口にしている。

　淡たん々たんとした、しかし堂々とした佇たたずまいを崩くずさない。

「え……どう、して……？」

　信じられないと言わんばかりに、魔法少女は目を見開く。

　魔法という超ちよう越えつした力。

　その力と渡り合えるのは、覇は具ぐという人じん智ちを超こえた力しか存在しない。

「常人を無力化するには十分だが、その程度の力では覇具と渡り合えない」

　そう言いながら煩わずらわしそうに巨銃を放ほうり捨てると、そのまま銃はコンクリートを砕くだき、メキメキと音を立てながら地面に沈しずんでいく。

　つまり──魔法は正しく作用している。

「このままでは……お前自身が死ぬことになる」

　その身に通常の何倍もの重力を受けながら、平然と立つ。

　そんな咲さく弥やの様子を見て微かすかに怯おびえながらも、魔法少女は退かない。

「だったら……怪け我がをしても、文句は言わないでくださいねッ!!」

　杖つえを取り回すのと同時に、周囲に複数の光球が生み出される。

　そして光球は帯状に変わり、目の前の人物を拘こう束そく──

「────《山掴つかみ》」

　囁ささやくような、淡たん々たんとした短い呟つぶやき。

　その呟きと共に拳こぶしが握られた瞬間、

　不可視の手に握り潰つぶされるように、光球が霧む散さんしていった。

「────ぁ」

　白く細い喉のどから、掠かすれるような声が出る。

　魔法が通じない人間。

「再度通告する。おとなしく俺に同行しろ」

　得体の知れない恐きよう怖ふによって、魔法少女の身体からだがカタカタと震ふるえる。

「ここで逃げても構わないが、俺はどこまでも追い続ける」

　まるで、化け物が歩み寄ってくるような感覚。

「俺はお前という存在を……ずっと追い求めていたのだから」

　コンクリートの踏ふみ砕くだかれる音を聞いて、びくりと身体が跳はね上がる。

　恐怖のあまり、逃げるという選択すら頭に浮うかばない。

　もはや動くことすらできず、震えることしかできない。

　そして、恐怖のあまりぎゅっと目を閉じた時──




　スッ──と、魔法少女のパンツが上に持ち上がった。




「…………ぅ？」

　魔法少女が目を開けると、咲弥はゆっくりと離れていく。

　とりあえず、魔法少女は一つだけ理解した。

　目の前の男が……なぜか下ろしていたパンツを上げたのだ、と。

「え、いや……なんで、パンツ……？」

「すまなかった。春先とはいえ、下着を下ろしたままでは寒かっただろう」

「た、たしかにスースーしてましたけど……」

「ならばいい。守護者ユーステイカとはいえ風か邪ぜは引くものだからな」

　なぜか、良い事をしたと言わんばかりに咲弥は仏ぶつ頂ちよう面づらで頷うなずいている。

　あまりにも意味不明だった。

　だが、その意味不明な行動によって緊きん張ちようの糸が切れたのか、魔法少女は腰を抜かすようにぺたんと地面に座り込む。

　そして……よく考えたら、かなり恥ずかしいことをされたことに気づいた。

「い、いきなり女の子のパンツに手を伸ばすとか、なに考えてるんですかっ！」

「待て、なぜお前は怒っている？」

「そりゃ怒りますよ！　そ、それに……みみみみ見たんでしょう!?」

「安心しろ、ちゃんと目を閉じながら下着を上げた」

「あ、それはありがとうございま──って、そうじゃなくてーっ!!」

　咲さく弥やの対応が気に入らないのか、頬ほおを膨ふくらませてべしべしと地面を叩たたく。

「そもそもっ！　あなたは何者なんですか！」

「俺は天あま音ね咲弥だ」

「…………いや、自己紹介ではなくっ！」

「見ての通りコンビニ帰りだ」

「せめてもうちょっとマシな言い訳してくれませんか!?」

「言い訳ではない。現にこうしておでんを買った後だ」

　そう言って、咲弥は左手のコンビニ袋を掲かかげて見せる。

「春先は冷える。寒い時こそおでんを食べるのが至高だろう」

　そのまま咲弥はポリ容器を取り出し、もぐもぐとおでんを食べ始める。

　あまりにも自由な振ふる舞まいに、魔法少女は軽く頭を押さえながら尋たずねる。

「百歩譲ゆずってコンビニ帰りとして……咲弥さん、の目的はなんなんですか？」

　空になった容器を袋に戻してから、咲弥はその目的を答える。

「俺は魔法少女を護衛するために来た」

　目的を言われても、何一つ意味がわからなかった。

　しかし咲弥は至って真しん剣けんな表情で言葉を続ける。

「数回に亘わたり、俺はお前が覇は具ぐを回収する活動について観察していた。その結果、お前は俺が思い描えがいていた魔法少女に該がい当とうする人間だと判断した」

　そう咲弥は手を差し伸べるが、少女はその手からぷいと顔を背そむける。

「……嫌いやです。わたしは付いて行きませんし、話し合う気もありません」

「なぜだッ!!　俺は魔法少女と出会う瞬間を待ち焦こがれていたというのにッ!!」

「なんでいきなりテンション最高まで上がってるんですか!?」

「当然だろう！　今の俺たちは魔法少女アニメにおける運命的な出会いをした場面だッ！　これを第一話と考えたらそろそろＣＭに入り、その後に事情説明が入る流れとなるッ!!」

　先ほどまで淡たん々たんとしていた様子はどこへいったのか、咲弥はカッと目を見開いて勢いよく肩を掴つかんでくる。しかし目が笑ってなくて怖い。

「それだけではないッ！　絶ぜつ妙みようなピンク色とフリルの割合、クリっとした大きな瞳ひとみにさらさらとした不可思議な色合いの髪かみッ！　お前こそ魔法少女に相応ふさわしいッ!!」

「知りませんよっ!!　それに、わたしは魔法少女じゃないですっ！」

　頑かたくなに魔法少女は否定するが、やはりフリル満まん載さいの格好では説得力がなかった。

　しかし怒っていることは伝わったらしく、咲さく弥やは軽く顎あごに手を当てて思案する。

「ふむ。それでは名前を訊きこう。呼び方に困るので申告してくれ」

　一瞬、魔法少女は名乗るべきか悩なやみ──

「────茉まつ莉り、です。マツリカの茉莉」

　やがて、魔法少女……茉莉は自分の名前を口にした。

　その名前を聞いて、咲弥は再び顎に手を添そえながら頷うなずく。

「そうか。ところで魔法少女」

「わたしが名乗った意味っっっっ!!」

「俺にとっては魔法少女だ。守護者ユーステイカの聖せい装そうから見ても、そう呼ぶのが自然だろう」

　守護者……その言葉を聞いて、茉莉はぴくんと反応する。

「待ってください。どうして……守護者のことを知っているんですか？」

　守護者。

　魔法じみた超ちよう越えつした力によって、世界を守護する存在。

　しかしその言葉は覇は具ぐと違ちがい、限られた人間しか知り得ない。

「同行に応じればこちらは全すべて話そう。そのために然しかるべき場所を用意してある」

　何一つとして根拠のない言葉。

　その言葉が嘘うそでないという保証はない。

　しかし、咲弥が嘘をついているようには見えない。

　少しだけ、逡しゆん巡じゆんするように茉莉は押し黙だまる。

「……本当に、危害を加えるつもりはないんですよね？」

「そのつもりなら対話ではなく拉ら致ちしている」

「…………えっちなこともしませんよね？」

「俺の言動を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう」

「人のパンツを無断で上げた変態行為を思い出してくださいっ！」

「あれは気き遣づかいだ。茉莉に風か邪ぜを引かれては困る」

　本気でそう思っているのか、咲弥は憮ぶ然ぜんとした態度で腕を組んでいる。

　その態度に茉莉は拳こぶしを握りながらも、静かに息を吐はいて力を抜く。

「これだけは、真剣に答えてください」

　震える手をきゅっと握りしめ、咲弥を見定めるように顔を上げる。

「あなたたちは……覇具をどうするつもりですか？」

　感情の無い藍あい鉄てつの瞳ひとみ。

　その瞳からは何も窺うかがえない。

　そして、咲さく弥やは毅き然ぜんとした態度で告げる。

「俺たちは覇は具ぐを葬り去ろうとしている。今はその言葉を信じろ」

　淡たん々たんとした抑よく揚ようのない無機質な声。

　だが、その言葉はどこまでも真しん摯しだった。

「…………わかりました」

　少しだけ考えてから、茉まつ莉りはそう返答した。

「まず、あなた方と話をしてみようと思いま──って、ひあっ!?」

　突然、身体からだがふわりと持ちあがって小さく悲鳴を上げる。

　というよりも、咲弥に担かつぎ上げられていた。

「な、なななななにをどうするつもりなんです!?」

「少々話しすぎて時間が押している。つまらん移動シーンなどはＣＭ中に終わらせてしまうのがアニメにおける定番というものだろう」

「そのよくわからないアニメ基準はなんなんですか!?」

「魔法少女アニメ基準だ。モノローグ四○秒、ＯＰ一分三○秒、アイキャッチは六秒で、変身シーン一分、ＣＭ入りは一二分三○秒キッカリ、次回予告は三○秒だ」

「そんな細かい基準なんて知らないんですけど!?」

「ならば覚えておけ。俺のタイムスケジュールはそれらに基もとづいている」

　茉莉を荷物のように肩かたへ担ぎつつ、地面に埋うもれた銃を足あし蹴げにして掘り起こす。

　その間、茉莉はじたばたと肩の上で暴れていた。

「やっ、んんっ……こんな荷物みたいに担がないでくださいっ！」

「先の戦闘で疲労しているだろう。俺が運うん搬ぱんしてやる」

「言い方が既すでに荷物扱いですよ！　それにこれだとパンツ見えちゃいますから！」

　必死にスカートへ手を伸ばそうとするが、担がれている状態では手が届かない。

　しかし、咲弥は変わらず淡々と言葉を返す。

「この付近に人通りはない。それよりも魔法少女」

「んぅーっ……な、なんですかっ！」

「下着を気にして暴れるのはいいが、胸が当たるのは気にしないのか？」

「へ？　胸って……」

　そう言われて、茉莉はようやく気付いた。

　年ねん齢れいのわりに、健すこやかに成長していった胸元。

　それが暴れる度、ふよんふよんと咲弥の背に押し付けられていたことに。

「ふむ。ロリ巨乳魔法少女とは新境地だ」

「ひあああああっ!?　お、下ろしてください下ろしてくださいっっ!!」

「恥じる必要はない。適度な弾力と柔やわらかさを持つ良い乳だ」

「なに淡たん々たんと人の胸を評価してるんですかッ!!」

　ぺんぺんと咲さく弥やの背を叩たたいて抗議するが、軽く動くだけでも胸が当たってしまうため、無む闇やみに抵抗することすらできなくなる。

「さて、バイクはコンビニに置いてある。そこまで運んでやろう」

「いやああああっ!!　おまわりさーん！　おまわりさぁぁぁぁぁぁんっ!!」

「さて、それではＣＭカットだ」

　茉まつ莉りの助けを求める叫さけびは、咲弥の意味不明な言葉で掻かき消けされた。





　　　◇






　高度一万メートル。

　それは生身の人間では到とう達たつすることができない、地上から遥はるか離れた上空。

　現在、咲弥たちはそんな空の上にいた。

　当然のことながら、生身で空を飛んでいるわけではない。

　豪ごう奢しやな内装の施ほどこされた自家用航空機。

　操縦士すら存在しない完全自動操縦。そのためか、この大空にある機内に搭とう乗じようしている人間は三人しかいない。

「──咲弥、聞いてもいいかしら？」

　ソファに腰掛ける少女は、僅わずかに青み掛かった髪かみをかきあげる。

　落ち着き払った雰ふん囲い気きだけでなく、カップを手に取る動作だけで育ちの良さが窺うかがえる。

　その雰囲気と人形のように整った精せい緻ちな顔立ちのせいで、どこか人間味に欠ける印象を与えるが、冷血というよりも凛り々りしいという表現が似合っていた。

　そして、そんな凛々しい顔がものすごく歪ゆがんでいた。

「……あなたの行動には問題が多いけれど、私は過程より結果を重視する人間よ」

「すまないが、渚なぎさ。俺は問題を起こした記憶がない」

「もしかして頭に問題があるのかしらね？」

「記憶力も判断力も至って正常だ。問題があるなら指摘してみろ」

　そう咲弥が言葉を返すと、渚がちょいちょいと対面を指さす。

「問題ってのはそれよ、それ」

　ソファの上にちょこんと座り、紙パックの苺ミルクをちるちると飲んでいる茉莉。

　それはもう、渚に負けず劣おとらずといった不ふ機き嫌げんっぷりだ。

「なんで彼女が怒ってるの？」

「魔法少女も人間だ。怒ることだってある」

「ああ、もういいから黙だまっておでんを食べてなさい」

　割わり箸ばしを咲さく弥やの頭に突き刺してから、渚なぎさは表情を正して茉まつ莉りに向き直る。

「驚おどろかせてごめんなさいね。魔法少女さん……でいいのかしら？」

「……わたしは、茉莉です。桃もも瀬せ茉莉」

「なら、茉莉って呼ばせてもらうわね。魔法少女なんて呼び方も変でしょう」

　警けい戒かいを解くように、渚は柔やわらかく穏おだやかな物腰で言葉を掛ける。

　その態度を見て、茉莉も少しだけ警戒を解くように渚へ視線を向けた。

「あなたは、この人と違ってまともな人ですか？」

「えっと、たぶんまともな部類だと思うけど……？」

「わたしを荷物のように担いだまま、コンビニで買い物したりしませんか……？」

「よく通報されずにここへ来れたわね……。ともかく、急な話でごめんなさいね」

　取り繕つくろうように咳せき払ばらいをしてから、少女は改めて名乗る。

「私は奏かな海み渚、奏海グループ総そう帥すいの娘むすめよ」

「奏海グループって……あの『全能企業』って言われてる大企業グループですか？」

「あら、知っているなら話も早そうね」

　けろりとした表情で、渚はティーカップを傾ける。

　世界に広く名を轟とどろかせる奏海グループ。

　あらゆる事業方面に展開し、電化製品や機械といった製造業、建設、運輸、金きん融ゆう、不動産にサービス業、果ては水産や鉱業、医い療りようや学術研究と……無数の事業に進出している。

　それだけでなく、進出した全すべての分野で一定以上のシェアを獲得しており、「誰だれもが一度は奏海の世話になる」とまで言われているほどだ。

　だからこそ、茉莉は警戒するように身を引く。

「そんな大企業さんが……どうしてわたしを？」

「そうね……回りくどい話は好きじゃないから、手っ取り早くいきましょう」

　そう前置いてから渚は告げる。

「『覇は具ぐ』──その回収を守護者ユーステイカである茉莉に依い頼らいしたい」

　軽く息を吐はいてから、渚は姿勢を正して茉莉に向き直る。

「茉莉も、覇具については知っているわよね？」

「魔法みたいにあり得ないことを現実にする道具……ですか？」

「そうね。常識という一線を超え、超常的な力を手に入れることができる道具……かつてはその力で世界に恩おん恵けいをもたらしたけれど、それは半世紀も昔の話」

　手元のカップを見つめながら、渚は苦々しい表情と共に語る。

「覇具は……私利私欲に塗まみれた、世界を脅おびやかす害悪となってしまった」

　半世紀前に『征覇者レガント』が作り出し、世界に恩おん恵けいをもたらした十二の道具。

　しかし、覇は具ぐは災さい厄やくと呼ぶに相応ふさわしい存在へと成り果てた。

　覇具は『征覇者』という善人が管理していたからこそ、様々な恩恵と安あん寧ねいの世をもたらすという善の結果を生み出していた。

　しかし、その管理下から外れた覇具によって引き起こされたのが──

「────『終しゆう末まつ災さい』」

　内から絞しぼり出すように、茉まつ莉りはその言葉を口にする。

　五年前に起こった未み曾ぞ有うの大災害。

　世界各地で記録的な大地震、竜巻、津波といった自然的な現象や、放火、集団自殺、大量殺さつ戮りくといった人じん為い的てきな事件、説明がつかない怪現象や事件など……それらが、わずか一ヶ月の間に続けて発生した。

　世界の終末と呼ばれた悲劇。

　そして、その悲劇を生み出した元凶が覇具であった。

「覇具の暴走……先進八カ国に多大な被害を与え、発展途上国の一部は壊かい滅めつし、被害に遭あった土地は二度と人の住めない地にまで成り果てた」

　先の山やま間あいで振るわれた覇具の力を見れば、その脅きよう威いは十二分に理解できる。

　その地にある山々を崩ほう落らくさせる力。

　しかし、『終末災』ではそれ以上の悪夢が山のように転がっていた。

「先に言っておくと……私の目的は十二の覇具を集めて、かつて『征覇者』が行っていたように然しかるべき人間に管理させる、もしくは他者の手が届かない場所へ葬り去ることよ」

「……その理由を、聞いてもいいですか？」

「私としては覇具が振るわれたり、再び『終末災』が起こるような事態は避けたいのよ。道徳や人道面もあるけど、奏かな海みグループが壊滅したら洒落しやれにならないもの」

「でも……覇具を手に入れたら、きっとそれ以上のことを望むと思います」

　思い詰めた表情で、茉莉は紙パックを持つ手に力を込める。

　その様子を見て、おでんを咀そ嚼しやくしていた咲さく弥やが言葉を挟はさむ。

「つまり、お前は俺たちが回収した覇具を悪用すると言いたいのか」

「……それが当然です。誰だれであったとしても、わたしはそれを疑います」

「ふむ、その判断は正しい。俺たちが覇具の封印や破は棄きを掲げていたとしても、力を持った人間はいつ考えを変えるかわからないものだ」

　意外なことに、その言葉は茉莉の考えを肯こう定ていするものだった。

「だとするなら、お前が新たな『征覇者』となって全すべての覇具を管理すればいい」

「…………わたしが、ですか？」

「そうだ。回収した覇具の扱あつかいは全てお前に一任する」

　淡たん々たんとした口調で、咲さく弥やは告げる。

「俺たちは回収した覇は具ぐを使用せず、お前に使用を強要することもない。手に入れた覇具をどのように使うか、それは全すべてお前次し第だいということだ」

「それで……あなたたちにどんなメリットがあるんですか」

「世界が平和になる。奏かな海みグループは利益を保てる。以上だ」

「本当に、それだけですか？」

　どこまでも疑うたぐり深く、茉まつ莉りは言葉を重ねてくる。

「疑うのも無理はない。しかし守護者ユーステイカであるお前の望みとも合致しているはずだ」

「そもそも……どうしてあなたたちは守護者のことまで知っているんですか？」

「簡単な話だ。守護者は歴史上、幾いく度どとなく出現している」

　三つ目のおでんに取り掛かりつつ、咲弥は言葉を続ける。

「この世には度たび々たび、神に等しい存在から託たく宣せんを受け、乱れた秩ちつ序じよや世界の趨すう勢せいを担うための存在が現れている。俗に……後世で英雄と呼ばれる者たちだ」

　歴史の転換期に必ず現れ、人々に救済をもたらしてきた存在。

　時に希望の象徴とされ、人々の導き手として選ばれた存在。

「また、守護者はその時代に生きる人々が望む象徴として顕けん現げんする。過去の守護者を挙げるなら……ジャンヌ・ダルクは女性でありながら勇ゆう猛もうな甲かつ冑ちゆう姿で他者を率いていた」

「……つまり、この格好もそうだって言いたいんですか？」

「その通りだ。時が違えば聖女ジャンヌがその魔法少女風の服装を身に付けていた可能性もある。その服装は現代の人々が求め、望んだ象徴の結晶だ」

　思わず、茉莉は自分のフリフリな衣装を眺ながめる。妙みように意い匠しようが凝こっていたり、少女特有の可愛かわいらしさを引き立てる雰ふん囲い気きではあるが、それ以外に意味があるとは思えない。

「どちらにせよ、お前が守護者であることは疑いようがない。お前は五年前に起こった歴史の転換期……『終しゆう末まつ災さい』と同時に『魔法少女』という特徴的な存在として現れ、常人では為なし得ない超ちよう越えつ的な力を得ているのだからな」

　その言葉に、茉莉は俯うつむいたまま押し黙だまっている。

　そして、微かすかに唇くちびるを震ふるわせながら茉莉は口を開いた。

「わたしは『終末災』が起こる数日前に、神さまから世界を守れって言われました」

　思い詰めた表情で茉莉は目的を語る。

「次の『終末災』を回避するため、世界を脅おびやかす覇具を回収して、もう誰だれも傷つかなくていいように、誰もが笑っていられる世界になるようにって──」

　膝ひざの上できゅっと拳こぶしを握り、茉莉は絞り出すように言葉を紡つむぐ。

「でも……わたしはあなたたちが思っているほど、強い人間じゃないんです」

　色素の薄い、翠すい玉ぎよくの瞳ひとみが不安げに揺れている。

「わたしは五年間、覇は具ぐを一つも集められなかったんです。他の人を助けなきゃいけないのに、覇具を集めなきゃいけないのに……どれだけ頑がん張ばってもダメだったんです」

　ぽつぽつと、その心中を吐と露ろするように茉まつ莉りが呟つぶやく。

　しかし咲さく弥やは否定するように首を振った。

「それはお前の自己評価が低いだけだ」

「……あなたに、わたしの何がわかるって言うんですか」

「わかるとも。数回に亘わたり、お前の活躍を見ていて確信した──」

　腕を組み、カッと目を見開いて言い放つ。




「お前は間違いなく、魔法少女としての素質を持っているとッ！」




　その言葉を聞いて、茉莉と渚なぎさが同時に頭を抱えた。

「どうやらお前たちは理解していないようだ。ならば説明してやろう」

　困こん惑わくする二人を他よ所そに、咲弥が淡たん々たんと持論を展開する。

「覇具という絶望が存在する暗黒時代。人々の心が荒すさみ、希望すら見えない中で魔法少女の姿を見たら……人々が思い浮かべる気持ちは一つだ」

「あいつ何ふざけてんだって思うでしょうね」

「違う。大たい概がいの人間は可愛かわいらしい魔法少女の姿を見て穏おだやかな気持ちになる。その少女が覇具と戦う姿に心打たれ、誰だれもが魔法少女がんばれーと応援したくなるだろう」

　一人で勝手に納得しながら、今度は渚に向かってビシリと指を向ける。

「そして渚、お前は魔法少女と聞いて何を連想する？」

「何って……えっと、アニメかしら？」

「そうだ。そしてアニメに出てくる魔法少女たちは世界に散らばった魔法の道具を集め、他者のために魔法を使い、夢と希望を与える存在として描えがかれる」

「……まぁ、昔見たアニメだとそんな感じだったかしら？」

「覇具を集め、『終しゆう末まつ災さい』を止めるために力を振るい、世界を救う唯ゆい一いつの希望……ここまで合致しているのだから、これ以上の語りは不要だな？」

「まだわからないから一応説明しなさい」

「桃もも瀬せ茉莉は魔法少女における全すべての条件に合致している。つまりこの世界で最も魔法少女と呼ぶに相応ふさわしい存在であり、俺が護衛するに相応しい人間ということだ」

　ゆっくりと茉莉に指を突きつけ──




「だから桃瀬茉莉、お前には魔法少女として覇具を集めてもらう」




　どこまでも真面目まじめな顔で、そんな言葉をのたまった。

　その言葉に面食らいながらも、茉まつ莉りは我に返ったように顔を上げる。

「そ、そんなのイヤに決まってるじゃないですかっ！」

「なぜ頑かたくなに魔法少女を拒否する。もっと魔法少女を受け入れろ」

「なんか宗教じみてませんか!?」

「たしかに魔法少女は一種の信仰や崇すう拝はい対象と言える。いつの世でも一定の人気を誇ほこり、幼い少女だけでなく一定の男性層も憧あこがれる対象だからな」

「男の人は憧れちゃダメでしょう!?」

「男でも魔法少女になりたい時だってあるんだッ!!」

「知りませんよッ!!　それにわたしは……そんな、すごい人たちとは違うんですから」

　再び表情に陰かげを作った茉莉を見て、咲さく弥やは顎あごに手を当てて考え込む。

「そうだな。お前はアニメの魔法少女たちとは違う」

「そうです！　だから──」

「お前にはマスコットキャラがいない」

「いてたまるかって話ですよっ!!」

「マスコットは重要だ。魔法少女に魔法の力を授さずけ、戦闘中では魔法少女を補佐する役目を持つのがマスコットキャラであり、魔法少女の象徴的一面を担っている」

「まぁ……たしかに魔法少女には大体マスコットがいますけど……」

　自分の中にある魔法少女像を思い返しながら、茉莉が小さく唸うなり声を上げる。

「だが安心しろ。俺がそのマスコット枠に収まる予定だ」

「お願いします、本気でやめてください」

「そこまで拒否されると悲しくなるニュ」

「次にその語尾を付けたら二度と口利きいてあげませんからねッッ!!」

　ぜぇぜぇと茉莉が息を切らしたあたりで、咲弥は顎に手を当てる。

「マスコットはともかく、俺が護衛として傍そばに付くことは決定事項だ」

「へ？　護衛って……どういうことですか？」

「まず一つ。守護者ユーステイカは強大な力を持つが故ゆえに、その存在を知る人間から狙ねらわれやすい立場にある。今回に至っては覇は具ぐを狙う全勢力、情報売買を行う第三勢力、魔法少女を救世主とする宗教団体など……挙げればキリがなく、その身を守らなくてはならない」

「でも、障しよう壁へきがありますよ？　今までの怪け我がだって掠かすり傷くらいですし……」

「自衛には限度があり、何より慢心は危険だ。現に俺はお前の力を無力化している」

　倉庫の中で、咲弥は魔法とも言える力の全すべてを凌りよう駕がした。

　覇具だけでなく、他勢力が何らかの手法で守護者の力を無力化させる可能性もある。

「そして二つ目、お前は守護者として未熟だ。能力は把は握あくしているようだが、練度が足りない上に応用力がない。今後自分の身を守るためだけでなく、覇は具ぐを回収するためにもお前の補佐と指南を行う人間が必要だろう」

「でも……能力を教えるってことは、守護者ユーステイカに詳くわしい人じゃないとダメでしょう」

「その通りだ。だからこそ俺がお前の補佐に最も相応ふさわしい」

　そう、咲さく弥やは淡たん々たんと自身を指さす。

「俺たちの家系……天あま音ね一門は太古から守護者として力を研究し、その力を以もって世界を善い方向へと導いてきた家系だ。そして──」

　僅わずかに、咲弥は何者かを睨にらむように目を細め──




「──俺はその守護者たちを守ってきた、不ふ滅めつの護衛だ」




　どこまでも淡々と、自身の役目を告げた。





　　　◇






　渚なぎさの申し出によって、会談は一時的に中断された。

　一度に話しても理解できないし、話の整理がてら休きゆう憩けいを挟はさむという気き遣づかいもあった。

　そして──茉まつ莉りはシャワーに打たれながら、どんよりとうなだれていた。

「あの人が……同じ守護者……しかも、守護者を護衛してきたって……」

「ええと……茉莉？　大丈夫？」

「はい……なんとか大丈夫です……。それと、お風ふ呂ろもありがとうございます」

「さっきの戦いでちょっと汚よごれてたみたいだし、ちょうどいいと思ってね。他にも色々設備は充実させてあるから、食べ物や飲み物が欲しかったら遠えん慮りよなく言ってちょうだい」

　苦笑しながら、渚もシャワーノズルを捻ひねって湯を出す。

　奏かな海み家のプライベートジェットにはあらゆる設備が完備されている。それは会談場である客室に限らず、機内に存在する生活空間も同様である。

　機内でありながら浴室は数人が入れるほどの広さを持ち、所々に見られる浴よく槽そうや壁、ランプといった装飾品によって上質な空気を漂ただよわせていた。

　しかし、茉莉の気分が晴れる様子はない。

「あの……咲弥さんって、わたしと同じ守護者なんですか？」

「まぁ分類するとそうなるわね。守護者を護衛する守護者……みたいな？」

「そうですか……いえ、神さまから選ばれた守護者ってわたしだけだと思っていたので、仲間がいたと考えたら嬉うれしいんですけど……」

「あんな頭のおかしい人間が同類だとわかったら最悪でしょうね」

「わたしが濁にごした部分をズバっと!?」

「実際のところ、私も咲さく弥やの言動はよくわからないのよね……。悪い人じゃないし、能力も優秀どころか完かん璧ぺきなのよ。ちょっと頭がおかしいだけでね」

「渚なぎささんが二回言うほどなんですね……」

　咲弥の評価を聞いて、茉まつ莉りは深い溜ため息いきをつく。

　ただ、それは咲弥に向けたものではない。

「でも……優秀な人だったとしても、苦手です。世界の命運が懸かかっているのに魔法少女がどうとか、まるで遊びやふざけ半分で覇は具ぐを集めようとしているなんて……」

　俯うつむきながら言う茉莉の姿。

　そこから何かを察したのか、渚は口元に笑みを浮かべる。

「ねえ茉莉、私があなたの髪かみを洗ってもいいかしら？」

「へ？　な、渚さんがわたしの髪を洗うんですか？」

「私にとって茉莉は賓ひん客きやくなのよ？　それに綺き麗れいな髪だから触ってみたいと思ってね」

　緊張している茉莉をバスチェアに座らせ、渚は変わった色合いの髪を手で梳すいていく。

「それにしても不思議な色ね。茉莉はハーフかクォーターなの？」

「いえ、昔は黒だったんですけど……いつの間にかこの髪色になってたんです」

　さらさらと茉莉が自分の髪をすくい上げる。

「守護者ユーステイカになった影えい響きようなのかなーって、わたしは適当に思ってましたけど……」

「それについては何とも言えないわね。少なくとも咲弥は昔から変わらないし」

「でも、咲弥さんの髪と目も不思議な色をしてますよね？」

　咲弥の髪と目は黒に限りなく近いが、光の当たり方次第で青色が強く見える。色合いとしては黒に限りなく近い青、藍あい鉄てつといったものだ。

「髪色や瞳ひとみの色は血筋みたいなものかしらね。家いえ柄がら的に優秀な人間は誰だれでも取り入れるって方針だったから、世界中の人種の血が混じっているのよ」

　ほら、と渚は自分の髪と瞳を見せてくる。

　暗い瑠る璃りのような色の髪に、仄ほのかに紫むらさき色いろが見える瞳。

　その色合いだけでなく、精せい緻ちに整った顔立ちは日本人離れしており、すらりと伸びる手足や身体からだの造形は彫ちよう像ぞうとして飾かざられていても不思議ではない。

「あれ？　でも渚さんも同じってことは──」

「咲弥は私の従兄いとこなのよ。昔から一緒だから兄妹きようだいみたいなものだけど」

「……昔から一緒なのに、咲弥さんだけあんな人になったんですか？」

「たぶん頭のネジを全部失なくして生まれてきたんでしょうね」

　重苦しい溜息をついてから、渚は気を取り直すように言葉を続ける。

「そういえば茉莉って何なん歳さいなの？」

「ええと……その、守護者ユーステイカになったのが五年生の時だったので、今は十五歳です」

　顔を背そむけてから、茉まつ莉りが手元で作った泡にふーっと息を吹き掛ける。

　何かを誤ご魔ま化かすようなその態度に、渚なぎさがじっと目を細めた。

「……あなたって普ふ段だんどんな生活してるの？」

「は、覇は具ぐを追ってますよ？　守護者ですから」

「それ以外は？　学校とか、家でどんな風に過ごしているとか」

「学校については……ええと」

「もしかして、一切学校に行かないで覇具を追ってるなんて言わないわよね？　それどころか家にすらまともに帰ってないとか」

「それは……その、えっと…………あぅ」

　言葉を詰まらせ、そのまま俯うつむいてしまった。

「……あなた、覇具を追う以外に何もしてなかったのね」

「そ、そんなことないです……よ？」

「はいはい、ウソつかないの」

「ひあぅっ!?　く、くすぐりはダメっ──はいウソでしたごめんなさいっっ!!」

　軽く脇わきをくすぐった瞬間、茉莉はあっさりと白状した。

　その答えを聞いて、渚は呆あきれるように言う。

「自分の生活を犠ぎ牲せいにするのは感心しないわね。まさか野宿とかしてないわよね？」

「そ、それは怖いのでちゃんと家に帰ってます。ごはんも自分で作ってますし」

「ご両親はあなたの生活について把は握あくしているの？」

「お父さんとお母さんは……何も知らないです。魔法──守護者の力で気にしないようになっていますし、二人とも出張で家を空けることが多いですから」

「……たしかに、守護者なら誤魔化すくらい簡単でしょうね」

　守護者は応用次第で様々な能力を扱あつかえる。

　たとえ能力を使いこなせていなくても、他者の記憶を改かい竄ざんする程度なら難しくない。

　しかし、その茉莉の姿勢に渚は違和感を覚えた。

「なにもそこまでする必要はないんじゃないかしら？　世界を救えとか言われても茉莉には関係ないことだし、学校とか他のことを犠牲にする義務だってないのよ？」

「でも……他のことをやる余裕なんてないです」

　わずかに茉莉は声を強こわ張ばらせる。

「わたしが他のことをしている間に……覇具のせいで困ったり、苦しんだりしている人がいるんです。その人たちを助けなくちゃいけません」

　きゅっと口元を引き締め、守護者の使命を語る。

「わたしは元々普通の女の子でしかないんです。だから覇具を回収するために、いっぱい努力して、いっぱい頑がん張ばらなきゃいけないんです」

　思い詰めた表情のまま、茉まつ莉りはその想おもいを語る。

　その様子に、渚なぎさは納得したように軽く息を吐はいた。

「……なるほど、だから咲さく弥やのテンションが妙みように高かったのかしら」

「え、あれが平常運転じゃないんですか？」

「平常運転なんだけど、茉莉には妙な絡み方をしていたと思ってね」

　付き合いが長いこともあり、咲弥の思おも惑わくを知ってくすくすと笑みを零こぼす。

「たぶん、茉莉にはもっと気楽にやって欲しいのよ」

「気楽にって……できるわけないじゃないですか」

「気負って良い結果になるとは限らないわよ？　茉莉だって疲れちゃうでしょうしね」

「そんなことはっ……ない、です」

　歯切れの悪い返事をした茉莉の頭を、優しく慈いつくしむように撫なでる。

「私たちの話だって気楽に考えていいのよ。本当に嫌だったら断っていいし、私たちもそれで茉莉を責めるようなことなんてないんだから」

「でも……断ったら、渚さんたちはどうするんですか？」

「そうなったら……また、別の方法を考えるしかないかしら」

　困ったように渚は苦笑を浮かべる。

　その言葉と雰ふん囲い気きからすると、渚たちはこれまでに他の案を講じてきたのかもしれない。

　しかし、それでも覇は具ぐの対処はできなかった。

　そこまで考えたところで、茉莉は小さく首を傾かしげる。

「でも……咲弥さんも一応は守護者ユーステイカなんですよね？　それならわたしじゃなくても、咲弥さんに任せるってこともできると思うんですけど」

「茉莉はアレに世界を明け渡したらどうなると思う？」

「世界が別の意味で壊れそうなので勘かん弁べんです」

「でしょう？　だけど覇具を収集、管理するには一定の力を持った人間でないといけない。真に世界平和を願って、常識のある人間じゃないと厳しいのよ」

「えと、わたしがそれに当てはまるか自信がないんですけど……」

「茉莉は大丈夫よ。なにせ……あなたは守護者に選ばれたんだから」

　不安を取り除くかのように、渚は優しく微び笑しようを浮かべる。

　その顔を鏡越ごしに見ていた茉莉は──

「──その、お試しというのはダメでしょうか」

　そう呟つぶやいてから、茉莉はくるりと首を後ろに向ける。

「渚さんたちとしばらく一緒にいて……それで、もっと二人のことを知ってから、改めて決めるっていうのはダメでしょうか？」

　不安で微かすかに揺れる翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。

　しかし、それでも茉まつ莉りは歩み寄ってくれた。

　それが嬉うれしくて、渚なぎさは笑みを浮かべながら小さく頷うなずく。

「それじゃしばらくの間よろしくね、茉莉」

「はいっ！　よろしくお願いします、渚さん」

　そこで初めて、茉莉はにぱりと晴れやかな笑顔を作った。

「……でも、咲さく弥やさんはよろしくできるかわからないです」

「最初は戸と惑まどうでしょうけど、慣れたら適当にあしらって殴なぐればいいのよ」

「な、渚さんって結構バイオレンスですね？」

「お嬢じよう様とか言われているとね……ストレスが溜たまって仕方ないのよ」

　げんなりと肩を落としてから、渚は思い出したように顔を上げる。

「というか、私たちって同い年だから畏かしこまらなくてもいいわよ？」

「え、渚さんってわたしと同い年だったんですか!?」

「……そんなに驚おどろくことかしら？」

「だ、だって……大人みたいにすごく落ち着いた雰ふん囲い気きでしたし」

「まぁ……たしかに学園にいる女の子たちと比べても堅かたいって言われたけど」

　渚が不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「でも他の子たちだって似たようなものよ？」

「おぉー……やっぱり、高校生ってオトナなんですねっ！」

「あなたの価値観ってまんま小学生ね……」

　そんな会話の中、渚はなんとなく提案してみる。

「これから一緒にいるんだし、どうせなら茉莉も学園に通ってみる？」

「へ？　わたしがですか？」

「だって今まで学校に行ってなかったんでしょう？　学校っていう場所で日常生活を過ごすこと、同年代の人間と触れ合うのは大切なことだもの」

「ええと……学校は楽しい場所ですし、渚さんの言うことも正しいと思うんですけど」

　茉莉も多少興味はあるようだが、今まで守護者として覇は具ぐを追ってきたこともあってか、歯切れの悪い言葉を口にする。

　その様子を見て、渚が言葉を加えようとした時──




「──魔法少女であるなら、学校には通うべきだッ！」




　突とつ如じよ放たれた言葉と共に、ガチャリと浴室のドアが勢いよく開け放たれた。

「魔法少女は平時こそ学校へと通わなくてはならない。そうした日常があるからこそ、悪と戦う非日常的シーンが映はえるというものだ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで魔法少女論を語りながら、咲さく弥やは浴室の中へと入ってくる。

　先ほどまで着ていた黒ずくめの服を脱ぎ捨て、引き締まった肉体を惜しげもなく晒さらし、申し訳程度に腰にタオルを巻いた状態。




　そして、手には肉球柄のパンツを握り締めていた。




　カコン──と洗面器の落ちる音が浴室に響ひびく。

「そして魔法少女、少し物申したいことがある」

「え、あ……その、ちょっと待ってもらえます？」

「先ほど脱衣所で検分した魔法少女の下着についてだが──」

「ツッコミが追いつかないから待てって言ってるんですよっっ!!」

　手近にあったタオルを身体からだに巻いてから、茉まつ莉りは怒りと共に洗面器を投げつける。

「──まぁ落ち着け、魔法少女」

「自分のパンツを握り締めている全裸の変態を見て落ち着けませんよ!?」

「俺はただ下着の洗い方についてレクチャーしに来ただけだ。タグの掠かすれ具合からして愛用している下着のようだが、下着はぬるま湯で手洗いしないと傷いたんでしまうだろう」












　言いながら咲さく弥やは洗面器に湯を張り、柔やわらかな手付きで下着を洗い始める。

　それはもう……下着を労いたわるように、優しく柔らかい手付きで洗っていた。

「このように優しく揉もむように洗うと傷いたみにくい。理解できたか？」

「目の前で自分のパンツを揉まれている人間の気持ちを理解してくれませんか？」

「女心とは理解しがたいものだな」

「一般常識の話ですよっ!!　というか教えるだけなら脱ぐ必要はないでしょう!?」

「風ふ呂ろに入るのだから服を脱ぐのが当然だ。そして俺が風呂に入ってきたのは邪よこしまな理由ではなく、正当な理由と動機がある」

　腕を組み、堂々たる佇たたずまいのまま語る。

「マスコットは常に魔法少女の傍かたわらにいる。そして魔法少女作品において、マスコットは魔法少女と寝食を共にし、時として一緒に風呂へと入ることもある」

　そして、咲弥は真剣な面おも持もちで人差し指を立てた。

「つまり……魔法少女と風呂に入れば、俺はマスコットとなるわけだ」

「咲弥さんはバカなんですか？」

「罵ば倒とうがストレートになってきたな」

「その方がおバカな咲弥さんにも伝わるかなって」

「十分に伝わったが、ここまでしても俺をマスコット枠わくとして認めないとはな」

　やれやれと肩を竦すくめてから、咲弥は腰に巻いていたタオルをばさりと取り払った。

　それはもう紛まぎれもない全裸だった。

「ひあああああああああああああああああああああッッ!?」

「魔法少女、浴室で叫さけぶと反はん響きようするので自重しろ」

「一切自重してない人が何言ってるんですか!?」

「安心しろ。一般放映ではちゃんと都合のいい湯ゆ煙けむりと謎なぞの光で隠かくれる」

「いえ見えてますし見られてますからっ!!」

　自分の身体からだを隠しながら、茉まつ莉りがあわあわと顔を赤くしながら首を振る。

「な、渚なぎささんも何か言ってくださいっ！　こんな非常識な──」

「咲弥、お風呂に入ってきたなら私の髪かみを洗ってちょうだい」

「悪いが俺は身体についた潮を流したらすぐに上がるぞ」

「あらそう。はい、それじゃ石せつ鹸けんとシャンプー」

「ああ。ありがたく頂ちよう戴だいする」

「なんでのほほんと日常会話してるんですか!?」

　二人のやり取りに茉莉が思わず口を挟はさむが、渚は不思議そうに首を傾かしげる。

「……そんなに驚おどろくことかしら？　咲弥とは昔からよく一緒にお風呂入っているし」

「それは子供の時の話でしょうっ!?」

「え、子供の時じゃなくても一緒に入るでしょう？」

　渚なぎさがきょとんと首を傾かしげると、シャワーを浴びていた咲さく弥やから注ちゆう釈しやくが入る。

「俺は幼少から渚の護衛兼世話係をしていた経けい緯いがある。そして上流階級に位置する人間の場合、世話係が寝食や入浴を共にするのは珍めずらしくないことだ」

「そうよね？　頻ひん度どは減ったけど、お風ふ呂ろに入るくらい普通でしょう」

「あれ、わたしですか？　わたしが間違ってるんですか……!?」

　二人の反応を見て、茉まつ莉りは目をぐるぐる回しながら頭を抱える。

　それを無視して咲弥は軽く頭を振って水気を払う。

「さて……魔法少女に下着の洗い方をレクチャーし、マスコットとなる条件も達成した。俺は立ち去るので、あとは二人でキャッキャウフフと歓かん談だんするといい」

　妙みようにさっぱりとした様子で、咲弥はそのまま浴室を後にした。

　そして、茉莉がようやく我に返ったところで──

「ははは……わたし、お二人と一緒にやっていけるか不安になりました……」

「大丈夫、その内に慣れると思うわよ」

　落ち込む茉莉を慰なぐさめるように、渚は小さな頭をわしゃわしゃと洗い始めた。





　　　◇






　上空一万メートルで迎える朝。

　窓から見える一面の雲海と蒼そう空くうは壮観で、広大な風景によって心すら広くなる。

　そのせいか、咲弥は珍しく上じよう機き嫌げんだった。

　ゆったりとソファに身を沈め、コーヒーの香りを楽しんでからカップに口をつける。

「やはり朝はコーヒーだ。そう思わないか魔法少女」

　穏おだやかな朝の一時を共有しようと、朝食を取っている茉莉に声を掛けるが──

「どうした魔法少女。朝食が気に入らなかったか」

「……気に入らないのは平然と隣となりでコーヒーをすすってる人です」

　トーストを両手で持ちながら、茉莉がジトリと視線を向ける。

　今の茉莉は魔法少女然とした装いではなく、淡たん黄おう色しよくのチュニックにグレーのプリーツスカートといった装いに変わっている。

　その格好を眺ながめてから、咲弥は顎あごに手を当てながら思案する。

「ふむ……魔法少女の服装が似合いすぎていたので、普通の格好をされると困こん惑わくする」

「そのまま一生困ってればいいと思います」

「それより昨日の格好を見た限り衣類を収納するリュックやバッグは持っていなかっただろう。その服はどこから取り出したものなんだ？」

「どこからって言われると……ここからですけど」

　そう言って、茉まつ莉りはトーストを咥くわえながら軽く左手を振るう。

　その指先が空間をなぞった直後──パカリ、と虚こ空くうに裂け目が生まれた。

　そして茉莉は躊ちゆう躇ちよなく裂け目に手を入れ、その中からデフォルメされたネコの描えがかれた財さい布ふ、やや型の古いスマートフォンを取り出した。

「ふむ……『位相転移デイストールド』を鞄かばん代わりにしたか。長年触れ続けていたことで、魔力が宿って自由に出し入れできるようになったのだろう」

「えと……そういう名前なんですか？」

「守護者の能力を分類する呼称だ。わかりにくければ魔法や魔力という認識で構わない」

「あ、魔法でいいんですか──ってそうじゃないですっ！」

　平然としている咲さく弥やを見て、茉莉は頬ほおを膨ふくらませながらベシベシとテーブルを叩たたく。

「女の子がお風ふ呂ろに入ってるのに平然と入ってこないでくださいっ！」

「ならば、次回からは四足歩行で奇声を上げながら入るとしよう」

「よく息を吐くように意味不明な返答ができますね!?」

「言われてみれば……マスコット枠わくを狙ねらうなら四足歩行がベストだったか」

「いいです、もう考えなくていいですから対話をしてくださいっ！」

　茉莉がぷりぷりと怒りを露あらわにすると、渚なぎさが呆あきれたように溜ため息いきをつく。

「……咲弥、あんまりからかうんじゃないの。今後護衛としての任に就つく以上、『保安都市』に着いた後は二人で行動する機会も多いんだから」

「ほ、保安都市？　保安都市に行けるんですかっ!?」

「ええ。保安都市なら環境を整えやすいし、茉莉の安全が確保でき──」

「わあっ……憧あこがれの保安都市！　お金持ちと特別な人しか入れない現代の楽園っ！」

　先ほどまでむくれていたというのに、茉莉はきらきらと目を輝かがやかせる。

　十年前、西東京、埼さい玉たま県けん南部を開発して作られた大型実験都市。

　都市全体を囲む隔かく壁へきによって外界から遮しや断だんされた区域。

　保安都市とは『完全、安全、万全の生活』と掲げられた方針から付けられた俗称であり、各企業の新技術実験場という性質上、隔壁の内側は一般に公開される機会が少ない。

　保安都市に出資する富裕層たちは口を揃そろえて保安都市の安全性と快適性を絶賛し、今もなお保安都市への移住を希望する出資者たちは後を絶たない。

　それ故に、保安都市は『現代の楽園』とも称されている。

「実際のところは一定の資産額を持つ準富裕層、招致された技術者や家族も移住できる。楽園と言われているが、本当に特別な人間など数えるくらいしかいない」

「むぅ……どうして咲弥さんはわたしの期待を削ぐんですか」

「護衛として間違った認識は正すべきだと判断したまでだ」

　涼しげにカップを傾かたむける咲さく弥やと、鬱うつ憤ぷんを発散するようにトーストへかじりつく茉まつ莉り。

　そんな二人の様子を見て、渚なぎさは何度目かの溜ため息いきをつく。

「……もうちょっと緊張感を持ちなさい。保安都市への侵入はそれこそ覇は具ぐでもないと無理だけど、都市に入るまでは安心できないんだから」

「一理ある。保安都市の外であれば、覇具所有者以外でも魔法少女の身み柄がらを狙ねらえる。だからこそ今も追跡されているんだろう」

「だから着くまでは多少警けい戒かいを──え？」

「先ほどから所属不明のステルス機が追跡している。そして今、臨戦態勢に入った」

「……なんで気づいているのに言わなかったの？」

「気持ちのいい朝に無ぶ粋すいな話は合わないだろう」

　悠ゆう長ちようにコーヒーをすする姿を見て、渚が凛りんとした態度を崩くずして頭を抱える。

「はぁ……もうあたま痛い……」

「な、渚さん頭を抱えてる場合じゃないですって！　臨戦態勢ってこう、よくわからないけどミサイルとかが飛んでくるってことですよね!?」

「正確には空対空ミサイルだな」

「のんびりコーヒー飲んでる人は黙だまっててくださいっ!!」

　茉莉はワーッと威い嚇かくするように咲弥の言葉を遮さえぎるが、当人は悠長に首を傾かしげている。

「襲しゆう撃げき者ならば叩たたき落とせばいいだろう？」

「ここ空の上ですよ!?　わたしだってこんな高いところ飛んだことないです！」

「高度は些さ細さいな問題だ。むしろ俺が気にしているのは後始末の方だが」

「はいはい……適当に処理しておくわよ……」

「では、なるべく回収しやすい形にしておく。その後に妙なちょっかいを出されるのも面倒なので、俺は魔法少女を連れて先に保安都市へ入るとしよう」

「好きにしてちょうだい……私はこのまま自動操縦で保安都市に向かうから」

　憔しよう悴すいした渚がひらひらと手を振ったところで、咲弥が軽く手招きする。

「魔法少女、こちらに来い。今から保安都市に向かうぞ」

「へ？　しゅ、瞬間移動しろってことですか？」

「相手に逃げたと思われるのは癪しやくだ。それにさっきも言っただろう」

　そう告げてから咲弥がパネルを軽く操作すると──

　後部から重厚な扉とびらの開く音と、轟ごう々ごうと風の渦うず巻まく音が響ひびいてきた。

「迎げい撃げきに向かう、とな」

「……待ってください、冗談ですよね？」

「俺は冗談であろうと有言実行する男だ」

「知りませんよそんなこと!?　ひあっ──ちょ、なんで持ち上げるんですかっ！」

　ぱたぱた暴れる茉まつ莉りを無視し、慣れた手つきで肩に担ぎ上げる。

「渚なぎさ、合流地点については碧へき玲れい学園で構わないか」

「ええ。鹿か島しま先生には昨日の内に連れん絡らくをつけてあるから」

「だからなんで二人は平然と話してるんですかああああああああっ!?」

　なんとか逃れようと咲さく弥やの背をぽかぽかと叩たたいてみるが、その程度で止まるはずもなく、軽快な足取りで後部ハッチへと向かっていく。

　そして最後のドアを開いた瞬間、

　気圧差と速度によって轟ごう々ごうと唸うなりを上げている風音が二人の耳に響ひびき──

「──さあ、朝の散歩といこう」

　咲弥は勢いよく助走をつけ、蒼そう空くうの中に身を投げた。

　叩きつけられる風を受けながら、咲弥は全身で風の流れを掴つかむ。

「快晴だと気分も晴れやかになる。そちらはどうだ、魔法少女」

「ふふ……わたし、今日で死んじゃうかもしれません」

「それは困る。お前には立派な魔法少女になってもらわねば」

「誰だれのせいで死に掛けてると思ってるんですか!?」

　ぺんぺんと茉莉が腕の中で暴れるが、当人は平然とした態度を崩くずさない。

「守護者ユーステイカには『聖盾アルステラ』がある。衝しよう撃げきはおろか生命活動にも問題はない」

「…………『聖盾』？」

「守護者が張る障しよう壁へきだ。あらゆる害意を阻はばむだけでなく、生命活動に危機が及ぶ際には生命維持が行われる。過去の聖人たちが行っていた、奇跡と呼ばれるものだ」

「あ……そういえばあんまり風を感じないですし、喋しやべれてますね」

　高高度の環境下にいながらも、強風が茉莉を襲おそうことはない。酸欠や気圧差といった変化も身体からだには起こっていない。

「ちょうどいい機会だ。お前に『聖盾』の扱い方を教えておこう」

「いや落ちてる最中に教わっても困るんですけど!?」

「なるほど。つまり──落下していなければ構わないということだ」

　そう口にした直後──落下が緩やかになり、咲弥の身体が空中で静止する。

　空の上に立つ姿を見て、茉莉が不思議そうに目を丸くした。

「え？　こ、これってわたしが飛んでたのと同じ力ですか？」

「それとは別物だ。本来は防ぼう御ぎよに使う『聖盾』を足下に展開して足場としている」

　足下に浮かぶ藍あい鉄てつの光。

　そして、咲弥は上空を音速で飛来する機体を見据える。

　雲海の中に見える所属不明のステルス機。

「さて……向こうもちょっかいを出すなら覚悟しているだろう」

　既すでにステルス機の兵器倉は開放されており、射出準備を終えて攻撃態勢に入っている。

　本来、音速で飛行する機体を人間一人が対処できるはずもない。

「『聖盾アルステラ』とはその名の通り、守護者ユーステイカの身を守る盾の役割を持った魔法だ。しかし使い方次第で足場、道、そして──剣にも変えることができる」

　淡たん々たんとした様子のまま、足場の上で体勢を整える。

「魔法の源はイメージだ。自分が為なすことを強く思い浮かべろ」

　茉まつ莉りに言い聞かせるように語ってから、その右脚に力を込め──

「────《虚うろ断だち》」

　呟つぶやきと共に……飛来する機体に向けて虚こ空くうを蹴けり上げた。

　咲さく弥やが蹴り上げたその延長線上。

　機体がその線上を通り過ぎるのと同時、




　遥はるか彼方かなたにあった機体が、音も無く両断された。




　前後部に両断された機体は黒こく煙えんを上げ、雲海の中に消えていく。

「これがお前の言う魔法だ。他にも様々な応用が──」

「いや今の大丈夫なんですか!?　乗っていた人とか、下に船があったら大惨事ですよ!?」

「下に船せん舶ぱくがないのは確認済み。エンジン部を分離させてコックピットも外したので搭とう乗じよう者しやも無事に脱出しただろう。残ざん骸がいの回収は渚なぎさに任せた。他に言いたいことはあるか？」

「まず何かやるなら先に言ってくださいっ！」

「善処しよう。さて障害の排除も終えたので保安都市に向かうか」

「こ、ここからですか？　それじゃゆっくりと降り──」

　そう茉莉が口にするより早く──足場が消失した。

　そして再び二人が急速に落下していく。

「だから……何かするなら先に言ってくださいってばああああああああっっ!!」

「風の音がうるさくて聞こえなかったんだ」

「聞こえてるじゃないですか！　あっ、あっ……落ちてます、落ちてますよぉっ!!」

「落ちるとも。この世に重力がある限り」

　片や騒がしく、片や静かに、二人は蒼そう空くうの中を落下していった。





　　　◇






　爆発音を聞いてから、渚はパネルを操作して後部ハッチを閉じた。

「まったく……ずいぶんと楽しそうね」

　そんな言葉を口にしてから、なんとなく二人の姿を思い浮かべる。

　咲さく弥やと茉まつ莉りは対照的だ。

　咲弥は機械のように無機質だが、茉莉は子供のように感情を表に出す。

　その他の点を見ても、二人はどこまでも正反対だ。

　それは……守護者ユーステイカという特異な立場にも当てはまっている。

　茉莉は守護者として世界の平和を望み、他者を守りたいと願っている。

　しかし咲弥は守護者でありながら、世界の平和も他者についても気に掛けていない。

　ただ一つの目的しか、咲弥には見えていない。

「……世界が平和でありますように、ね」

　かつて全すべてを掌しよう握あくした『征覇者レガント』が望んでいた世界。

　その『征覇者』という人間を超ちよう越えつした存在は、とある一族の生まれであった。

　だが……『征覇者』は一族の人間にすら恐れられた。

　世界の調和を全てとする一族にとって、覇は具ぐは調和を脅おびやかす存在でしかなかった。

　だからこそ、その一族は覇具を回収して、永久に破は棄きする計画を立てた。

　そして覇具の破壊を試みようとしたところで──失敗した。

　失敗するように仕組まれていた。

「……ん、しょ。それじゃ残ざん骸がい処理をしましょうか」

　ぐぐーっと身体からだを伸ばしてから、渚なぎさは面倒そうにモニタを開く。

　両断され、爆発と共に散開したステルス機。

　モニタに映し出されたその機体を眺ながめながら、渚は指を鳴らし──

　突とつ如じよ生まれた歪ゆがみが、その機体を飲み込んだ。

　空間を裂さくように生まれた瑠る璃り色の歪み。

　それは機体だけでなく、赤々とした炎を喰くらい、方々に散乱した破片すら余すことなく飲み込み……それらを虚こ空くうの彼方かなたへと消し去っていく。

　そして歪みが消えた後には、波一つない穏おだやかな海が広がっていた。

　それを確認したところで、渚は疲労感のこもった溜ため息いきをつく。

「はぁ……これだけ大きいと、やっぱり疲れるわね」

　肩を軽く叩たたきながら、渚は裂け目の中にある機体の処遇を考える。

「ステルス機なんて古臭い物を持ち出してきたってことは金のない非政府組織か、文字通り使い捨てなんでしょうけど……適当に調べ終わったら捨てればいいかしらね」

　そこまで口にしたところで、渚はこくんと首を傾かしげる。

「……戦闘機って、粗大ゴミかしら？」

　保安都市までの道中、暇ひま潰つぶしにそんなことを考えることにした。





●二章　保安都市と楽しい学園







　西東京、及および埼さい玉たま県けん南部に存在する実験都市。

　通称、『保安都市』と呼ばれる区域は周囲に核シェルターと同様の強度を誇ほこる隔かく壁へきを持ち、厳重なセキュリティと防犯警備体制が常時敷かれており、入出時に徹底した身体チェック、複数の身分証明書の提示が必要となる特別高等区域と定められている。

　その理由は住民の大半が高額所得者といった、富裕層であることが大きい。

　五年前の『終しゆう末まつ災さい』によって先進八カ国が多大な被害を受けて以来、富裕層にあたる人々は「安全である」ことを重視する傾向にあった。

　そんな情勢を鑑かんがみて、奏かな海みグループは新技術の開発、試験運用や実験のために開発していた都市計画を修正し、「覇は具ぐに対する絶対の安全」を謳うたった居住区画を設けた。

　覇具の脅きよう威いに晒さらされようとも、決して揺らぐことのない都市。

　元々、技術開発の記録や機密、試験場や実験場であることを考こう慮りよしてセキュリティレベルは従来と比べて遥はるかに高く想定していたこと、そして都市開発の主導が世に名高い奏海グループでもあったことから、居住区画への移住を希望する者が殺到した。

　居住者の増加に伴い、新たに準富裕層向けのショッピングモールや娯楽施設の増設、そして富裕層に対しては高級店や専門店などの出店を決定。

　住基カードにクレジット機能を加えて完全なキャッシュレスを実現し、施設内のほぼ全すべてを自動化することで人件費を大幅に削減した。

　そして他の資産家が出資している新技術に対し、情報開示と審査を条件に試験場として使用できる許可証を発行することで、奏海グループは莫ばく大だいな利益、多種多様の新技術を取り入れ、それらで得た利益を都市運営に回すことで運用費すらも大幅に削減した。

　その近未来的な都市風景は一般市民の関心が高く、上空からその景観を映そうとマスコミ各所から許可申請が頻ひん繁ぱんに届けられている。

　つまり『上空から眺ながめる保安都市は趣おもむき深ぶかくて壮観』というのが大多数の認識である。

「──ここがお前の憧あこがれていた保安都市だ、魔法少女」

　パラシュートを切り離し、咲さく弥やは近未来風の都市を披露するように手を広げる。

　しかし、憧れを抱いていた当人はぺたんと座り込んでぷるぷる震えていた。

「地面……ッ！　地に足がついている、素す晴ばらしいです……っ！」

「今のお前は地面に座り込んでいるが」

「そりゃ腰も抜けますよ！　あと、パラシュートに絡まって死に掛けましたっ!!」

　紐ひもが絡まり、ぐるぐる巻きになっている茉まつ莉りがじたばたと暴れている。

「偽装用パラシュートを展開するから暴れるなと忠告しただろう」

「いきなり紐ひも無しバンジーされたら怖くて暴れるに決まってるでしょうっ！」

「俺は紐に絡まった魔法少女の四し肢しが千切れ飛ぶのではないかと胆きもを冷やしていた」

「それを聞いて五体満足無事でよかったなぁって思いましたッ!!」

「生への喜びを実感できたようで何よりだ」

　茉まつ莉りの抗議に対して、咲さく弥やは素知らぬ顔で答える。

「次からは護衛である俺の忠告に耳を傾けることだな」

「……わたし、護衛して欲しいなんて言ってないですもん」

「つまり俺をマスコットとして認めるということか……!?」

「そろそろ会話のキャッチボールをしませんか!?」

「俺は常に全力投球する性分でな」

「だったらいいですもん。しばらく咲弥さんとは口利ききませんっ」

　咲弥の言い方が気に障ったのか、茉莉がぷくりと頬ほおを膨ふくらませる。

「ともかく機嫌を直せ。ここはお前が来たがっていた保安都市であり──そして、お前の期待を裏切らない場所だろう」

　ふてくされている茉莉が顔を上げると──

　そこには、透明感に溢あふれた硝子ガラス細工の城があった。

　歴史的な重厚さを排除した最新鋭の建築技術、その粋すいを集めたような景観。

　校舎の外壁にガラスを多く使用することで、採光だけでなく建物内の生徒たちに開放感を与え、堅苦しいイメージを払ふつ拭しよくしている。

　周囲に点在している管理用の機械は人工自然によって覆おおい隠かくされ、人工物特有の圧迫感を解消していることもあり、人工物の多い保安都市の中では逆に異色を放っている。

「ここが保安都市唯一の教育機関……碧へき玲れい学園だ」

「わぁ……っ！　こんな綺き麗れいな学園なんて、他に見た事な──」

　思わず校舎の外観に見み惚とれていると、屋上に人影が見えて言葉を止める。

　屋上からこちらに向かって手を振る白衣の男。

　それを眺めながら、茉莉がこくりと首を傾かしげた瞬間──

　手を振りながら、男が屋上から飛び降りた。

「うああああああああああああっっ!?」

「魔法少女、早朝に叫さけぶのは近所迷惑だろう」

「だ、だだだだって！　ひ、人が、人が落ちて……ッ!?」

「俺たちも今しがた落ちてきた人間だが？」

「そうじゃないですっ！　さっき屋上にいた人が飛び降りて──」

　ビシッと先ほど男が落ちた方向を指さす。

　そこには──先ほど飛び降りた大男が、憤ふん怒どの形相で全力疾走する姿があった。

「待て、なぜ逃げようとする魔法少女」

「飛び降り自殺した人間が全力でこっちに向かって来ているからですよッ!?」

「あれは……鹿か島しま教授じゃないか。俺たちの協力者なので安心しろ」

「安心できる要素がどこにありましたか!?」

「なに、大おお柄がらで威圧感はあるが危険な人間ではな──」

　そう口にした直後、咲さく弥やの顔面に大男の拳こぶしが突き刺さった。

　くるくると綺き麗れいに回転してから、咲弥の身体からだがべしゃりと地面に落ちる。

「──おい咲弥ァッ！　てめぇ何度言ったらわかるッ!?」

　額に青筋を浮かべながら大男は声を荒あらげる。

「パラシュートは後始末が大変だからやめろって言ってんだろうがッ!!」

「問題はそこなのか、鹿島教授」

　むくりと起き上がってから、咲弥は大男……鹿島に向かって言葉を掛ける。

「まったく毎度毎度、妙な方法で学園に入ってきやがって……お前のせいで、生徒に随ずい伴はんしている護衛やＳＰが襲撃と勘違いして武装し始めるんだよ!!」

「ほう。ならばこちらも護衛として反撃に出るまでだ」

「てめぇはどこまで迷惑な存在なんだ!?」

「そこについては別途話し合いの機会を設けるとしよう。ところで鹿島教授」

「……あァ？　なんだよ？」

「そろそろ怒気を収めないと、魔法少女が失禁するかもしれん」

　そう言われて鹿島が視線を下げると……地面にぺたんと尻しりもちをつき、涙目でぷるぷると震えている茉まつ莉りの姿あった。

「……なんでこの嬢じようちゃんは地面に座り込んでるんだ？」

「ゴリラが人を殴なぐり倒す瞬しゆん間かんを見たら腰も抜かすだろう」

「誰だれがゴリラだてめぇ。つーか、鍛きたえ方が足りないんじゃねぇのか」

「魔法少女は繊せん細さいなんだ。脳筋ゴリラの鹿島教授と違ってな」

「うるせぇ。学者のフィールドワークは体力と筋力が必要なんだよ」

　苛いら立だちを紛まぎらわすように、鹿島は懐ふところから取り出した錠じよう剤ざいをガリガリと噛かみ砕くだく。

「ほれ、嬢ちゃんもずっと座ってたら話ができねぇだろ」

「は、はい……す、すみませ──ひあっ!?」

　ひょいと襟えり首くびを掴つかまれ、そのまま地面に立たされる。

　そして男は茉莉に視線を合わせるように背を丸め、人ひと懐なつこい笑えみを作った。

「俺は鹿島征せい二じ、碧へき玲れい学園で教きよう鞭べんを執ってる人間だ。嬢ちゃんが例の守護者ユーステイカか？」

「も、桃もも瀬せ茉莉です、よろしくお願いします」

「……えらくマトモな挨あい拶さつをする守護者だな？」

「すみません。咲さく弥やさんと比べられるのはさすがに心外です」

「そいつはすまねぇな。そこのバカは出会い頭に『くたばれゴリラ』とか言いながら襲おそい掛かかってきたから、守護者ってのはそんなもんかと思ってよ」

　友好的な笑みを浮かべながら鹿か島しまはぽんぽんと茉まつ莉りの頭を叩たたく。

　いきなり咲弥を殴なぐり飛ばしたので過激な人間かと思ったが、人ひと懐なつこい笑みや緩かん慢まんな所作はなかなか愛あい嬌きようがある。ゴリラというより温厚なクマのような印象だ。

「ま、立ち話もなんだ、とりあえず俺の研究室に行くか」

「……研究室？　ここって学校じゃないんですか？」

　二つの単語が結びつかなかったのか、茉莉がきょとんと首を傾かしげる。

「碧へき玲れい学園ってのは富裕層の子息に向けられた学園でな。充実した最高の教育環境を整えるためってんで、各分野の著名な教授陣を招致しているんだ。んで、その教授陣に与えられる研究棟ってのが学園にあるわけだ」

「そういえば……さっき咲弥さんは鹿島教授って呼んでましたよね？」

「おうよ。こう見えても俺は歴史学の教授様ってやつだ」

　自慢げに自身を指さしてから、鹿島はガラス校舎の隣……白塗りの建物を指で示す。その言葉から察するに、白塗りの校舎が教授陣に充てられた研究棟なのだろう。

　しかし教授という立場にありながら、鹿島の見た目や顔立ちは若々しい。ボサついた髪かみや無ぶ精しよう髭ひげを整えれば、大学生と言われても頷うなずけるほどだ。

「でも……なんで歴史学の教授さんが渚なぎささんに協力してるんですか？」

「なんでって……おい咲弥、お前この嬢じようちゃんに何も説明してねぇのか？」

「何も説明していないが？」

「てめぇ俺に説明を丸投げする気満々だったな……ッ!?」

「説明は俺より鹿島教授が適任だと判断した。五年前まで妄もう想そうや陰いん謀ぼう論扱いをされていたインチキ教授が、世界的権威となった経緯を居い丈たけ高だかに語るといい」

「インチキ言うんじゃねーよ。まぁ……今ので桃もも瀬せも気づいたみてぇだがな？」

　五年前という言葉に反応した茉莉を見て、鹿島はニカリと歯を見せて笑う。

『終しゆう末まつ災さい』という世界の趨すう勢せいが大きく変わった転てん換かん期き。




「俺の研究テーマは──『征覇者レガント』と覇は具ぐだ」





　　　◇






　碧玲学園は高等教育機関として登録されているが、その実態は大学に近い。

　午前中に高等部教育を行い、午後には生徒たちが各おの々おの選択した講義を受講する。

　それら選択授業は特別棟である研究棟で行われる。

　しかし午前中ということもあって、棟内に生徒たちの姿は見られない。

　人気のない校舎の中を鹿か島しまに先導され、咲さく弥やたちは研究室を訪れていた。

　綺き麗れいに整せい頓とんされた一室で、咲弥たちはソファに腰掛けて向き合う。

「さてと、とりあえず桃もも瀬せは覇は具ぐやその背景についてどれくらい知ってるんだ？」

「正直に言うと……あんまり知らないんです。神さまには守護者になれって言われただけで、『征覇者レガント』が覇具を作って、覇具のせいで『終しゆう末まつ災さい』が起こったとしか……」

「ま、それくらいしか公おおやけになってねぇしな。そんじゃ先に俺の立場を説明しておこう」

　説明する順序を頭で整理しながら、鹿島は改めて向き直る。

「俺は覇具を専門とする歴史学の教授、そして『再生の樹レプロダクト』で覇具の研究を行っている」

「『再生の樹』……ですか？」

「『終末災』で被災した先進八カ国によって設立された国際機関だ。各国による覇具の共同研究、及び対策考案をする組織ってやつさ」

『終末災』以後、覇具という脅威から身を守るために八カ国が結成した組織。

　覇具に関する研究だけでなく、覇具が関与していると思おぼしき事件の情報収集、解析などを行い、対策立案などを主とする機関と公には発表されている。

「実情は他国の覇具所有を牽けん制せい、互いの動向を監視する組織ってやつだけどな。なにせ覇具は核兵器すらオモチャ扱いできる代物だからよ」

「それは……はい。わたしも覇具の力は見てきましたから」

『終末災』の最中、茉まつ莉りは守護者として覇具の回収に向かっている。

　その後もずっと覇具を追ってその力を目の当たりにしてきた。

　強こわ張ばった表情から何かを察したのか、鹿島は面倒そうに息を吐はく。

「俺たち研究者としては、国同士で睨にらみ合うのは後にして欲しいもんだがな。覇具を手に入れてから五年経たつってのに、いまだに管理でモメてるから研究も進まねぇしよ」

「え……は、覇具を回収できたんですか!?」

「おう、『再生の樹』は一つだけ回収してるぜ。他にも……当時暴走を引き起こした覇具については調べがついている」

　言いながら、鹿島は指を四本立てる。

「カナダの雪を全すべて溶かして国土全体を水没させた【簒奪の[image: ]火マステイガル】、日本と中国で津波と地震を引き起こした【偉大なる銀鎖メギスミラード】、ロシアを死の街に変えた【灰燼の塩壷パルトセルン】、そして西欧諸国の首都を破壊し尽くした【不[image: ]天輪メテルクロード】……そいつらが世界をぶっ壊しやがった」

　眉み間けんにシワを寄せてから、鹿島は小こ瓶びんから錠じよう剤ざいを取り出してガリガリ噛かみ砕くだく。

「ところで桃瀬、お前の方は覇具を回収してるのか？」

「いえ……その、まだ一つも回収してない、です」

　少しだけ茉まつ莉りの表情に陰かげが生まれる。

　五年間、覇は具ぐを追い続けても一つとして回収できていない。

　その事実が重く圧おし掛かってくる。

「鹿か島しま先生……『再生の樹レプロダクト』は、どうやって覇具を回収したんですか？」

「おいおい、そんなもん決まってるじゃねぇか」

　そう、ケラケラと笑いながら──




「──所有者をブッ殺したに決まってんだろ？」




　猛もう獣じゆうのように、犬歯を剥むきながら告げた。

　その様子に、思わず茉莉は息を呑のんで尋ねる。

「こ、殺したって……」

「一年前に覇具を使おうとしたバカをブッ殺して、そいつから覇具を奪ったって意味だ」

「そんな……ッ！　なにも殺す必要なんてないでしょう!?　キチンと話し合えば、もしかしたら覇具を渡してくれたかもしれないのに──」

「なにを寝ぼけてやがる。話し合いの余地なんてものは最初からねぇんだよ」

　そこで初めて、鹿島は低く鋭い声を放つ。

　殺意と狂気に満ちた瞳ひとみ。

「覇具ってのはこの世に存在する悪だ。覇具も、覇具を使おうなんて考える奴も悪だ」

　覇具に対して込められた、ドス黒く激しい憎悪。

「そんな奴らをブッ殺すことが正義……そうだろう、守護者さんよ？」

　鋭く射抜くような視線を向けられ、茉莉は本能的に身体からだを震わせる。

　その様子を見て、鹿島はつまらなそうに鼻を鳴らした。

「俺はそういった方針で覇具を追い、奏かな海みたちに協力してるってわけだ。覇具の所有者を一人ずつ殺していって……俺の恩師を殺し、俺の右腕を奪った奴に辿たどり着くまでな」

　そう語ってから、鹿島は右手の手袋を取り払う。

　金属の光沢と人工物特有の硬質感。

　煌こう黒こくとした不可思議な色合いをした機械仕掛けの右腕。

「要は復ふく讐しゆうだ。わかりやすい動機だろ？」

　先ほどまで人ひと懐なつこいと思えた笑みが、どこか恐ろしいものに見える。

「咲さく弥やさんも……人を殺すことに賛成しているんですか？」

　縋すがるように咲弥を見つめ、茉莉は不安そうに翠みどりの瞳を揺らす。

　その様子を見て、咲弥は軽く頭を振ふった。

「……鹿島教授、俺から一つ言わせてもらって構わないか」

「おいおい。『再生の樹レプロダクト』の情報を流すのと引き換えに、仇かたき討うちの手助けをしてもらうって約束のはずだ。それを反ほ故ごにするとは言わねぇよな？」

「それについては構わない。だが、魔法少女は一切関与させない」

「……へえ？　相応の理由があるってのか？」

　睨にらむ鹿か島しまと対たい峙じしながら、咲さく弥やは断固たる決意と共に言い放つ。




「魔法少女に過度なシリアス展開はＮＧだッ！」




　あり得ないと言わんばかりに、咲弥はふんぞり返る。

　しばらくしてから、鹿島は深々と大きな溜ため息いきを洩もらした。

「…………なぁ、俺は真面目まじめな話をしてんだぞ？」

「ならば俺はクソ真面目に先の発言をしたと言っておこう」

「真面目な会話に魔法少女なんて単語は出ねぇだろうがッ!!」

「まぁ待て、まずは俺の論を聞いてからだ」

　額に青筋を浮かべる鹿島を手で制してから、咲弥は淡たん々たんと持論を語る。

「魔法少女は夢と希望を与える存在だ。殺すなど、殺さつ伐ばつとしたものは言語道断だろう」

「一昔前には魔法少女同士で殺し合ったり虐ぎやく殺さつしたりしてんだろうがッ！」

「それは一部のダーク系魔法少女で未み曾ぞ有うの大ヒットが出た影えい響きようだ。本来の魔法少女像とは明るくファンシー、ポップでかわいい、そして変身シーンには──」

「ああもうわかったッ!!　頭がおかしくなるからそれ以上語るんじゃねぇッ!!」

　面倒そうに頭をかいてから、鹿島は苛いら立だたしそうに錠じよう剤ざいをかじり出す。

「そもそも鹿島教授が悪いだろう。魔法少女の覚悟を知るためとはいえ、わざわざ脅すような言い方をする必要はなかったはずだ」

「へぇへぇ悪かったよ。ったく……この魔法少女フリークが」

「……へ？　つ、つまりどういうことなんですか？」

　事態が飲み込めていないのか、茉まつ莉りが目をパチクリさせる。

「要は魔法少女の人柄を見ようとしていたということだ。たとえ相手がどのような存在であり、いかなる事情があろうとも……覇は具ぐを回収する覚悟があるかどうか、とな」

　その言葉を聞いて、茉莉はしゅんとした表情と共に俯うつむく。

「その、わたしは……他の人を殺してまで覇具は奪えないです」

　叱しかられる前の子供のように身を縮ませる。

　鹿島が言っていたように、悪用される前に殺してでも奪うという考えは理解できる。

「ちゃんと話し合って、渡してくれないなら戦います。だけど……誰だれかを殺したり、犠ぎ牲せいにしたりするのが正義だなんて、わたしは思いたくないです」

　自分がどれほど甘いことを言っているのかも理解している。

　そんな甘い考えだから、一つも覇は具ぐを回収できなかったと理解している。

　それでも目的のために、誰だれかが犠ぎ牲せいになるのは嫌だった。

「だから……その、ごめんなさいっ!!」

「ああ？　まぁそれでいいんじゃねぇか？」

　特に気にした様子もなく、鹿か島しまはけろりと答える。

「そもそも俺は奏かな海みの計画に賛同してるんだ。覇具の管理を任せる奴やつが『目的のために殺しても構わない』とか言いやがったら、俺の右腕で文字通り鉄てつ拳けん制裁だったぜ？」

　自身の右腕を見せながら、冗談めかした様子で笑ってみせる。

「ま、俺にビビってるんじゃ今後が心配だけどな。ちゃんと身体からだと精神を鍛きたえておけ」

「身体はともかく精神を鍛えるってよくわかんないんですけど……」

「気合とか気き概がいみてぇなもんだ。気持ちで負ける奴は何やってもダメだぜ？」

　カラカラと笑いながら、鹿島は小こ瓶びんの錠じよう剤ざいをガリガリと噛かみ始める。

「どうだ、お前も景気づけに食っておくか」

「いやお薬を食べるのはちょっと……」

「こいつは薬じゃなくてラムネだぞ」

「なんて紛まぎらわしいものを食べてるんですかっ！」

「糖分は脳と筋肉の栄養、それにストレスも緩かん和わする。心身共に鍛えるには持ってこいだ」

　ザラザラと錠剤風のラムネを流し込み、全すべて噛み砕くだいてから一息つく。

「ともかく復ふく讐しゆうは俺個人で勝手にやる。安心して魔法少女なり何なりやってくれ」

「その通りだ。お前はプリティーでラブリーな魔法少女になることだけ考えればいい」

「なんでわたしが魔法少女になる前提で話が進んでるんですか!?」

「いいじゃねぇか。魔法少女とか意味不明で面白いと思うぜ？」

　豪ごう快かいに笑いながら、鹿島は不ふ貞て腐くされる茉まつ莉りの頭をぽんぽんと叩たたく。

　重苦しかった研究室の空気が和なごんだところで、咲さく弥やが何か思い出したように顔を上げる。

「そういえば鹿島教授、リネア助手の姿が見えないようだが？」

「あいつは助手の前に学生だからな。だけど……確かに遅おせぇな？　あいつに色々と頼み事してたから、早めに来いって伝えたはずなんだけどよ」

　頭を掻かきながら、鹿島が怪け訝げんな表情を作った直後──




「────とーぅッ!!」




　間抜けな掛け声と共に、金髪の少女が窓ガラスを蹴け破やぶって飛び込んできた。

　ふわふわとした金髪を揺らし、そのまま少女はしゅたっと綺き麗れいに着地する。

「ごっめーん、セージくんっ！　ちょっと寝坊しちゃっ──」

「まずドアから入ってこいやああああああッッ!!」

　そして、怒いかり狂くるった鹿か島しまの手によって窓の外に放ほうり捨てられた。

　しかしすぐさま割れた窓からひょこりと姿を現す。

「え、もしかしてアウトだった？　遅刻は絶対許さないみたいな？」

「窓から入ることが人として許されねぇよッ!!」

「むしろ寝坊するのを見越して、昨日の内にうちで開発した破片が丸くなる安全ガラス、『十代ガラスハートくん』に替えておいたんだっ！　偉いでしょ褒めて褒めてっ！」

「繊せん細さいな十代の心を容よう赦しやなく割るんじゃねぇッ！　ああクソ、ストレスが溜たまるッ!!」

　苛いら立だちと共にラムネを噛かみ砕くだく鹿島を他よ所そに、金髪少女はのそのそと室内に入り込む。

「あれ？　咲さく弥やくん、もう来てたんだ？」

「先ほど到とう着ちやくしたところだ。しかしリネア助手、窓からの侵入はいただけない」

「えぇー……だけど、窓から飛び込むのってカッコよくない？」

「しかしガラスの弾だん力りよくで足を痛める可能性がある」

「だいじょーぶ！　セージくんの助手としてバッチリ鍛きたえてるからねっ！」

「ならば問題ない。飛び込みは実に見事だったぞ」

「うぇーい、ありがとーっ！」

　二人で楽しげにハイタッチを交わしてから、リネアはくるりと茉まつ莉りに向き直る。

「お？　もしかして……その子が話に聞いてた守護者ユーステイカの子？」

「は、はい。桃もも瀬せ茉莉で──」

「わぁっ……あたしはリネア・エッジワース！　今後ともよろしくねーっ！」

「わぷっ!?　よ、よろしくお願いします……？」

　突然抱だきつかれ、リネアにもふもふと頬ほおずりをされながら言葉を返す。

「んんーっ！　こんなかわいい子と一緒に学園生活できるとか最高だぁ」

「…………がくえんせーかつ？」

「え？　だってセージくんから女子用の制服とか、他に必要な物を揃そろえておけーって言われたから、昨日のうちに色々と用意したんだけど」

　リネアは背負っていたリュックを漁あさり、ビニールに包まれた衣服を取り出す。色合いからして、リネアが着ている制服と同じものだろう。

「というわけで魔法少女。お前には碧へき玲れい学園に通ってもらう」

「どういうわけか説明くらいはして欲しいんですけど!?」

「浴室で渚なぎさと会話していた時、学園に通うと言ったではないか」

「あれは……ちょっと話しただけで、通うなんて一言も言ってないです!!」

　ぶんぶんと首を振って否定すると、リネアが制服を持ったまましゅんとする。

「えぇー……茉まつ莉りちゃんと一緒に学園生活、楽しみだったのになぁ……」

「そ、それは……でも、わたしは学園に通う気がなくて」

「茉莉ちゃんの制服姿、かわいいと思ったんだけどなぁ……」

「…………ええと、なんといいますか」

「かわいい女の子の制服姿を見てハァハァしたかったんだけどなぁ……」

「なんか徐じよ々じよに本音が漏もれてませんかっ!?」

　制服を手にしたまま、リネアが目を光らせながらじりじりと詰め寄ってくる。

「ともかく、まずは学園見学でいいだろう。ということでリネア助手」

「あいあーい。そんじゃ茉莉ちゃん御お着き替がえしよっかー！」

「いや、見学なら着替えなくてもいい──」

「うぇーい！　そんじゃ最初はスカートからだーっ！」

「わたしの話を聞いていただけませんかッ!?」

「おーっ！　すごい髪かみツヤツヤ！　あ、それとなんかイイ匂においする……っ！」

「ひあぁっ!?　に、匂いとか嗅かいじゃダメですってばぁっ!!」

　リネアにがばりと抱だきつかれ、茉莉は逃にげ惑まどいながらパタパタと暴れる。

　そんな二人の様子を眺ながめながら……咲さく弥やは感かん慨がい深ぶかそうに頷うなずく。

「うむ……やはり魔法少女と他の女子によるスキンシップは最高だな」












「バカ言ってねぇで外に出ろやオラ」

「俺はマスコットとして着替えを見届ける予定なんだが？」

「それじゃ俺は変質者をガードマンに突き出さねぇとな」

　鹿か島しまは咲さく弥やの首根を掴つかみ、ずるずると引きずりながら研究室の外へと出る。

　中から茉まつ莉りたちのワイワイ騒さわぐ声が聞こえ始めたところで、深い溜ため息いきをついた。

「それで咲弥……なんで桃もも瀬せに何も話してねぇんだ？」

「マスコットは多くを語れないものでな」

「だったら護衛として語れ。てめぇがバカやりながら誤ご魔ま化かすのは勝手だが……巻き込む以上、しっかり説明するのが筋ってもんじゃねぇのか」

　咲弥の態度と行動を咎とがめるように、鹿島は鋭く睨にらみつける。

　それに対して……咲弥は目を伏ふせてから語った。

「魔法少女は……桃瀬茉莉は、今まで一人で頑がん張ばってきた少女だ」

　茉莉が守護者であると特定してから、咲弥は遠くから様子を眺ながめていた。

　守護者として相応ふさわしい人間か、自分が求める人間であるか。

　それらを見定め、そして茉莉という少女を護衛すると決めた。

「俺はそんな一人で頑張っている人間を助け、支え、挫くじけないように傍かたわらにいる人間でありたいと願い、護衛という役目を選んだ」

　守護者ユーステイカとして不適格だったからこそ、咲弥は護衛という役目を望んだ。

　思い返した過去から戻るように、咲弥はゆっくりと目を開く。

「今回の件については、下手に説明すれば魔法少女の状態が悪化する可能性があると判断したからだ。今は魔法少女の安定を優先すべきであり、学園編入もその一環だ」

「……そーかい。それなら俺は何も言わねぇよ」

「ふむ。意外とあっさり引き下がったものだ」

「理由があって黙だまってるなら何も言わねぇよ。それくらいにはお前たちを信用している」

　つまらなそうに鼻を鳴らし、ガリガリとラムネを咀そ嚼しやくし始める。

「ともかく、いつか桃瀬にも話してやれよ」

「承知している。しかし見た目と口調のわりに、鹿島教授は人情に篤あついな」

「見た目と口調は関係ねぇだろ。それに俺はこれでもガキに物事を教えてる立場だしな」

　苦笑と共に肩かたを竦すくめてから、鹿島は次の話題に移る。

「そういや覇は具ぐの輸送があったんだろ。詳細はどうなってんだ」

「事前に調べ終えている。だからこそ俺たちは魔法少女の確保を優先した」

　そして、咲弥は覇具を所有している人物の名を告げる。

「覇具の保有者は鷹たか峰みね修しゆう一いち……旧鷹峰財閥、現鷹峰グループの御おん曹ぞう司しだ」

「……鷹峰グループ？　どっかで聞いたことのある名前だな」

「財閥解体後、多角経営企業に転身して名を馳はせていた企業グループだ。しかし現在では奏かな海みグループにほぼ全すべてのシェアを奪われ、過去の栄光は見る影もない」

「なるほどねぇ……それで覇は具ぐとは、ずいぶん安直なこった」

　心底つまらなそうに鹿か島しまは表情を歪ゆがめる。

　覇具は所持しているだけで大きな意味を持つ。

　個人や組織だけでなく、先進八カ国にすら切れる交渉カード。

　だが、同時に覇具の所有は多大なリスクを負うことになる。

「どうやら、かなり強引な手段で奪取を行ったようだ。元所有者の家族を誘ゆう拐かいして脅きよう迫はくした後、人質と元所有者を口封じのために殺害している」

「……ケッ、つまらねぇ上に絵に描いたような下げ衆すかよ」

「まったくだ。その他では事前に様々な物資を仕入れており……その中には動物や人間といった生物も含まれている。覇具の能力研究として生体実験を行うつもりなんだろう」

　だが、と咲さく弥やは眉まゆをひそめながら不可解な点について語る。

「なぜか、奴やつは覇具を一つに絞って探していた」

「ああ？　覇具の種類や形状を把は握あくしてたってことか？」

「そうだ。鷹たか峰みねはある時を境に、指輪の形状を指定して探し回っていた」

　存在こそ公おおやけになっているが、覇具の情報は少ない。

　僅わずかに残された情報ですら覇具の真に迫るものはなく、判明しているのは覇具の個数、そして過去に『征覇者レガント』が残した覇具の逸いつ話わしかない。

　だというのに、鷹峰は覇具の詳細を知り得ている。

「鹿島教授は『指輪』の覇具に心当たりがあるはずだ」

「ああ……その覇具については、よぉーく知ってるぜ？」

　犬歯を剥むき、鹿島は獣けもののように獰どう猛もうな笑みを作る。

　そして、機械仕掛けの五指をギシリと軋きしませる。

「【不[image: ]天輪メテルクロード】──先生と俺の右腕を奪った覇具だ」

　怒りと恐怖に身体からだを震ふるわせ、仇きゆう敵てきの姿を思い返す。

「サンジェルマンの野や郎ろうが……その先にいるってわけだな？」

　全てを奪った仇敵の名を、明確な殺意と共に口にする。

　その様子を眺ながめてから、咲弥は無言のまま頷うなずいた。

「そういうことだ。対策は別途考える必要はあるがな」

「そんなもんブン殴なぐればいいだけじゃねぇか」

「教授とは思えないほど脳筋な発言だな」

「覇具相手に細けぇこと考えても仕方ねぇだろ。昔以上に鍛たん錬れんは積んでるし、今はコイツもあることだ。次会ったとしても負ける気はしねぇぜ？」

　べしべしと右みぎ腕うでを叩たたきながら鹿か島しまは豪ごう快かいな笑えみを作る。

「まぁいいだろう。シリアスＮＧの件もあるので好きにするといい」

「お前の妙みようなこだわりに付き合ってやるんだ。それくらい当然ってもんだろ」

　そんな取り留めのない会話をしていた時……ガチャリとドアが開いた。

　ツヤツヤとした表情と共に、リネアがぱぁぁと満面の笑みを作っている。

「いやぁ……茉まつ莉りちゃん、バッチリ堪たん能のうしたった！」

「リネア助手、着替え中の詳細は別途まとめてくれ」

「がってん！　肌触りから色々な感触までお任せあれっ！」

「クソッ、バカ二人が揃そろった途端に俺のストレスゲージが……ッ！」

「ところで、魔法少女の着替えについてはどうなった？」

　そう尋ねた直後、ドアから茉莉がひょこんと頭を覗のぞかせる。

　ピンクを基調としたブレザーに、葡ぶ萄どう色いろのスカート。

「ええと……制服って初めてなので、ちょっと落ち着かないですね」

　はにかみながら、茉莉はスカートの裾をちょんちょんと引っ張る。

　それを見た瞬間──咲さく弥やの目がカッと見開かれた。

「やればできるじゃないか、魔法少女」

「…………咲弥さん？」

「やればできるじゃないか魔法少女ッ!!」

「なんで今日一番の盛り上がりを見せてるんですか!?」

「着慣れない服に恥じらうだけでなく、スカートの裾をさりげなくつまんだ少女らしい動作を交えたのは芸術点が高いッ!!　魔法少女ポイント十点ッッ!!」

「なんですかそれ!?　集めたらお皿でももらえるんですか!?」

　異様に騒がれて恥ずかしくなったのか、茉莉がぺしぺしと咲弥の胴を叩く。

「リネア助手！　学園を練り歩いて魔法少女日常モードのお披ひ露ろ目めだ!!」

「いいねーっ！　あたしも学園案内付き合うよーっ！」

「い、いいですからっ！　そんなに引っ張らないでくださいよぉぉぉぉ……っ！」

　咲弥とリネアに両手を掴つかまれ、茉莉がずるずると引っ張られていく。

「ったく、落ち着きがねぇ上に騒がしい奴やつらだな」

　その場に一人取り残され、鹿島は頭をかきながら研究室へと戻る。

　そして……ガラスまみれの研究室を見て、がくりと膝ひざを折った。
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　リネアに先導され、透明感に溢あふれる本校舎を進んでいく。

　廊ろう下かには生徒たちの姿は少ない。

　しかしその途中、咲さく弥やが思い出したように尋ねる。

「ところでリネア助手。制服と一緒にＳＩＦシフを受け取っていないか？」

「うあーっ！　ごめん、そういえば茉まつ莉りちゃんの着替えに夢中で忘れてた！」

「…………シフ？」

「これこれ。保安都市の中ではこれが必須なんだよー」

　言いながら、リネアは自身の左手を掲げる。

　曇りや瑕か疵しが一切ない白銀の腕輪。

「正式名称はー……えーと、なんだっけ？」

「Synthesis Intelligent Function device……通称ＳＩＦだ。保安都市の住民に渡される腕輪型総合端たん末まつ機であり、様々な機能が備わっている」

　言葉を継ぐように、咲弥がＳＩＦについての補足を加える。

「保安都市で身分証明として使われるだけでなく、都市内の施設全すべてに対応している専用のクレジット機能を有する。その他ではホロディスプレイの展開、従来の携帯端末やＰＣのように通話やメールを行える。基本的な機能はそのあたりだろう」

「──ってことらしいよ！」

「すごい機械ってことですねっ！」

「お前たちは自分が使うものをちゃんと理解すべきだ」

「ちゃんと理解して使う人なんて少ないもーん。はい、これがＳＩＦだよー」

　懐からＳＩＦを取り出し、茉莉の手の平にぽとんと落とす。

　しげしげと興味深そうに眺めてから、茉莉はＳＩＦを左手に嵌はめた。

「…………付けましたっ！」

「使ってみるという考えはないのか」

「いや、高そうだし、壊して弁べん償しようってなったら困るので……」

「触らなければ使えないだろう。それにＳＩＦは信頼と実績ある奏かな海みグループ開発チームが作成したものだ。そう簡単に壊れるものではない」

　咲弥は自身のＳＩＦに触れ、薄青色のホロディスプレイを投射して手早く操作していく。

　そしてコツンと茉莉のＳＩＦと接触させると、同様に画面が展開された。

「基本設定は同期させておいた。あとは──どうした？」

「わぁ……っ！　画面がビューンって出てなんか未来っぽいですっ！」

　目をキラキラと輝かせながら、茉莉が間の抜けた感想を口にする。

「そのビューンと出た画面にピッピと触れろ。それでグッとやったら終わりだ」

「んー、んぅー……はいっ！　できましたっ！」

「なんで茉莉ちゃん今の超絶アバウトな説明で理解できるの……？」

「さっき咲さく弥やさんの動きを見てたので、なんとなくわかりましたっ！」

「ほう、これは意外な才能だな。動作を見て覚えたり、直感で物事を理解することに長たけているようだが……まるで、成長期の子供のようだな」

「……それって褒めてます？　それとも子供だってバカにしてます？」

　茉まつ莉りが不満そうに口を尖とがらせていた時、視界の先に教室のプレートが見えてくる。

「んっとー、Ｄクラスがあたしたちの教室だね。そんじゃ入っちゃおっか」

「え？　い、今って授業中じゃないんですか？」

「そだよ？　だけど碧へき玲れい学園は基礎教科も自由出席、科目ごとに専用の教室があるから、クラス教室は待機所とか休憩所みたいなものなんだー」

　そう言って、リネアは教室にためらいなく入っていく。

　教室の中には結構な生徒たちがおり、各おの々おのグループを作って談笑していたり、席に着いて忙せわしなくホロキーボードを叩たたく生徒が見える。

　その中で……一際目立つ少女がいた。

　漆うるしのような艶つややかな黒くろ髪かみを持つ少女。

　制服こそ碧玲学園指定のものだが、その佇たたずまいやページをめくる所作の一つが優雅で、少女の周りだけが古めかしい時代めいた空間のように映る。

　そんな和風少女に向かって、リネアはてってと歩いて近づいていく。

「やっふー！　千ち紗さちゃん、ただい──ばハぁっ!?」

　そして、近づいた瞬間にパァンと頭をしばかれていた。

「リネアさんー。いきなり大声を出されると驚おどろくじゃないですかー」

「ぉぉぅ……いきなり頭をしばかれたリネアちゃんも驚いておりますが……？」

「平時はともかく、読書中は静かにしていただきたいのでー」

　ぽんぽんと読んでいた本を叩きながら、千紗と呼ばれた少女はリネアを見下ろす。

「それでー、リネアさんは鹿か島しま先生のお手伝いに行かれたのではー？」

「そうそうっ！　それでかわいい女の子を連れてきたっ！」

「文脈は繋つなげましょうねー。ところで、そちらのお二人はどちらさまでー？」

　ゆったりと間延びした口調と共に、千紗が小さく首を傾かしげる。

「天あま音ね咲弥だ。奏かな海みグループの依い頼らいでこちらの桃もも瀬せ茉莉を護衛している」

「ご、護衛されている桃瀬茉莉ですっ！」

「まあー、渚なぎささんにはいつもお世話になってますー」

　リネアの時と違い、にこにこと笑みを湛たたえながら千紗はぺこりと頭を下げる。

「茉莉さんもー、そんなに緊張なさらずとも大丈夫ですよー」

「そ、そう言われても……えと、ここの生徒さんってすごい人たちなんですよね？」

「すごいかどうかはわかりかねますがー。名立たる子息の方々が多いかとー。あちらに見える御み園そのさんは貿易商の御ご息そく女じよー、向こうで会社と連れん絡らくを取り合っている岩いわ垣がきさんは大手車両メーカー、日本支部代表の息子むすこさんですー」

　適当なクラスメイトを指さすと、茉まつ莉りがぽかんと口を開ける。

「はえー……この学校の人って、すごい人たちばかりなんですね」

「富ふ裕ゆう層そうの集まる碧へき玲れい学園では珍しくないことだ。千せん川かわ嬢じようは宮ぐう司じとして国の神事に携わっているし、リネア助手の生家は英国王室から叙じよ勲くんを受けた貴族だ」

「あらー、私の家をご存じとは面おも映はゆいですー」

「あたしなんて貴族（笑）って感じだけどねぇ」

　片や上品に、片や底抜けに明るく笑う姿を見て、茉莉の調子が徐々に下がっていく。

「国の神事に携わる人に、イギリスの貴族……そして渚なぎささんは世界企業のお嬢様……」

「そしてお前は魔法少女……」

「しれっと変なの加えないでください」

　不満そうに咲さく弥やの脇わき腹ばらをべしべしと叩たたく様子に、千ち紗さは淑しとやかに頬ほおへと手を当てる。

「まぁまぁー、お二人はずいぶんと仲がよろしいのですねー」

「あ……すみません。うるさかったですか？」

「いえいえー、私も基本的には賑にぎやかなほうが好きなのでー」

「……うぅん？　そしたらなんであたしは叩かれたの？」

「リネアさんは賑やかではなく、やかましいのでー」

「いつもうるさくしてごめんなさい!!」

「よいのですよー。私の心は大海よりも広いのでー」

　リネアと千紗が他た愛あいないやり取りをして笑い合う。

　その様子を……茉莉は遠い世界の出来事を眺めるように見つめていた。

「そういえば制服姿ということはー、茉莉さんは学園に編入されるのでー？」

「その、わたしは──」

　言葉を詰まらせ、茉莉が何かを口にしようとした時──

「──歓談中に申し訳ありません。少々よろしいですか？」

　不意に男子生徒から声を掛けられ、茉莉がくるりと振り返る。

「わ、わたしですか？」

「はい。先ほどの会話で名前が聞こえたものですから……ああ、申し遅れました。私はレビアス社日本支部代表を務める岩垣の息子、泰やす正まさと申します」

　とても同年代とは思えない口調と所作で、男子生徒が名めい刺しを差し出してくる。

「やっ、あのっ、ええと……っ」

「ちょいちょーい。岩垣くん、あたしより空気読めないとかマズイよー？」

　むっとしながら、茉莉を庇かばうようにリネアが割って入る。

「茉まつ莉りちゃんはそういうの慣れてないから、できれば遠えん慮りよしてくれないかなぁ？」

「僕はただ、クラスメイトとして桃もも瀬せさんに挨あい拶さつしようと思っただけだよ」

　奏かな海みグループの人間と関係を築きたい。

　岩いわ垣がきの言葉と作り笑いの奥から、そんな魂こん胆たんが透けて見える。

　それは他の生徒も同様らしく、機会を窺うかがうようにこちらに視線を向けている。

　好奇とは違う別種の視線を向けられ、茉莉はおろおろと戸惑う。

「学園に通われるなら、今後ともぜひ──」

「──ほう。仲良くしたいと言ったか」

　岩垣が近づいた瞬間、咲さく弥やがガシリとその頭を掴つかみ上げた。

「ひッ!?　い、いきなりなんだ君は!?」

「そちらの少女の護衛だ。それより貴様は魔法少女の友人志望か？」

「ま、魔法少女？　何をわけのわからないことを──いだだだだッ!?」

　無理やり岩垣の顔を振り向かせ、そのまま力を込めてギリギリ締しめ上げる。

「いいか、魔法少女の友人は重要な立ち位置だ。それも貴様は見たところ男子であり、魔法少女において男子は恋れん愛あい対象、戦闘技術指南、情報提供、場合によって敵かたき役やくなど重要な役回りを担うことになる。貴様はそれを理解した上で魔法少女の友人を志望するか？」

　呪じゆ詛そのようにクドクドと魔法少女論を振りかざすと、岩垣が短く悲鳴を上げる。

「どうやら、相応の覚かく悟ご無しに魔法少女の友人に名乗りを上げたようだ。魔法少女の今後の交友関係を踏ふまえ、貴様のような不ふ埒らちな輩やからが寄り付かないように牽けん制せいしておこう」

　そう言って、掴んでいた岩垣を放ほうり捨ててから──

「────全員ッ！　その場から動かず傾注せよッ!!」

　ダァンと火薬の炸さく裂れつ音おんを教室に響ひびかせた。

　突然の銃声に生徒たちが悲鳴を上げ、追従する護衛やＳＰたちが身構える。

　他の護衛たちから向けられる無数の銃口を睥へい睨げいし、咲弥は淡たん々たんと告げる。

「こちらの少女は奏海グループの賓ひん客きやくだ。不埒な考えを抱いて近づいた場合、護衛である俺が容よう赦しやなく対応させてもらう。その点を踏まえた上で会話に参じろ」

　腕を組み、朗々と咲弥は告げる。




「魔法少女の友人キャラは──易やす々やすとなれるものではないと知れッ!!」




　あまりにも意味不明な言動に、教室が一いつ瞬しゆんにして静まり返る。

　その反応を眺めながら咲弥は満足げに頷うなずく。

「これで牽制は十分だろう。気兼ねなく女子トークへと興じてくれ」

　何事もなかったかのように、背後で固まっている三人に言葉を掛ける。

　そんな中、わなわなと震えていた茉まつ莉りが口を開く。

「咲さく弥やさん……今の行動にはどういった理由があるんですか？」

「逆に問おう。お前は利害関係にまみれた友人関係を良しとするか？」

「まぁ、友達ってそういうのじゃないと思いますけど……」

「そうだろう。お前は奏かな海みの賓ひん客きやくという立場だけでなく、生来のお人ひと好よしでもある。そこを不ふ埒らちな輩やからに付け入られて利用されたら、真っ当な学園生活を送ることができない」

「咲弥さんがいたら誰だれだって真っ当な学園生活を送れないでしょうね」

「なぜだ、俺の護衛は完かん璧ぺきだっただろう？　不埒な輩を牽けん制せいして学園生活の場を整えつつ、魔法少女の友人キャラに相応ふさわしい人間を選別するという目的を両立したのだから」

　腕を組み、悪びれた様子もなく自信満々に言う。

　その様子を見て……茉莉の中で何かがプチりと切れた。

「咲弥さん咲弥さん。わたし、魔法少女っぽいことを思いつきました」

「ほう。それは興味が湧わいてくる」

「ですよね？　なので、ちょっと皆さんの方を向いて正座してください」

「正座か。正座という新しい形でマジカルパワーを感じるということか」

　魔法少女と聞いて高揚したのか、妙にワクワクした様子で咲弥がその場に正座する。

　それを確認してから、茉莉は目の前にある頭に手を掛け──

「皆さんに迷惑を掛けた時は──ちゃんと謝ってくださいッ!!」

　勢いよく、咲弥の頭を地面に叩たたきつけて土下座させた。
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　強制土下座をかまされ、咲弥が周囲の護衛やＳＰに拘こう束そくされた後。

　茉莉があまりにも申し訳なさそうに謝ったこと、そして後ほど合流した渚なぎさが関係者として正式に謝罪したこともあり、教室内での騒動は事無きを得た。

「はぁ……もうメンドくさい……」

　が、渚は疲れ切った表情で肩を落としていた。

　都市内を走る無人自動車の中、通知を知らせるＳＩＦシフの震動音が響ひびいている。

「面倒なら俺が全すべて対応しておくが？」

「……先にどんな対応するか教えてもらえるかしら？」

「『すまなかった』という謝罪文と共に鉛弾をブチ込む」

「ごめんなさい。あなたのトンデモ思考回路を無視して会話してたわ」

　苛いら立だちを発散するように渚が脇わき腹ばらをつねってくる。

　しかし、渚の懸念はそちらではない。

　目に涙を浮かべながら、スンスンと鼻を鳴らしている茉まつ莉り。

「それで今度は何をしたのよ」

「決めつけで物事を語るのは感心せんな」

「教室でいきなり発砲したバカが言うセリフじゃないわよね？」

「それは否定できんが、魔法少女が泣き出したのはリネア助手たちと別れた後だ」

　渚なぎさが騒動の対処をしている間、咲さく弥やたちは基礎教科の授業を見学して回っていた。

　そして英語、数学、現代文、化学と、それらの授業を見学してから渚と合流した。

　しかし、車に乗り込んだところで茉莉はぽろぽろと泣き出してしまった。

「……茉莉？　泣いてばかりじゃわからないでしょう？」

「うぅっ……渚さぁぁん……数学って、なんですかぁ」

「………………はい？」

「現代文って、化学って、日本史ってなんなんですかぁ……」

　言葉の意味が理解できず、渚が首を傾かしげる。

「ちゃんと授業を聞いていたけど、全然わからなかったんですよぉ……」

「たしかに、碧へき玲れい学園は授業内容が進んでいるとは思うけど……」

「渚、問題は授業進度ではなく授業そのものだ」

「授業そのものって──あ」

　何かを察したのか、渚が眉み間けんに指を当てながら俯うつむく。

「……そういえば茉莉って、五年生の時から学校行ってなかったわね」

「うぅっ……わたしの知ってる国語算数理科社会はどこですかぁぁぁ……」

　再びダパァと涙を流したところで、咲弥が深刻な表情を作る。

「魔法少女作品に準拠するならば、学力はせめて平均であるべきだが……」

「でも、ちょっとバカっぽくてもいいんじゃない？」

「渚さん結構ひどいこと言ってますよっ!?」

「それはともかく……茉莉の勉強となると難しいわね」

　むぅと渚が唇くちびるを尖とがらせる。

「なにせ五年分の勉強だものね……」

「な、渚さんに勉強を教えてもらえば大丈夫ですよっ！」

「悪いけど、それは無理かしらね」

「わたしはそこまでダメな子なんですか!?」

「そうじゃなくて……私、あんまり人に教えるのが得意じゃないのよね」

　バツが悪そうに、渚は前まえ髪がみをくるくるといじる。

「でも、渚さんってすごく成績優秀だって聞きましたっ！　スポーツも得意、お金を積めば大気圏突破、学園一の美人さんで最強のお嬢じよう様だって！」

「……それ、誰だれから聞いたの？」

「リネアさんですっ！」

「あの子には今度キツイお仕置きをしておくわ」

　楽しげに語るリネアの姿を想像したのか、渚なぎさがゆらりと怒気をはらませる。

　そんな会話を交わしていた時、不意に咲さく弥やが割って入る。

「容姿はともかく、成績や身体能力は家系的なものだ」

「家系的？　勉強と運動ができる家の人ってことですか？」

「いいや……お前もよく知っているものだ」

　こくんと首を茉まつ莉りに対し、その理由について語る。

「守護者ユーステイカは特異な力こそ持っているが、生殖能力を持つ人間であることに変わりはない。そして守護者の力は子孫や血族には部分的に継承させることができる」

「えっと、つまり渚さんは──」

「私も守護者の血を引いているのよ。奏かな海み家……かつて天あま音ね一門に所属していた六ろつ家けは守護者の力を部分的に継承しているわね」

「天音一門って……たしか昨日も聞いたような？」

　茉莉の疑問に対して、咲弥は淡たん々たんと答える。

「守護者を中心とした血族集団。それが天音一門と呼ばれていた者たちの呼称だ」

「天音って付いてるってことは……咲弥さんもそうなんですよね？」

「そうだ。天音家は一門に属する六家を統とう括かつし、守護者として世界を善へと導いていた」

「え？　守護者って、偶然選ばれるんじゃないんですか？」

「本来、守護者は世界の危機に適した者が神によって選定される。それを天音一門は初代守護者の継承、それと当代守護者を迎え入れることで人工的に守護者を生み出している」

　そう語る咲弥の表情に、僅わずかながら感情が垣かい間ま見みえる。

　しかし茉莉は理解が追いつかなかったようで、難しい顔で首を傾かしげていた。

「も、もうちょっとわかりやすくっ！」

「つまりお前は天然マグロで、俺たちは養殖マグロということだ」

「なんでマグロで例えたんですか!?」

「これが一番理解しやすいと思ってな。そして天音一門の守護者は能力の扱いや知識に長たけているが、潜せん在ざい能力、扱える能力の総量などで本来の守護者には劣おとる」

「そ、それをマグロで例えるならっ？」

「俺たちは脂あぶらの乗ったメタボで、お前は筋肉質のマッチョだ」

「なんか最終的にわたしがマッチョになりましたっ!?」

「なんかとばっちりでメタボ扱いされたんだけど……」

　女子二人から非難を受けながらも、咲弥は淡々と説明を続ける。

「ともかく、俺たちが守護者の力に精通しているのはそのためだ。天あま音ね家の人間は幾いく度どとなく守護者となる機会を持ち、能力の研けん鑽さんを積むことが可能だったからな」

「ほえー……咲さく弥やさんってただの頭がおかしい人じゃなかったんですね」

「いや俺は十分に頭のおかしい人間だが？」

「まさかその事実を認識しているとは思いませんでしたよ!?」

「俺というより、天音家の人間は頭のおかしい奴やつらばかりだ」

　そう、自じ嘲ちよう気味に笑いながら咲弥は続ける。

「ある時は世界を救い……ある時は、世界を滅ほろぼそうなどと考えるのだからな」

「えと……それって、どういうことですか？」

　わけがわからず首を傾かしげていると、渚なぎさが軽く咳せき払ばらいをした。

「話を戻すけれど、奏かな海みはその天音一門に属していた家なのよ。守護者ユーステイカの血を引いているから身体能力も高いし、勉学についても能力を使えば簡単。奏海グループっていう企業だって、守護者の能力を使って拡大させたものだしね」

「そ、そんな能力があるんですか？」

「あら、茉まつ莉りだって使ってたでしょう？」

　そう口にしてから──渚は目の前の空間を指先でなぞる。

　その空間がぱっくりと裂さけた。

「『位相転移デイストールド』……本来は守護者が移動するために使うものだけれど、位相を未来にズラせば未来視に近いことができる。だから奏海は未来に起こり得ることを事前に知り、そこにグループを介入させて成功してきたということよ」

　奏海グループがあらゆる事業において、多大な功績を生み出してきた理由。

　未来視によって他の企業が成功を収めていた手法をそっくりそのまま模も倣ほうし、確実な成功によって多大な利益を得る。

　それが奏海グループが『全能』と称されるカラクリであり、その力によって奏海グループは瞬またたく間に拡大していった。

「ええと、それじゃ勉強については……？」

「まぁ、テストの中身がわかってるんだから間違えるわけないわよね」

「そ、そんなのズルっこじゃないですかっ！」

「冗談よ。天音家以外の人間は使える能力が制限されるし、未来視は消耗が激しいから使う時が限られる。さっきも言ったけど、私が単純に物を教えるのが苦手なのよ」

　渚は笑みを零こぼしていたが、ふと思い出したように顔を上げる。

「というか、勉強なら咲弥に教えてもらえばいいじゃない」

「えぇぇぇぇぇえええ……？」

「露ろ骨こつに嫌そうな顔になったわね」

「だって、魔法少女とか連呼してる咲さく弥やさんが勉強を教えられるとは思えないです」

　ピッと咲弥を指さすと、当人は軽く首を傾かしげる。

「魔法少女が勉強をしたいと言うのなら、俺はしっかりと教えるが？」

「へ？　ほ、ほんとですか？　魔法少女って言わないんですか？」

「当然だ。ところでお前が好きなものはなんだ？」

「好きなもの……ね、ネコさんですっ！」

「ならば勉強のすべてを猫ねこ尽づくしで説明してやる」

「よろしくお願いします、咲弥先生っ！」

「うむ。鋭気に満ち溢あふれた良い返答だ」

「……咲弥、あなたの好感度は猫以下だってことに気づきなさい」

「構わんとも。俺は何よりも……魔法少女が勉学に励はげもうとする姿勢が好ましい」

　呆あきれている渚なぎさを他よ所そに、咲弥は満足げに頷うなずく。

「学園への編入に消極的だった魔法少女が学力について悩み、勉学の心配をしている。つまり学園に通う意思はあるということだろう？」

「それは……最初は、覇は具ぐを追わなきゃって思ってましたけど──」

　俯うつむきながら、茉まつ莉りは自身の心中を語る。

「わたしも学校に通っていたら、友達と一緒に過ごしていたのかなぁって思って……」

　リネアと千ち紗さの二人に向けていた羨せん望ぼうの眼まな差ざし。

　守護者ユーステイカの使命を優先することが最優先だと茉莉は考えていた。

「守護者だからと全すべてを蔑ないがしろにする必要はない」

　茉莉には年相応の少女として過ごすべき日常がなかった。

　様々な思おも惑わくはあれど、咲弥はまず最初に『日常』を教えてやりたいと考えていた。

　保安都市という安全な場所で、守護者ではなく『桃もも瀬せ茉莉』として日常を過ごすことができる空間を与えてやりたかった。

「お前はまだ子供だ。一人で全て解決しようとするんじゃない」

　思わぬ言葉に茉莉は目を丸くし……何かを考えるように俯く。

「でも、わたしは──」

　今まで口にすることができなかった言葉を、茉莉が紡つむごうとした時──

「──ごめんなさい。ちょっと保安都市の警備で通話が来たわ」

　ＳＩＦシフの着信を見て、渚が電話口の相手に対応する。

　咲弥がそんな渚から視線を戻した時……異変に気がついた。

　血の気が失うせた表情。緊きん張ちようによって微かすかに震ふるえている小さな身体からだ。

「……どうした、魔法少女？」

　茉莉が答えるよりも早く、電話を終えた渚が険しい表情を作る。

「……咲さく弥や、倉庫区域の外壁で異常が検知されたって連れん絡らくがきたわ」

「その様子だと事故といった偶ぐう発はつ的てきな事案ではなさそうだな」

「ええ……何者かによって、物理的に外壁を突とつ破ぱされた可能性が高いそうよ」

　地上からの侵入を防ぐために建設された保安都市の外壁。

　あらゆる防衛機構を有し、侵しん入にゆう者しやの迎げい撃げきを可能とする現代要よう塞さい。

　それを物理的に突破する方法は限られている。

　人じん智ちを超越した、異常で異質な存在。

　そして……茉まつ莉りは表情を引き締めて咲弥に向き直る。




「──覇は具ぐが、近くにあります」




　そんな短い一言によって、日常は崩くずれ去った。





●三章　覇具と日常







　血の気が失うせた顔で、茉莉が小刻みに身体からだを震わせる。

「魔法少女、覇は具ぐが近くにあるというのは間違いないのか」

「……はい。間違いなく、近くで使われています」

　額に玉のような汗を滲にじませながら、茉莉は手をぎゅっと握りしめる。

「急いで、急いで向かわないと──」

　茉莉の言葉より早く、咲弥は車をマニュアル運転に切り替えて急停車させた。

　その直後、茉莉が車から飛び出すように往来へと飛び出していく。

「渚なぎさ、保安都市の警備隊と連携を取って避難誘導をしろ。俺たちは先行する」

「……ええ。しっかりと守ってあげなさいよ」

「愚問だ。俺は魔法少女の護衛だからな」

　そう返してから、咲弥は即座に駆け出した茉莉の後を追った。

　そして茉莉が建物の死角に飛び込んだ瞬間──淡あわい桃もも色いろの光が生まれる。

　アニメにでも出てきそうな魔法少女然とした装い。

　しかし、その表情は悲ひ壮そうと焦しよう燥そうに染まっている。

「早く……覇は具ぐが被害を出す前に他の人を助けないと!!」

「落ち着け。倉庫区域は保安都市の中で最も人が少ない場所だ。運搬などは機械によって自動化されているし、人的被害については──」

「そうだとしてもッ!!　いつ誰だれかが傷つくかもわからないんですッ!!」

　切迫した茉まつ莉りの叫さけび。

　俯うつむきながら杖つえを握りしめ、茉莉は声を震わせて呟つぶやく。

「わたしは……世界を救わなくちゃいけないんですから」

　曇り一つない透き通った瞳ひとみ。

　危うさを感じさせるほどに、純じゆん粋すいで真まっ直すぐな瞳。

　その様子に、咲さく弥やは表情一つ変えずに首を横に振る。

「やめておけ。今のお前では『位相転移デイストールド』の消しよう耗もうが激しすぎる。覇具の正体が不ふ明めい瞭りようである以上、無む闇やみに力を消費していては不測の事態に繋つながりかねない」

「だったらどうすればいいって言うんですかっ!!」

「当然、空を駆けて向かえばいい」

　それが当然と言わんばかりに咲弥は言う。

「来い、魔法少女。俺が運んでやるので掴つかまっていろ」

「わたしを運ぶって──」

　茉莉が反論を口にしようとした時、咲弥が小さな身体からだを軽く抱え上げる。

　そして──トン、と踏ふみ込み、

「────《破は走ばしり》」

　呟きと共に、その場で大きく跳躍した。

　それは跳とんだのと同時に、『飛んだ』とも言えた。

　空高く舞い上がり、不可視の足場を踏みしめて疾しつ駆くする姿。

　一歩踏み出す度に速度が加速し、風景が瞬またたく間に流れていく。

「これ……『聖盾アルステラ』でやっているんですか？」

「空中と足裏に『聖盾』を展開し、両者の反発を利用して加速しながら空を駆けている。リニアを想像すればわかりやすいだろう」

　足下から聞こえてくる擦過音と共に、『聖盾』が消失と展開を繰り返している。

「ただし漠ばく然ぜんと展開していては上う手まくいかない。複雑な応用については、イメージを固定する個々の名称が必要となる」

「えと……さっきの《破走り》とかですか？」

「そうだ。あと戦闘中に技名を叫ぶとテンションが上がる」

「つまり咲弥さんの趣しゆ味みじゃないですかッ！」

「魔法少女であるならば、ロマンは大事にすべきだ」

　そう話が締めくくられたところで、茉まつ莉りの中である疑問が浮かんでくる。

「咲さく弥やさんって『聖盾アルステラ』以外には使わないんですか？　それにわたしと違ちがって、守護者ユーステイカの聖せい装そうに着替えたりしてませんし」

「いくら俺でも魔法少女の格好をするのは……」

「咲弥さん、真面目まじめな質問にはちゃんと答えましょうね？」

「承知した。しかし俺は『聖盾』以外の能力が使えない。守護者の聖装も全すべて失っている」

　淡たん々たんとした表情と口調によって紡つむがれた言葉。

　そこには……普段以上に無機質で感情がなかった。

「お喋しやべりはここまでだ。もうすぐ倉庫区域に入る」

　ビル街を抜けて一般住宅が密集する住宅街の屋根上を跳ちよう梁りようし、保安都市の外周付近に近づいていくにつれて連なった巨大な建物群が目に入った。

　広大な敷地に並び立つ無骨な巨大倉庫群。

　食品や消しよう耗もう品、研究や実験で使用される器材や薬品といった物品を格納している区域であり、管理や運搬の多くは機械によって自動化されている。

　そのため、大きな被害は無いと予想していた。

　しかし……現場に降り立った瞬しゆん間かん、咲弥はその認識を改めた。

「これって──」

　倉庫区域の惨さん状じようを目まの当あたりにし、茉莉が言葉を失う。

　視界の先に見える倉庫区域の一角。

　そこにあったはずの巨大な倉庫は既すでに跡形も無い。

　熱された飴あめ細工のように、ドロドロと融ゆう解かいして原形を失った建物。

　街のミニチュアをオーブンに突っ込んだかのような光景。

　コンクリートも、鉄も、あらゆる物質が溶けた汚お泥でいの海。

　そして……その中央に、異様な物体がそびえ立っていた。

　常識外の力によって造り出された、不気味なオブジェ。

　周囲の融解物を寄せ集め、不気味なマーブル模様を描えがく醜しゆう悪あくな存在。

　衝しよう撃げきによる破は砕さいや崩ほう落らくといった単純なものではない。

　常じよう軌きを逸いつした力によって為なされた、常軌を逸した光景。

　覇は具ぐという人じん智ちを超えた存在によって振るわれた力。




「──ちゃんと現れてくれたね、魔法少女くん」




　二人が惨状に目を奪うばわれていた時、不意に若い男の声が響ひびいた。

　不気味なオブジェの影かげの下に立つ一人の男。

　小こ奇ぎ麗れいなスーツに身を包み、自信に満ちた笑みを口元に浮かべる姿。

「覇は具ぐのある所に必ず現れると聞いていたが……暇ひまを潰つぶす手間が省けたよ」

　クツクツと喉のどを鳴らし、男は取り出した煙草たばこに火を点つける。

　その様子に、茉まつ莉りは手にした杖つえを握にぎりしめながら怒りを露あらわにする。

「あなたが……覇具を使ってこんなことをしたんですかッ！」

「おやおや、かわいらしい容姿とは裏腹に攻撃的だね」

　紫し煙えんをくゆらせながら、男は嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべて見せる。

「私たちは一度会っているんだ。それほど警けい戒かいしなくてもいいだろう？」

「……わたしは、あなたなんか知りません」

「ああ、顔を合わせてはいなかったかね？　こちらは車の中で君を見ていたが」

　そう口にした瞬間、茉莉の中で先日の出来事が浮かぶ。

　埠ふ頭とうで覇具の取引を行い、山を崩くずして逃亡した人間。

「なるほど。貴様が鷹たか峰みね修しゆう一いちか」

「……うん？　魔法少女だけかと思ったらもう一人いたのか？」

　ようやく存在を認識したと言わんばかりに、鷹峰は小こ馬ば鹿かにするように笑う。

「まあいい、私は多忙な身だ。魔法少女くんには私と共に来てもらおう」

「……どうして、あなたと一緒に行く必要があるんですか」

「君が必要だからだとも。そのために……私はこの状況を作り上げた」

　鷹峰がオブジェを指した瞬間、茉莉は呼吸を止めて硬こう直ちよくする。

「魔法少女は覇具のある場所に現れる。ならば私自身が覇具によって行動を起こせば、魔法少女は自おのずと現れるというものだ」

「ッ……そんなことのために、あなたはッ──」

「覇具を完全な物へ昇華するためさ。そのための犠ぎ牲せいや被害など些さ事じだろう？」

　鷹峰は大おお仰ぎような動作で肩を竦すくめ、茉莉に鋭い視線を向ける。

「さて……まずは穏便に話せる状況にしよう」

　邪よこしまな笑みを浮かべながら男がライターに火を灯ともした瞬間──

　どろり、と男の周囲に一対の蒼そう炎えんが生まれた。

　場違いなほど鮮あざやかな蒼あお。

　蒼炎の触手が蠢うごめくようにのた打ち回り、見る者に生理的嫌悪感を与える。

　そんな非現実的な光景。

　蒼炎が蠢いている周囲が熱せられてグズグズに爛ただれ、溶けた融ゆう解かい物がゴポリと嫌な音を立てながら、気泡と白煙と刺し激げき臭しゆうを撒まき散ちらしている。

「さて……簡単には死なないでくれよ。魔法少女くん」

　鷹峰が一際口端を吊つり上げたのと同時に、

　蒼そう炎えんが意思を持つかのように、茉まつ莉りに向かって這はい寄った。

　蛇行する動きは先ほどまでの緩慢な動作とはほど遠い。

　そして、立ち尽くしていた茉莉の眼前に迫ろうとした時──

　咲さく弥やがその身体からだを抱え、大きく後方に飛び退いた。

　目標を失った蒼炎が地面を貪むさぼり、ブスブスと耳障りな音と異臭を生み出す。

「ずいぶんと急せいているな、鷹たか峰みね修しゆう一いち。急いて事を仕損じてきたことを忘れたか？」

　咲弥がそう口にした瞬間、鷹峰が僅わずかに眉まゆを上げた。

「鷹峰修一。鷹峰グループ総裁、鷹峰勇いさ雄おの嫡ちやく男なん。現在は病床に伏せる父に代わって経営権を握るが失敗。そして覇は具ぐに手を出したが……上う手まくいかなかったようだな」

「……ほう、私について詳くわしいじゃないか」

「詳しいとも。貴様の醜しゆう態たいを余すことなく調べたからな」

　その言葉に鷹峰は目を細める。

「私はそこの魔法少女に用があるのだよ。邪じや魔まをしないでもらえるかい？」

「俺は邪魔立てするつもりはなく、貴様と戦うつもりはない。だが──」

　茉莉の肩にぽんと手を置き、咲弥は高々と宣言する。




「──世界の平和と笑え顔がおを守る、この魔法少女が相手だッ!!」















　朗々とした声音で、そんな言葉をのたまった。

　事の次第を見守っていた茉まつ莉りが目をぱちくりさせる。

「ということだ。頑がん張ばれ魔法少女」

「あの、咲さく弥やさんって護衛ですよね……？」

「俺が護衛として行うのは、お前を後ろから応援することだ」

　それはもう、堂々と言い切った。

　腕を組みながら、さらに咲弥は言葉を加える。

「あと俺が戦ったら奴やつを瞬しゆん殺さつしてしまうので戦わない！」

「いやそれでいいんですけど!?」

「ダメだ。悪を倒すのは魔法少女だと相場が決まっている」

「覇は具ぐ相手に何を悠ゆう長ちようなことを言ってるんですか!?」

「聞け。今重要なのは、目の前に噛かませ犬系の中ボスがいることだ」

　困こん惑わくしながら、茉莉は鷹たか峰みねに視線を向ける。向こうも事態が理解できていないというか、咲弥の言動が意味不明すぎて動けないといった様子だった。

　そして、咲弥はカッと目を見開く。

「そして……魔法少女が最初の戦闘で、強めの悪役を倒してしまう熱い展開ッ!!」

「しっかり聞いて損しましたよッ!!」

「魔法少女には華はな々ばなしい戦闘が必要不可欠だろう？」

「バカなこと言ってないで咲弥さんも前に出て戦ってくださいっ!!」

「俺が戦っては意味がない。後方で戦闘を撮影しているので頑張れ」

　茉莉がぎゅーっと背を押すが、咲弥は撮影用の機材を手に仁王立ちしている。

　その様子を眺めていた鷹峰が……痺しびれを切らしたように一歩動いた。

「……覇具を前にしながら、ずいぶんと余裕じゃないか」

　口を裂かんばかりに口端を吊つり上げ、高々と右腕を掲げる。

「私はつまらない茶番に付き合う暇はないのだよ」

　石座に梟ふくろうの刻印が施ほどこされた、青灰色の宝石が煌きらめく指輪。




「我が【不[image: ]天輪メテルクロード】の力によって──跡形もなく朽くちろッ!!」




　鷹峰の言葉に呼応するかのように──コポリと微かすかな水音が生まれた。

　水面のように揺らめいた地面。

　硬質な地面が大きく波打ち、その波は徐々に肥大していく。

「──君たちは、地上で溺おぼれたことがあるかね」

　融ゆう解かいした地面によって生み出された津波。

　その高さが倉庫以上の高さまで膨ふくれ上がり──傾き出した。

　水とは比べ物にならない、異様な質量を持つ地波。

　その波が付近一帯を飲み込んだ瞬間──崩ほう落らくによる轟ごう音おんが周囲に響ひびき渡った。

　半壊で保っていた倉庫群を一飲みにする濁だく流りゆうの瀑ばく布ふ。

　災厄……そう呼ぶに相応ふさわしい状況。

　その曇天色の不透明な波間の中で……唯一、鮮やかに輝く桃もも色いろの光があった。

「ッ……咲さく弥やさんッ！　咲弥さんどこですかッ!?」

　視界を奪われながらも、茉まつ莉りが必死に咲弥の名を呼びかける。

　しかし、茉莉の呼びかけに返答はない。

「覇は具ぐを使いこなせていないとは、ずいぶんな言い掛かりだ。君たちを殺しては私の目的が達せられないから、力を抑えていただけだというのに」

　茉莉の悲痛な叫さけびを聞きながら、鷹たか峰みねは愉快そうに邪じや悪あくな笑みを浮かべている。

「さて……当初の予定通り、魔法少女を──」

　鷹峰は喉のどを鳴らし、液化させた地面を戻そうとしたが、

「────《山掴つかみ》」

　淡たん々たんとした変わらない調子の声が響いた直後、鷹峰の身体からだがみしりと音を立てた。

「がッ……あァ……ッ!?」

　突然身体の自由を奪われ、全身を圧迫された鷹峰が苦く悶もんの声を漏らす。

「この阿あ呆ほうがッ!!　魔法少女の決めゼリフとポーズがまだだろうッ!!」

　鷹峰の様子を眺めながら、咲弥は怒りの形相と共に言い放つ。

「魔法少女は戦闘突入前に決めゼリフを言ってポージングを取るのがお約束だッ！　悪役はその間、一切攻撃を行わないことを知らんのかこのクズ底辺のゴミ虫がッッ!!」

「そこまで罵ば倒とうするほどキレることでしたか!?」

「この動画は後ほどネットにアップして拡散する予定なんだッ!!」

「全世界になんてものを配信しようとしてるんですかッ!?」

「魔法少女の雄姿と可愛かわいらしさを全世界に伝えるためだ！　悪を相手に懸命に立ち向かう少女の姿ッ！　そして見えそうで見えない絶妙なカメラワークに全米が立ち上がる!!」

「見えるって何がですか!?　わたしの何が見えちゃいそうなんですか!?」

　戦闘中にもかかわらず、茉莉はぴょんぴょんと咲弥の手からカメラを奪おうとする。

　そんなふざけた二人の様子を、鷹峰は苦悶の表情と共に眺めていた。

　二人を包み込んでいる藍あい鉄てつの光。

　足下に展開された『聖盾アルステラ』によって、二人は融解物の海の上に立っている。

　そして今もなお鷹峰を捕え続けている不可視の腕。

　ふざけているが……咲さく弥やは今の一いつ瞬しゆん、捉とらえた鷹たか峰みねを捻ひねり潰つぶすことができた。

「貴様はただの踏み台だと理解しろ、鷹峰修しゆう一いち」

　淡たん々たんとした、そして容よう赦しやの欠片かけらもない声音。

「魔法少女には覇は具ぐを回収するため、守護者ユーステイカとしての経験を積む必要がある」

　そう告げてから、咲弥は笑みを浮かべる。

「経験値稼ぎのために──悪役を務めてみせろ、噛かませ犬」

　犬歯を剥むき出しにして獰どう猛もうに笑う姿。

　その言葉を聞いて、鷹峰の表情が怒りによって紅潮する。

「小細工を弄ろうしたところで、覇具に勝てるとは思わないことだ……ッ!!」

　直後、鷹峰の足下から融ゆう解かい物が触手のように伸びて自身を包み込む。

　不可視の腕による拘こう束そくを解き、体勢を取り直して融解した海の上に立つ。

「魔法少女。向こうもやる気が出たようなので行ってこい」

「ま、まさか煽あおるだけ煽って丸投げですか!?」

「本当に危険だったら介入してやる。だからそろそろ行ってこい」

　そう告げた直後──鷹峰に向けて、茉まつ莉りを勢いよく放ほうり投げた。

「ひああああああああああああっっ!?」

　くるくると放物線を描えがいて飛んでいく茉莉だったが、なんとか空中で姿勢を立て直す。

「がんばえー魔法少女ー」

「あとで絶対殴なぐりますから覚えといてくださいね!?」

「戦闘が終わったら好きにするといい。それより──今は前を見ておけ」

　空中で姿勢を直した茉莉が前方を向いた瞬間──

　鮮あざやかな蒼あお色の炎が目の前で爆散した。

　鷹峰が生み出した一対の蒼そう炎えん。

　その一いち撃げきは茉莉の『聖盾アルステラ』によって阻はばまれ、刺し激げき臭しゆうを撒まき散ちらして霧散する。

「忌いま々いましい……本当に、忌々しい連中だ……ッ!!」

　鷹峰がオイルライターを擦り上げた瞬間、再び虚こ空くうから一対の蒼炎が這はい出いでる。

　鷹峰の周囲を蠕ぜん動どうし、獲物を求めて蠢うごめく蒼炎。

　そして──再び、蒼炎は茉莉を追うように迸ほとばしる。

「────っ！」

　その様子に茉莉は足下に『聖盾』を展開し、足場を蹴けるように跳ちよう躍やくする。

　複雑な軌道を描くように跳躍し、急激な切り返しによって追いすがる蒼炎を翻ほん弄ろうする。

「…………ほう」

　その動きを見て、咲弥は僅わずかに表情を変える。

　茉莉は追尾する蒼炎を撒くため、飛行ではなく不規則な動きを選択した。

　先ほど咲さく弥やが見せた《破は走ばしり》、それを模も倣ほうした動き。

　しかし、天あま音ね一門で研けん鑽さんを積んだ技は一目で模倣できるような技法ではない。

　だからこそ、咲弥は鷹おう揚ように頷うなずいてから言う。

「戦いの中で成長するとは……魔法少女は、お約束を理解しているッ！」

「こっちは必死なんで黙だまっててくれませんかっ!?」

　蒼そう炎えんを避よけながら、うるさそうに眼下の咲弥を睨にらみつける。

　その一いつ瞬しゆんを見計らったかのように──一対の蒼炎が今までにない動きを見せた。

　追うのではなく、跳ちよう躍やくする茉まつ莉りを遮さえぎるように蒼炎が立ち塞ふさがった。

　茉莉の動きが完全に止まり、やがてその周囲を取り囲んでいく。

「一撃だけでは防がれるだろうが……全身を締め上げればどうかな？」

　笑みと共に、鷹たか峰みねは右手をゆっくりと握り締める。

　そして、周囲を回っていた蒼炎が茉莉を締め上げようとした瞬間──

「──だったら、触りませんっ！」

　一瞬、茉莉の身体からだが桃もも色いろの光に包まれた直後、

　その周囲が、勢いよく弾はじけ飛んだ。

『聖盾アルステラ』同士の反発によって生み出した衝しよう撃げき波は。

　その勢いに蒼炎が押し退けられた瞬間、茉莉は鷹峰に向かって勢いよく跳躍する。

「なんで……あなたはこんなことをするんですかっ！」

　自身の周囲に光球を展開しながら問い掛ける。

「覇は具ぐは使い方次第で人を救えるのに……なんで悪い使い方をするんですか！」

　撃ち出された光球が鷹峰を捉とらえる直前、足下からせり上がった融ゆう解かい物が壁となる。

「ならば君は他者を救うために力を振るっていると？」

「……当たり前です。わたしは守護者ユーステイカなんですから」

　波打つ融解物の奥に向かって、茉莉は鋭い視線を向ける。

　しかし、鷹峰はその奥で笑みを浮かべていた。

「ハッ……ふざけた正義を振りかざす人間は見ていて寒気がする」

　呆あきれるように肩を竦すくめてから、鷹峰は何かを思い出すように顔を上げた。

「その言葉で思い出したが……魔法少女くんは天音一門の血縁者かい？」

「……違います。それが何か関係あるんですか」

「なに、少し前までそんな正義を振りかざす集団がいたのを思い出してね」

　茉莉の反応を見て、鷹峰はクツクツと喉のどを鳴らす。

　天音一門という言葉は茉莉もよく覚えている。

　先ほど車内で聞かされた、咲弥と渚なぎさの出自。

　守護者とその血縁によって、世界を善へ導くことを目的とした集団。

「よく考えれば、他者を救おうという君にとって天あま音ね一門は敵と呼べるものだったか」

「だから……あなたは何を言っているんですか!!」

「おや、そこにいる君のお仲間から聞いていないのかい？」

　茉まつ莉りの様子を見て、鷹たか峰みねは下げ卑びた笑みと共に言い放つ。




「──天音一門が『終しゆう末まつ災さい』を引き起こした事実を」




　鷹峰がその言葉を口にした瞬しゆん間かん、茉莉の動きが止まった。

「どういう……ことですか？」

　微かすかに震えている茉莉の声。

　その言葉は誰だれに向けられたものかわからない。

　しかし──その問いに答えたのは鷹峰だった。

「天音一門は覇は具ぐの半数を回収しておきながら、その全すべてを持ち去ったのだよ」

　さも愉ゆ快かいそうに、鷹峰は軽く手を広げながら語る。

「計画を主導していた天音拓たく真まとその一派以外は一人残らず殺されたそうだ。そして覇具の略りやく奪だつ者しやたちは……各おの々おので覇具を暴走させて『終末災』を起こしたわけさ」

　その言葉に咲さく弥やは何も答えない。何一つ否定しない。

「その様子からして、隣となりにいる男が天音一門の関係者かね？　ハハッ、他者を救うと吹ふい聴ちようしながら、世界を滅ぼそうとした人間に加担しているとはおかしな話だ」

　耳みみ障ざわりな哄こう笑しようを聞き、茉莉は口元を引き締める。

　不安に揺れる瞳ひとみを咲弥に向ける。

　しかし、咲弥は俯うつむいたまま動かない。

「だが……天音一門の者たちは正しい」

　右手に輝く【不[image: ]天輪メテルクロード】を掲げながら鷹峰は言う。

「覇具の力は素晴らしい……ッ！　他者を寄せ付けない圧倒的力、あらゆる存在をひれ伏させる強大な力ッ!!　それを破棄するなど愚かでしかないッ!!」

　醜しゆう悪あくな笑みと共に、鷹峰がそう口にした時──

「────ッ!?」

　不意に、茉莉の身体からだがズシリと重くなった。

　衣服に付着した──融ゆう解かい物の飛沫しぶき。

　それらが身体全体に纏まとわりつき、茉莉の動きを一いつ瞬しゆんだけ鈍らせた。

「さて……これで終わりだ。魔法少女くん」

　粘ねばついた笑みを浮かべる鷹峰に気を取られていた時、

　茉莉の足下から、蠢うごめく蒼そう炎えんが舞まい昇った。

「ッ……それなら、『聖盾アルステラ』で防げば──」

　迫せまりくる蒼そう炎えんを見据え、茉まつ莉りが桃もも色いろの光壁を展開した瞬しゆん間かん──

　その光が、目の前で砕け散った。

「────え？」

　そう呟つぶやいた時には、既に眼前へ蒼炎が迫っていた。

　全すべてを溶かす蒼炎の大だい蛇じや。

　生身で受ければ人体など跡形も残らない。

　致死の一撃に茉莉が飲み込まれる寸前、

　横合いから飛び込んだ影が、茉莉を守るように覆おおい被かぶさった。

　ジュ──と嫌な音が響ひびくのと同時に、衣服と人肉の焼ける異い臭しゆうが生まれる。

　影は動きを止めることなく、茉莉を抱えたまま『聖盾』の足場を転がる。

「──まったく、お前は『聖盾』の防御に頼りすぎだ」

　淡たん々たんと、普段と変わらない口調。

　しかし……その足は無残な姿に成り果てていた。

　蒼炎を受け、肉が削げて骨が露出した足。

「咲さく弥やさん──足……ッ！」

「問題ない。本当に危険な時は助けに入ると言っていたからな」

　騒ぐ茉莉を下ろしてから、咲弥は改めて鷹たか峰みねと対たい峙じする。

「しかし貴様が『聖盾』の欠点を理解したのは想定外だったな」

「あれだけ見れば気づくとも。君たちの障しよう壁へきは外部からの衝しよう撃げきを反発させて弾はじくものだ」

　笑みと共に、鷹峰は針のように尖とがった融解物を生み出す。

　茉莉が『聖盾』による防御を狙ねらった一いつ瞬しゆん。

　鷹峰は茉莉の衣服に付着していた融解物を操り、内部から『聖盾』の防護を崩くずした。

「悪役としては及第点をやろう。魔法少女にとっても良い教訓となった」

「ずいぶんと余裕じゃないか？　その足ではまともに動けないだろうに」

「残念ながら唾つばを付ければ治る」

　そう軽口を叩たたくが、それは一目で理解できるほどの重傷だった。

　激痛に苛さいなまれるどころか、立つことすらままならない負傷。

　だというのに、咲弥は涼すずしい表情を浮かべている。

「さて……貴様が語った天あま音ね一門については訂正しておこう」

「ほう？　魔法少女くんへの弁明なら後にしてもらえないかね？」

「世界を滅ほろぼそうとしたことは事実なので、特に弁明はないが？」

　そう、あっさりと答えた。

「俺の父が覇は具ぐを奪うばい、『終しゆう末まつ災さい』を起こしたのは事実だ」

　父、という言葉を聞いて鷹たか峰みねは僅わずかに眉まゆを動かす。

「天あま音ねの血筋は不毛なことをする。『征覇者レガント』は世界を覆くつがえす覇は具ぐを作り、その息子むすこは覇具によって『終しゆう末まつ災さい』を起こし、さらに孫は再び覇具を集めているのだから」

　覇具を作った祖父を持ち、覇具によって世界を滅ほろぼそうとした父親。

　それを聞いて……茉まつ莉りはようやく咲さく弥やの立場を理解した。

「まったく、祖父も死んだ後のことまで考えて覇具を作って欲しいものだ」

「ハッ……私は『征覇者』に感謝を述べておくよ。覇具という素晴らしい力をこの世にもたらし、このふざけた世界を作り上げてくれたのだから」

　覇具という存在によって、全すべてが狂くるい壊れてしまった世界。

　たった一つですら世界を滅ぼしかねない災厄の力。

「覇具さえあれば──人間も、金も、地位も名誉も理想もッ！　そして『征覇者』のように世界すら手に入れることができるッ！　たとえ俺のような人間であってもなァッ!!」

　邪じや悪あくと醜しゆう悪あく。

　それを体現するかのように、鷹峰は口こう唇しんを吊つり上げて笑う。

　その様子に、咲弥は目を見開いてから──




「まさかお前は、魔法少女役を狙ねらっているのか……!?」




　意味不明な言葉と共に、これ以上ないほど驚きを露あらわにしていた。

「世界征せい服ふく＝『征覇者』＝魔法少女の図式に当てはめれば……あり得るッ!!」

「おい、この男はどこまで頭が湧わいているんだ？」

「ああっ！　ついに向こうからツッコミが入る状況に……っ!!」

　茉莉が悲観と共に顔を覆おおう中、咲弥は深刻な表情と共に語る。

「鷹峰が魔法少女のライバルか……しかし、少々不釣り合いではないか？」

「そもそも私の性別は男だと理解しているのかね？」

「無論だ。しかし男が魔法少女の格好をするといったコメディ作品は多々存在している。貴様がそれほどの気概で魔法少女になることを望むなら一考の余地がある」

「一考すらしないでもらえないかな」

「ならば貴様は圧倒的にこちらの魔法少女に負けている」

　神聖な物体を手にしたかのように、咲弥は高々と茉莉の身体からだを掲げる。

「見よ、この圧倒的な魔法少女力をッ！　フリフリピンクな衣装ッ！　くりくりした大きな瞳ひとみにそよ風で揺れるサラサラヘアーッ！　白磁のように透き通るすべすべの肌に、母性を感じさせる胸の膨らみッ!!　これが世界の認めた魔法少女だッッ!!」

「胸のくだりとか魔法少女関係ないですよねッ!?」

「魔法少女は夢と希望を与える、そして胸には男たちの夢と希望が詰まっているッ!!」

「魔法少女はそんな人たちに夢と希望は与えませんッッ!!」

　半泣きで胸元を隠しながら、茉まつ莉りはげしげしと咲さく弥やの顔面にブーツをめり込ませる。

「この圧倒的かわいさの塊かたまりに勝つためには、お前が魔法少女服を着るというコメディ方向でしか勝てない。だから魔法少女のライバル役は諦あきらめてくれ」

「ハッ……それで茶番は終わりかね？　さっきから意味不明なことばかり口にしているが、ふざけるのはいいかげんやめてもらいたいものだ」

「…………ほう。貴様はふざける気がないのか」

　ぴくりと、咲弥の片眉まゆが吊つり上る。

「やはり貴様は器ではない。『征覇者レガント』は世界を救うというふざけた理想を叶かなえた。そして俺の父である天あま音ね拓たく真まは世界を滅ほろぼすというふざけた目的を画策した」

　はっきりと、侮ぶ蔑べつに近い感情を鷹たか峰みねに向ける。

「夢や理想とは得てしてふざけたものだ。こうなればいい、こうあったらいい……それが荒こう唐とう無む稽けいだと理解しながら、その理想へと突き進む人間こそ理想を叶える権利を持つ」

　そう前置いてから、咲弥は言い放つ。

「ふざけることができない貴様では、覇は具ぐがあろうと何も為なせない」

　淡たん々たんと、冷厳と、言葉を浴びせる。

　暗い藍あい鉄てつの瞳ひとみで見据えながら断言する。

「ふざけた理想を貫く覚悟がない人間に──理想を叶える資格はない」

　そう締めくくられた直後、鷹峰の表情が醜しゆう悪あくに歪ゆがむ。

「ハハッ──ハハハハハハハハハハハハハハッッ!!」

　身体からだをくの字に折り、腹を押さえながら鷹峰は狂くるったように笑う。

「ああ……実に面白い。覇具を前にここまでふざけたことを言う人間がいるとは──」

　そう口にした直後──突然、地面が鳴動を始める。

　足下の融解物が波打ち、倉庫区域全体が激しい揺れに包まれる。

「これって……ッ!?」

　その様子から、茉莉が以前の光景を思い出して声を上げる。

　地盤の液状化。

　以前、鷹峰は山の地盤を融解させて意図的に地滑りを起こした。

　圧倒的質量と物量による地上の津波。

　それを……保安都市で行おうとしている。

「まず手始めに、奏かな海みが作った忌いま々いましい都市を潰つぶそうではないか」

「──やめてくださいッ！　都市の人たちは関係ないはずでしょうッ!?」

「無関係な人間なら、それこそ死んだところで問題ないじゃないか」

　歪いびつな笑みと言葉を吐き散らし、鷹たか峰みねは大おお仰ぎような動作で両手を広げる。

　そして──勢いよく、鷹峰はその右手を振り下ろした。

　鳴動が激しさを増し、地面が傾かしいだ。

　勢いと速度をつけた融解物の津波と瓦が礫れきが都市へと流れ出す。

　死を運ぶように、ゆっくりと。

「ハハハハハッ!!　そう、これが覇は具ぐの力ッ!!　覇具を持つ者だけに与えられた力だッ!!」

　天を仰あおぎ、狂きよう気きじみた哄こう笑しようを上げる鷹峰の姿。

　都市を飲み込む巨大な津波を見て、茉まつ莉りは呆ぼう然ぜんと座り込んでいた。

　今から茉莉が守護者ユーステイカの力を振るっても、もはや止めることは叶かなわない。

　どれほどの犠ぎ牲せいが出るのかもわからない。

「あなたは……あなたという人は……ッ!!」

「憤いきどおるのは構わないが、他者を救うなら急いだ方がいいのではないかね？」

　クツクツと喉のどを鳴らしながら、鷹峰は自身の周囲に融解物を纏まとい始める。

　そして──ゆっくりと、その身体からだが融解物の海へと沈しずんでいく。

「それでは私は失礼するよ。情報を引き出せなかったのは残念だが、【不[image: ]天輪メテルクロード】の扱いに慣れるという目的は果たせたのでね」

　その最中、鷹峰は邪じや悪あくな笑みと共に茉莉へ告げる。

「次は私を止められるといいなァ……魔法少女くん？」

　そして、鷹峰の姿が完全に消え失うせた。

　覇具の気配が遠ざかっていくのを感じながら、茉莉は杖つえを強く握り締める。

「このままじゃ──また、なにもできない」

　ぽつり、と茉莉はそんな言葉を呟つぶやく。

　立ち止まり、俯うつむき、身体を震わせる。

　都市が飲み込まれていくのを、ただ眺ながめることしかできない。

「やっぱり、わたしじゃ──」

　そんな茉莉の頭を──咲さく弥やは、べしんと力強く叩たたいた。

「なぜお前はヒロイックに浸ひたっているんだ」

「だってっ……あんなの、どうやって止めれば……」

「問題ない。お前がいる保安都市とは──」

　普ふ段だんと変わらない、淡たん々たんとした口調。

　しかし、その顔には不敵な笑みが浮かんでいる。




「──覇具に対して、『絶対』の安全を掲げる都市だ」




　そう咲さく弥やが告げた直後、

「────え？」

　目の前の光景を見て、茉まつ莉りは思わず声を上げていた。

　逆再生のように、ゆっくりと後退していく融解物。

　そして……形を失った物たちが、元の造形を取り戻していく。

　崩くずれた倉庫も、溶けた地面も、砕けた外壁も……その全すべてが元へと戻っていく。

「これって……？」

「保安都市全体に巡らせている形状記憶ナノマシンだ。倒壊や破損が起こった場合、中央管制による機構を作動させることで、元の形状へと戻る造りとなっている」

　その言葉と共に、ゆっくりと倉庫街がその姿を取り戻していく。

「鷹たか峰みねがこの場を離れたことで【不[image: ]天輪メテルクロード】の効力は失われた。そうなれば、保安都市の機構によって元に戻すのは容易だ」

「元に戻すって……被害が無かったことになるんですか？」

「倉庫内の物資は犠牲となったが、それ以外は全て元通りだ。被害は一切無い」

　その光景に目を奪われている茉莉に向けて、咲弥は再度告げる。

「覇は具ぐを相手に揺らぐことのない要よう塞さい……それこそが保安都市だ」

　保安都市が掲げる『絶対』という言葉に恥じない機構。

　覇具の被害を防ぎ、妨さまたげ、修復し、追跡する……対覇具に特化した都市。

　津波の後退を確認したところで、咲弥は展開していた『聖盾アルステラ』を解除した。

「さて、いい感じに決まったので、エンディングへと入る頃合いだろう」

「そ、それより足っ！　ふざけこと言ってる場合じゃなくて……えと、どうすればっ!?」

「後で適当に治療すればいい。それよりＳＩＦシフで渚なぎさに連絡しろ。このまま現場にいるわけにはいかないので、渚が用意した仮宿の場所に退避する」

「わ、わかりましたっ！」

　茉莉が慌てながらＳＩＦを操作し始めたところで……その動きが止まる。

「あの……咲弥さん」

　少しだけ、茉莉は声を震わせながら尋ねる。

「保安都市がすごいところで、それを作った渚さんがすごい人で、咲弥さんも覇具を相手にしても動じない守護者ユーステイカで……すごい人たちだって理解できるんです」

　倒れた咲弥の位置からは、茉莉の表情が窺うかがえない。

「だけど、わたしは何もできないんです」

　絞り出すように茉莉は言葉を紡つむぐ。

「守護者なのに、力を持っているのに……わたしは何もできないんです」

　悔しげに杖つえを握り締めながら、茉莉は俯うつむいている。

「今までも……たぶん、これからも」

　自らの不ふ甲が斐いなさを嘆くような言葉。

　俯うつむき、自分を責め続けてきた人間の言葉。

「…………そうか」

　そんな茉まつ莉りに対して、咲さく弥やは短く言葉を返しただけだった。





　　　◇






　鷹たか峰みねによる襲しゆう撃げきから三日。

【不[image: ]天輪メテルクロード】による一連の騒動は「保安都市の防衛機構の点検、及び性能を多方面に示すためのデモンストレーション」として報道された。

　覇は具ぐによる絶対の安全を謳うたっているとはいえ、覇具の所有者に襲撃されたことが公おおやけになれば住民たちの不安を煽あおることになるとの判断だった。

　奏かな海みグループによる隠いん蔽ぺい工作と情報規制の手腕もあるが、元々人の少ない区域でもあったこと、また昼間で住宅街に人が少なかったことも幸いして事無きを得た。

　そして事件後──咲弥たちは用意されたマンションの一室に居を構えていた。

『──それで咲弥、怪け我がの具合はどうなんだ？』

「負傷した足のことか？　それなら唾つばをつけていたら治ったが」

『てめぇは化け物かよ』

「人を化け物扱いとは無礼なゴリラだ」

『足が溶けて三日で元通りって聞いたら真っ当な反応だろうがよ』

「ならば今度は四し肢し爆散した後に完全復活して見せよう」

『やっぱ化け物じゃねぇか』

　軽い調子で鹿か島しまと会話を交わしてから、咲弥は小さく息を吐く。

「ところで、そちらは鷹峰の動向について掴つかめたか？」

『こっちも鷹峰の行方ゆくえを追ってはいるが、あんま期待すんじゃねぇ。奴やつは覇具に関する重要参考人だから、『再生の樹レプロダクト』として見逃すつもりはねぇけどよ』

「俺はそれを見逃したがな！」

『ああクソ、このバカを今すぐ殴なぐりてぇ』

「無策で逃がしたわけではない。【不[image: ]天輪】について考える時間が必要だったのでな」

　蒼そう炎えんを操り、物質を溶かして再生させる覇具。

　茉莉と鷹峰の戦闘を思い返しながら、鹿島に向かって尋ねる。

「改めて確認しておきたい。俺が先日見た【不[image: ]天輪】の能力、鹿島教授の仇かたきが使った能力、両者はほぼ別物で間違いないんだな？」

『まったくの別物じゃねぇんだろうが……お前が見た蒼あおい炎には見覚えがねぇな』

「では、炎の形状をした何かに心当たりはあるか」

『ああ？　どういうことだよ』

「鷹たか峰みねが振るった蒼そう炎えんは単純な『炎』ではない可能性がある」

【不[image: ]天輪メテルクロード】によってもたらされた惨状。

　周囲がドロドロに融解し、飴あめ細工のように溶けた光景。

「蒼炎の周囲には焼け爛ただれたような跡が残されていた。だが……俺は鷹峰が蒼炎によって物体を溶かした様子を一切目撃していない」

　衛星カメラの動画で確認したが、鷹峰は蒼炎で物質を融解させていなかった。

　そして茉まつ莉りを庇かばって蒼炎を受け止めた時にも違和感があった。

　衣服を焦がし、焼け爛れるような傷跡を残した蒼炎。

　しかし蒼炎には本来あるべきものが存在していなかった。

「ともかく先の能力が単純な炎熱だとは考えにくい」

『たしかに単純すぎるな。それに俺が見た能力との共通性もねぇ』

「鹿か島しま教授のレポートに記されていた『神鋼』というやつか」

『ああ。この世界には存在しねぇ金属群の総そう称しよう……それが神鋼ってやつだ』

　以前、鹿島が遭そう遇ぐうした【不[image: ]天輪】の能力。

『ヒヒイロカネ、空意生魂アポイタカラ、オレイカルコス、月夜鋼モナテクト、アダマント鉱、真聖銀ミスリル……それらは単独で特殊な力場や能力を保有している厄介な代物だ。それらを周囲の物質から変換して生成、制御するってのが【不[image: ]天輪】の能力だぜ』

　鷹峰との戦闘を思い返してみるが、金属が生成された場面はない。

　一時とはいえ劣勢であった以上、鷹峰が能力を出し惜しむ理由はない。

　それはつまり、鷹峰が覇は具ぐを使いこなすに至っていないという裏付けとなる。

『とにかく見慣れねぇ金属が出てきたら全力で逃げろ。神鋼の力場は一つ残らずこの世の摂理から外れてやがる。まともな人間が相手にしてどうにかなるもんじゃねぇ』

「俺はまともではないので問題ない」

『せめて頭はまともになって欲しいんだがなぁッ!!』

　ガリガリと電話越しにラムネをかじる音が聞こえてくる。

「では、また何かあれば連絡させてもらおう」

『おう。さっさと終わらせて桃もも瀬せを学園に連れて来い。リネアが毎日うるせぇんだ』

「その件だが……少々、魔法少女に問題が発生した」

『問題？　桃瀬に怪け我がとかはねぇんだろ』

「もっと深刻だ。下手をすれば我々の計画が頓とん挫ざしかねない」

『……前の戦闘でなんかあったのか？』

　声の調子を落とした鹿か島しまに向けて、咲さく弥やは茉まつ莉りに起こった問題を告げる。




「魔法少女が──ヘコんでいる」





　　　◇






　通話を終えてから、咲弥はある一室に目を向ける。

　茉莉に与えられた部屋。

　しかし、その部屋からは陰いん鬱うつとした空気が漂っている。

　鷹たか峰みねとの戦闘を終えた後、茉莉はこの調子だった。

　部屋の中で布団ふとんを被かぶり、呼びかけには一切答えない。

　食事はちゃんと食べていて、トイレや風ふ呂ろは欠かしていないようだが、それ以外のことを嫌うように、ずっと布団の中に潜もぐりこんでいる。

「……どうしたものか」

「あなたが悩んでるなんて珍しいじゃない」

　咲弥の呟つぶやきを聞いて、リビングにいた渚なぎさが言葉を返した。

「てっきり無理やり連れ出すと思っていたんだけどね」

「それでは解決しない。だからあらゆる策を講じている」

「……ああうん。その格好で言われても説得力ないけど」

　ソファに寝転がりながら、渚が半目で睨にらんでくる。

　もこもことした、猫ねこを模した着ぐるみ。

　仏頂面の男が着るだけでも見るに堪たえないというのに、フリルのついたエプロンまで身に着けているため、渚は見るからに嫌そうな顔を作っている。

　しかし、咲弥の表情は至って真面目まじめだった。

「魔法少女は猫を好んでいる。下着も猫や肉球柄が多いので、そこは明白だ」

「あなたって茉莉に関しては変態的アプローチを掛けるわよね」

「変態的だろうと猫効果の結果は出ている。現にオムライスにケチャップで猫の絵を描えがいたところ、『おかわり』というメッセージ付きで返ってきた」

「茉莉の方も元気みたいね」

　咲弥の奇怪な格好に一応納得したところで、渚は再び尋ねる。

「で、三日前からずっとオムライスを作ってるけど」

「朝昼晩、猫の絵を描いたオムライスだ」

「今朝って茉莉は食べてないわよね？」

「マンチカンの絵はお気に召さなかったらしい」

「いや、三日もオムライス食べれば飽きるでしょ」

「さっきの『もう勘かん弁べんしてください』というメッセージはそういった意味だったか」

「まったく……それ食べてあげるからスプーンちょうだい」

　呆あきれたような溜ため息いきをついてから、渚なぎさは身を起こして身体からだを伸ばす。

「食事をするなら着替えてきたらどうだ？」

「……別にいいじゃない。部屋の中なんだから」

　スプーンを受け取ってから、渚が不服そうに視線を向けてくる。

　普段の渚はキチンと服を着こなし、どこに出しても恥ずかしくない凛り々りしい様子だ。

　しかし、今は大きめのシャツ一枚というラフな格好でいる。

　白く眩まばゆい太ももの大部分が晒さらされているだけでなく、ソファに寝転がりながらもそもそとオムライスを食べる姿は、普段の「お嬢じよう様らしさ」とはかけ離れたものだった。

「鷹たか峰みねの一件でたくさん働いたんだもの。こうやってのんびりしないと息が詰まるわ」

「だからと言ってだらけすぎだ。それと『位相転移デイストールド』で飲み物を取るんじゃない」

「えぇー……いいじゃない、便利なんだから」

　指先で次元の裂さけ目を作り、渚はごそごそと牛乳パックを取り出す。おそらく冷蔵庫の中にあったものだろうが、その距離を移動することすら億おつ劫くうらしい。

「……オンオフの落差があるのは構わない。だが一つ言っておくぞ」

「なによ？」

「その格好で寝転がると尻しりどころか下着が丸見えだ。魔法少女に悪あく影えい響きようを与える」

「なんか護衛っていうより保護者みたいな感じね……」

　そう言いながらも、指摘されて多少改めようと思ったのか、渚が頬ほおを微かすかに染めながら自室に向かっていく。

「とにかく、茉まつ莉りのことは頼んだわよ」

「メンタルケアについては同性の渚が適任だと思うが？」

「そんなことないわよ。あなたは……私が認める最高の護衛なんだから」

　嬉うれしそうにはにかみながら、渚はそのままリビングを後にした。

　しかし、咲さく弥やは軽く頭を振ふる。

「……簡単に言ってくれるものだな」

　仕方なく、咲弥は部屋のドアをノックする。

「魔法少女。そろそろ出てきたらどうだ」

　そう呼びかけてみるが、いつも通り返事はない。

　そのまま部屋のドアを開けて中に入ると、ベッドの布団ふとんが丸く膨ふくらんでいる。

　中にいるのは明白で、意図的に返事を避けているということだろう。

　無理やり布団を剥はがしたところで、解決策にはならない。

　むしろ許可を取らずに布団ふとんを剥はがせば、茉まつ莉りが怒おこるのは明白だ。

　しかし許可を取ろうにも、相手が返事をしてくれない。

「…………ふむ」

　一つ案を思いついたため、咲さく弥やはそのまま茉莉のいるベッドに近づき──

「茉莉ー、元気出すニュー」

　気色悪い裏声と共に、布団の中にズボォッと勢いよく首を突っ込んだ。

「ひああああああああああああああああっっ!?」

　突然仏頂面の男が布団の中に現れ、茉莉は驚おどろいた猫ねこのように布団をはね退のけた。

「な、なななっ、なぁっ!?」

「やはり俺のマスコットボイスには癒いやし効果があったか」

「反射的に咲弥さんの顔面を殴なぐらなかったわたしを褒めてくれませんか!?」

「殴られようともそのまま押し入るがな。そろそろ話をしなくてはいけない」

　咲弥が告げた瞬しゆん間かん、茉莉の表情が僅わずかに強こわ張ばった。

「そもそも、なぜお前は不ふ貞て腐くされている」

「……不貞腐れてなんてないですもん」

「頬ほおを膨ふくらませながら何を言っている」

「膨らんでないですもん」

　そう言って、茉莉はぷいと顔を背けてしまう。

「何度も言っているが、鷹たか峰みねとの戦闘は気にする必要はない。今のお前は守護者ユーステイカとして未熟なだけでなく、五年間の精神的疲ひ弊へいによって力が大おお幅はばに削そがれてしまっている」

　五年間、茉莉はずっと一人で覇は具ぐを追い続けてきた。

　覇具による悲劇を眺ながめ、胸を痛めながらも、誰だれ一人としてその痛みを分かち合うことはなく、様々な想おもいを抱えて過ごしてきた。

　その想いは病びよう魔まのように茉莉の身体からだを蝕むしばんでいった。

「守護者の力とは、正の感情や想い、精神面によって大きく左右される。しかしお前が埠ふ頭とうで見せた力は本来とは比べ物にならないほど劣化していた」

　茉莉と接触する前、咲弥は何度か茉莉の様子を観察していた。

　それは茉莉の守護者としての状況を把は握あくするためでもあった。

　だが……その結果は最悪の状態と言っても過言ではなかった。

「だからこそ俺は覇具ではなく、桃もも瀬せ茉莉の保護及び精神安定を優先した。護衛として魔法少女が過ごすべき『日常』を守るという役目を選んだ」

　まずは茉莉が『日常』を過ごせる場を作ろうと考えた。

　保安都市という覇具に対して安全を保障する場。

　学園というありふれた日常の象しよう徴ちようと言える場。

　家という気兼ねなく心休まる場。

「今の状況がお前の願う『日常』であるなら、俺は口出しするつもりはない」

　茉まつ莉りが望んでいるのであれば、咲さく弥やは一切干渉するつもりはない。

　だからこそ、茉莉の言葉を待つ。

「望んでなんか……ないです」

　やがて、茉莉は唇くちびるを震わせながらそう口にした。

「こんなの……わたしは望んで、ないです」

　俯うつむき、ぽたぽたと涙を流しながら言葉を絞り出す。

「ならば、お前は何を望む？」

　床の上に腰を据えてから、真まっ直すぐ茉莉の瞳ひとみを見つめる。

「今のお前は一人ではない。一人で全すべてを堪たえる必要はない」

　普段通りの仏頂面。

　しかし、どこか温かみを感じる表情。

　そして──茉莉はベッドの上にぺたんと座り、ぽつぽつと語り出した。

「……わたし、普通の女の子なんです」

　守護者ユーステイカとなる以前。

　普通の小学生でしかなかった頃の話。

「どこにでもいる平凡な女の子です。運動が得意とか、勉強が好きだとか、絵や音楽が得意とか、何かが特別好きだとか……そういったこともない。普通の女の子です」

　桃もも瀬せ茉莉という子はどこまでも平凡だった。

「何をやっても平均でした。得意と言えることは、何一つとしてありませんでした」

　そんな自分が『守護者ユーステイカ』という存在に選ばれた。

　平凡だった自分が、初めて特別な存在というものになった。

「最初は嬉うれしかったんです。不思議な力で世界を救うなんて、魔法少女みたいだって……。何もできないと思っていたい自分でも、誰だれかのために何かできるんだって。困っている人たちを助けることができるんだって……そう思っていたんです」

　その時の茉莉は、きっと何かができると信じていた。

　しかし、現実は甘くなかった。

「わたしが守護者になった二週間後……『終しゆう末まつ災さい』が始まりました」

　そこで茉莉は悪夢を見た。

　平凡な女の子にとって、覇は具ぐのある世界は残ざん酷こくで恐ろしいものだと知った。

「わたしは……ただ立ち尽すことしかできませんでした。覇具のせいで、目の前で色んな人たちが傷ついて、亡くなっていったのに……何もできなかったんです」

　当時の光景を思い返しながら、きゅっと手を握りしめる。

　そんな茉まつ莉りを責められる人間はいない。

　年とし端はもいかない少女が、他者の生死が懸かった渦か中ちゆうで動けるはずがない。

　覇は具ぐが作り出す凄せい惨さんな光景を目の当たりにして、行動に移れるはずがない。

　足が竦すくみ、身体からだが震え、思考が恐怖に支配されるに決まっている。

「本当は、被害が出る前にわたしが止めなきゃいけないのに……ッ」

　悔しげに、手が白くなるほどに服の裾すそを握り締める。

　いつも茉莉が動き出すのは、覇具による被害が出た後だった。

　誰だれかが犠牲となって、誰かが傷ついた後に駆けつける。

「鹿か島しま先生の前ではあんなことを言いましたけど……被害を無くすためには、何がなんでも覇具を回収するのが一番だってわかってるんです」

　埠ふ頭とうの時だって、黒服たちを殲せん滅めつして強引に奪うことができた。

　鷹たか峰みねの時だって、有無を言わさず殺してでも奪えばよかった。

　守護者ユーステイカとしての力があれば、それは決して難しいことじゃない。

　しかし、茉莉はそれができない。

　怖がりで、臆おく病びようで、誰かを犠牲にしたり、傷つけることができない。

「わたしが本当に『特別』な人……それこそ、アニメや小説の物語に出てくるすごい人たちだったら、迷わずに決断したり、もっと上う手まい方法を考えたりすると思うんです」

　しかし、どこまでも平へい凡ぼんな茉莉にはそれができない。

　迷わずに決断する勇気も、咄とつ嗟さに機転を利きかせて解決することもできない。

「それでも、わたしはなんとか頑がん張ばったんです。何回も同じことを繰り返して、同じ失敗をしても……わたしの憧あこがれる『特別』な人たちみたいになりたいって思ってたんです」

　五年という歳月。

　その間、茉莉はがむしゃらに覇具を追い続けてきた。

　何度も失敗し、結局何もできなかった。

　それを繰り返す度に、茉莉は嫌というほど理解してしまう。

「わたしは……『特別』なんかじゃなかったんです」

　諦あきらめに近い、そんな茉莉の表情。

「平凡な人間は平凡なままなんです。神さまから特別な力をもらったところで、平凡な人間が特別な人間にはなれないんです」

　諦てい観かんと共に、茉莉は涙を流しながら笑う。




「わたしは、魔法少女とくべつになんてなれないんです」




　申し訳なさそうな、謝罪にも似た言葉。

　茉まつ莉りが言葉を終えたところで、咲さく弥やはゆっくりと頷うなずく。

「お前の異常なまでの自己評価の低さは理解した。だから少し真面目まじめに語ろう」

　そして、咲弥は大きく息を吸い──




「魔法少女が掌しよう握あくする世界とは、この上なく面白いッ!!」




　拳こぶしを握にぎり、これ以上ないほど熱意のこもった言葉を返した。

　思わず、茉莉は目をぱちくりと丸くする。

「え、あの……面白い？」

「そうだ。アニメに出てくるような、フリフリの服を着た可愛かわいらしい少女が世界の全すべてを掌握する……これほどまで愉快なことがあるか？」

「ふ、ふざけないでくださいっ！　わたしは真面目に──」

「俺は至って真面目だ。真面目にふざけることこそ、最も大切なことだ」

　茉莉の言葉を遮さえぎって、咲弥は普段の淡たん々たんとした口調に戻る。

「この世界は狂い、壊れている。覇は具ぐというふざけた存在があり、覇具を私欲のために使うふざけた人間がいる……そんな、どこまでもふざけた世界だ」

　困こん惑わくする茉莉を他よ所そに、咲弥は言葉を続ける。

「俺はこのふざけた世界が気に食わない。だから魔法少女という覇具以上にふざけた存在によって、この世界を破壊して掌握することを望んでいる」

　まさにふざけているとしか思えない言葉。

　しかし、咲弥は真面目にふざけた言葉を並べ立てる。

「想像しろ。魔法少女という馬ば鹿かげた存在に掌握された世界を。老ろう若にやく男なん女によ、世界中の誰だれもが口を揃そろえて『こんな世界はふざけている』と口にする場面を」

　どこまでも馬鹿げている状況。

　だからこそ、世界は善い方向へと導かれる。

　魔法少女というふざけた存在がいる、救いようのない救いに溢あふれた世界。

「魔法少女が世界を掌握し、覇具と魔法によって他者を救うふざけた世界。そんなふざけた世界こそが俺の理想だ。そしてお前はその理想に相応ふさわしい『魔法少女』だ」

　どこまでも真面目に、ふざけた理想を咲弥は口にする。

　しかし、その理想を叶かなえられないと茉莉自身がよく知っている。

「今一度問う。お前がこの五年間、諦あきらめずに覇具を追っていたのはなぜだ？」

　無理だと理解しながらも、決して歩みを止めなかった理由。

「他人を救いたかったのか。世界を正したかったのか。守護者ユーステイカとしての使命感か。そんなことのために、お前は五年間も覇具を追い続けてきたのか」

　その言葉に耳を傾かたむけながらも、茉まつ莉りは答えなかった。

　失敗を繰り返して、自分が『特別』じゃないことなんてずっと前から理解していた。

　それなら覇は具ぐを追うことも諦あきらめてしまえばよかった。

　いつだって投げ出すことはできた。

　それなのに……どうして諦めなかったのか。

「自分でも『特別』になれると──その理想を信じてきたのだろう」

　平凡な自分でも『特別』になれるかもしれない。

　アニメに出てくる魔法少女のように、困っている人たちを助けたり、みんなを笑顔にすることができるかもしれない。

　そんな理想が──ずっと心のどこかに残っていた。

「馬ば鹿かげた理想、ふざけた夢、大いに結構だ。その理想がくだらなくても構わないし、お前が平凡だろうが普通だろうが、そんなことは些さ事じでしかない」

　幼よう稚ちで子供じみていて、自分本位のくだらない願い。

　どれだけ失敗を重ねても捨てることができなかった願い。

「俺はお前がこの五年間貫いてきた理想と、不屈の意志を尊重する」

　その全すべてを肯定しながら、確固たる自信と共に告げる。




「お前こそが『魔法少女とくべつ』に相応ふさわしいと、この俺が肯定してやる」




　茉莉の否定を全て塗り潰つぶすかのように、咲さく弥やは高らかに宣言する。

「あとはお前の意思だ。お前が魔法少女になりたいと願うなら──俺は護衛としてお前の日常を守り、助け、叱しつ咤たし、魔法少女となる日まで共に在り続ける」

　迷いに揺れる翠みどりの瞳ひとみの中に、確固たる意志の宿った藍あい鉄てつの瞳を映す。

　ふざけているとしか思えない、どこまでも真しん剣けんな言葉。

　その言葉に対して──茉莉は困ったように笑みを浮かべた。

「まだ、わたしにはわかんないです」

　先ほどとは違う、少しだけ明るさを取り戻した声音。

「わたし一人だとわかんないですし……臆おく病びようだから、何度だって立ち止まります」

　だけど、と茉莉は顔を上げる。

　迷いに揺れながらも、しっかりと藍鉄の瞳を見返す。

「わたしが立派な魔法少女になれるように……見ていてくれますか？」

　不安で声を震わせながらも、必死に紡つむがれた少女の言葉。

　その不安を拭ぬぐうように、咲弥は力強く頷うなずく。

「ところで……その格好はなんなんですか？」

「見ればわかるだろう。お前の好きな猫ねこの着ぐるみ。それも三み毛け猫ねこだ」

「わたしの好きなものが汚よごされた気分です」

「すまない語尾を付け忘れていたニャ」

　茉まつ莉りが無言で拳こぶしを叩たたき込んだところで、咲さく弥やは姿勢を正す。

「ともかく、一番の課題はお前の守護者ユーステイカとしての力を取り戻すことだな」

「その、わたしってそんなに酷ひどい状態なんですか？」

「ボロ雑ぞう巾きんの方がマシといったところだな」

「そこまで言われたら普通に傷つきますからね!?」

「多感な時期に精神を擦すり減らし続けたのがいけなかった。通常のメンタルケアでは改善できないため、長期に亘わたって日常の中で精神を安定させるしかない」

「でも……そんな、日常を過ごすだなんて……」

　先日の行いを思い返して、茉莉が軽く身震いする。

　鷹たか峰みね修しゆう一いちという他者の犠ぎ牲せいを厭いとわない人間。

　そして【不[image: ]天輪メテルクロード】の力がいつ誰だれに降りかかるかわからない現状。

　そんな状況で「のんびり日常を過ごせ」と言われても、できるはずがない。

「安心しろ。そのために俺がいる」

　その心中を察し、淡たん々たんと言葉を紡つむいでから──

「ということで渚なぎさ、お前に頼みたいことがある」

「え────きゃあっ!?」

　少女らしい悲鳴と共に、直後にガチャンと皿を落とす音が聞こえてくる。

　しばらくしてから、渚がこっそりと顔を覗のぞかせた。

「……気づいてたなら声くらいかけなさいよ」

「声を掛けた結果、まさか『きゃあ』と少女らしい悲鳴を上げるとは予想外──」

「次に気色悪い声真ま似ねをしたら締め落とすわよ……ッ!?」

　頬ほおを赤くしながら、渚がギリギリと咲弥の首を締め上げる。

　そして取り繕うように咳せき払ばらいをしてから、渚は佇たたずまいを直した。

「それで、頼みたいことっていうのは？」

「まずは鷹峰の居場所だ。捕ほ捉そくできたか？」

「当然。奏かな海みが心血を注いだ保安都市だもの」

　不敵な笑みと共に渚は自身のＳＩＦシフを起動させる。

　ホロディスプレイに表示されていく無数の情報群。

「保安都市内の地底ケーブルから震動検出を行って逃亡先を予測。中央管制区でルートの予測演算を行い、衛星と情報をリンクさせて潜伏先を長野県山中と断定。その後も衛星で監視を続けていたけれど、鷹峰は屋敷から一歩も出ていないみたいね」

　滑らかな動作で画面を叩たたきながら、渚なぎさは淀よどみなく鷹たか峰みねに関する情報を口にする。

　対覇は具ぐに特化した保安都市の機構。

　しかし覇具を使われた場合、どれほど強固な守りであっても防ぐことはできない。

　あらゆる外敵を防ぐ隔かく壁へきがあろうと、ミサイルすら防ぐ防衛機構を有していようと、人じん智ちを超こえた力である覇具相手では通用しない。

　だからこそ、保安都市の機構は「覇具に襲しゆう撃げきされた後の対処」に特化されている。

　それらの情報を眺ながめてから、咲さく弥やはゆっくりと頷うなずく。

「ならばそれを俺のＳＩＦシフに転送しておいてくれ。細かい対処を俺が行う」

「対処って……な、なにをするつもりなんですか？」

「話せばまたお前は気に掛かけるだろう。お前には他にやるべきこともある」

　ぐりぐりと茉まつ莉りの頭を撫なでてから、咲弥は転送されたデータを確認して頷く。

「さて渚、今すぐ外出するので着替えろ。それとリネア助手と千せん川かわに連れん絡らくだ」

「…………リネアと千ち紗さを？」

　訝いぶかしむ渚に対して、咲弥は鷹おう揚ように頷いてから告げる。




「魔法少女には、日常の素晴らしさを体験してもらおう」





　　　◇






　着替えを終えてから、咲弥たちは待ち合わせ場所の掲示板に向かった。

「──お待たせーいっ！　みんなやっほやっほーっ！」

　能天気な声と共に、私服姿のリネアがブンブンと手を振って駆け寄ってくる。

「ごめんなさいね、リネア。急に呼び出してしまって」

「んーん、渚ちゃんから呼ばれるのって珍しいしねーっ！」

「だって呼んだらうるさいんだもの」

「開幕から手厳しい一撃がきたなぁっ!!」

　大げさなリアクションと共に、リネアがぐぐっと仰のけ反ぞる。

「それに茉莉ちゃんもっ！　体調悪いって聞いてたけどダイジョーブ？」

「は、はい。怪け我がとかはないので大丈──わぷっ!?」

「よかったぁっ！　セージくんから聞いて心配してたんだよー」

　茉莉を抱きしめ、頭を撫でくり回しながらリネアが安あん堵どの息をつく。

「ところでリネア、千紗と一緒に来るんじゃなかったの？」

「なんか実家から呼ばれたらしいよ？　渚ちゃんたちにも謝っといてーって言ってた」

「千川家は国事にも関かかわってたりするし……まぁ、今回は仕方ないでしょうね。私たちだけでショッピングモールに行きましょうか」

　咲さく弥やから提案されたのは、茉まつ莉りを連れて買い物をするというものだった。

　保安都市に来てから日が浅く、ほとんど最低限の買い物しかしていない。

　今後の生活のために必要な物を揃そろえる必要がある……というのが咲弥の言い分だった。

　しかし、茉莉は浮かない表情のままだった。

「咲弥さん……その、今はこんなことをしている場合じゃ──にゅっ!?」

「うるさい。今は鷹たか峰みねと覇は具ぐについては一切忘れて過ごせ。本来の力を取り戻すとまではいかないだろうが、実際に日常というものを体感するべきだ」

　ぐにぐにと茉莉の頬ほおを引っ張ってから、咲弥は懐から小さな箱を取り出す。

「今からお前が浮かない表情をする度、このスイッチを押すことにする」

「えと、そのスイッチを押すとどうなるんですか？」

「試しに押してみるといい」

　差し出されたスイッチを、ちょんちょんと指先で突いて押してみる。

　しかし、数回押してみても何も反応がなかった。

「…………なにも起こりませんよ？」

「実はそのスイッチ、奏かな海み所有の軍事衛星とリンクしている」

「………………は？」

「そして押す度に宇宙軌き道どう上から、とある場所に運動エネルギー弾を射出する」

　言いながら、咲弥はＳＩＦシフのディスプレイを茉莉に向ける。

　そこには……真っ暗な宇宙で、火を噴ふきながら射出されるミサイルが映っていた。

「ふむ。先ほど魔法少女が押したのは三回、あと二回は射出されるな」

「ど、どどどどどこに向かって撃たれたんですかこれ!?」

「それはもちろん……ヒ・ミ・ツ」

「殴なぐれるッ！　今ならこのおバカな人を殴れますッ!!」

　怒いかりと共に咲弥へ拳こぶしを振るうが、ひょいひょいと避よけられてしまう。

「というわけで日常を楽しめ。でなければ世界が危うい」

「そんな脅しみたいなことされて楽しめるわけ──」

「ふむ。口答えするのならば……ポチっと」

「ああああああああっっ!?　わかりました、わかりましたからぁっ!!」

　観念したように、茉莉はがくりとその場に膝ひざをつく。

　そんな二人の様子を見て、リネアが不思議そうに首を傾かしげる。

「んとー。よくわからないけど、あたしは何をすればいいの？」

「魔法少女と一緒に、いつも通りアホ丸出しで騒いで楽しんでくれ」

「がってん得意分野だっ！　それに茉莉ちゃんの服選びも楽しみだしねーっ！」

　底抜けに明るく笑うリネアを見て……少しだけ、茉まつ莉りの表情に笑みが戻る。

「うぅー……わかりましたっ！　こうなったらわたしも楽しみますっ！」

「うむ。しかし魔法少女、はしゃぎすぎてモール内ではぐれないようにしろ」

「……いくらわたしでも、迷子になんてならないですもん」

「念のためだ。モール内の混雑はさておき──お前は色々と目移りしそうだからな」

　そう咲さく弥やが口にした直後──視界が開けた。

　広大な土地の中央に建つ、超大型ショッピングモール。

「わぁ……っ！　すごい、すごいですっ！」

　モールの全景を見た瞬間、茉莉がきらきらと目を輝かせる。

　敷しき地ち内が薄うす膜まくのような半球状のガラスに包まれたショッピングモール。

　太陽光によって光が何度も乱反射し、万まん華げ鏡きようのような不可思議な模様を作っている。

「新開発のグラスファイバーによって編まれた膜材だ。ガラス繊せん維いの利点を保持しつつ、透明度を高めることで景観を損なうことなくモール全体を包み、空調管理を行っている」

「おぉーっ！　奏かな海みグループ、すごいですっ！」

　理解できたのかはともかく、茉莉は興奮した様子でぴょんぴょんと跳ねる。

　保安都市にある建築物や施設は外にはない技術が数多く用いられている。

　初めて保安都市を訪れた人間にとっては近未来のテーマパークを眺めているような感覚であるため、外観を見ているだけでも十二分に楽しめる。

　現に外から訪れたのか、一部の人間がモールの外観を感かん慨がい深ぶかく眺めたり、写真撮影を行っている。写真類は保安都市から出ると消去されるが、気分的なものだろう。

　そんな人混みの中で落ち着いているのは保安都市の住民たちで、道行く人々の姿には主婦や家事手伝いといった風ふう体ていの人間、他にも買い出しにきた研究職らしき白衣の人間、学生や子供連れの家族など、多様な人々の姿が見られる。

　その他にも、モール内には保安都市特有の試験技術が多い。

「咲弥さん咲弥さんっ！　あの走っているロボットってなんですか？」

「自走式の清掃マシンだ。静音性に優れ、汚れやゴミをカメラで検知、搭とう載さいされたＡＩがゴミと紛失物の判断を行って処理している」

「それじゃ、あっちのおっきな機械はっ？」

「転送装置だ。設置されているのは一般開放されている代物なので駐車場に送る程度だが、地下倉庫には外部から商品を転送する大型転送装置がある」

「ではでは、あそこのソファみたいなところで寝ている人はっ!?」

「あれは旅行代理店だな。ＶＲによって旅行先の疑似体験を行っているんだろう」

　茉莉が何か見つける度にクイクイと服を引っ張り、咲弥が淡たん々たんと説明を行っていく。

「はしゃぐのもいいが、その前にＳＩＦシフでの買い物を教えるので聞け」

「へ？　ＳＩＦシフで買い物するんですか？」

「保安都市は施設から商品一つに至るまで全すべてキャッシュレスだ。精算時にはＳＩＦ内の電子マネーか住民登録時に作成した口座から引き落とされる」

「つまり、ＳＩＦが無かったら買い物は一切できないのよ」

　そう言って、渚なぎさは画面を開いてＳＩＦの画面を操作する。

「そうね……茉まつ莉り、お小遣いってどれくらいもらってたの？」

「んうー……家のお手伝いをしたら五百円もらってましたっ！」

「それじゃ、とりあえず五百万でいいかしらね」

「どこでゼロが四つ増えたんですか!?」

「え？　だってこれくらい必要でしょう？」

　むしろ少ないんじゃないかと、渚が心配そうに首を傾かしげる。

「リネア、あなたってお小遣いもらったことある？」

「うんにゃ？　あたしもお金使うようになったのって保安都市にきてからだし」

「やっぱりそうよね……相場とかないのかしら」

「あっ！　あたし、油田だったらもらったことあるよっ！」

「それじゃバレルでお小遣い額を換算しましょうか」

　わいわいと小遣い談義をするお嬢じよう様二人を、茉莉は呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

「……なんでしょう。二人が本当にお嬢さまなんだって一面を見た気がします……」

「奏かな海みの財力ならば札束を積み上げて大気圏突破も余裕だ。リネア助手の生家も富豪と呼ぶに相応ふさわしい家格と財力を持っている。ところで放置していていいのか」

「え？　なにがですか？」

「話の流れ的に、このままではお前の小遣いが油田一つ相当になる」

「渚さぁんっ!!　五百万ってなんか響ひびきとか良くてわたしは嬉うれしいですっっ!!」

　茉莉が半泣きで止めに入ったところで小遣い問題は終息した。

「とりあえず服を買うぞ。リネア助手、目的地は何階だ？」

「たしか、三階の左区画がレディース専門だったかな？」

「それじゃ向かいましょうか。服以外にも茉莉は下着も買い揃そろえないと」

「そうですね……買っておかないと、咲さく弥やさんが勝手に揃えてきそうですから」

　三人がエスカレーターで談笑する中、ふと咲弥が顔を上げる。

「すまない。所用があるので先に三人で行ってきてくれないか」

「え？　咲弥さんは来ないんですか？」

「もちろん後ほど向かう。魔法少女に相応しい下着を吟ぎん味みしなくてはならない」

「あ、やっぱり来なくていいです」

「却下だ。それでは店名をＳＩＦに送っておいてくれ」

　三階へと向かって行く三人と分かれる形で、咲さく弥やは二階の飲食街で降りる。

　そして適当な柱に背を向け、ＳＩＦシフの画面を開いた。

　鷹たか峰みねが保安都市を襲しゆう撃げきした際、衛星カメラが捉とらえていた映像。

　蒼そう炎えんの違和感を探る過程で、既すでに何度も見返した倉庫街での一部始終。

　そして……歪いびつなオブジェが形成されたところで動画を一時停止した。

「……やはり、間ま違ちがいないか」

　周囲を融解させる際、鷹峰は蒼炎を放っていない。

　そしてオブジェを生成するために集められた融解物。

　砕けたガラスがささくれのように突き立ち、コンクリートや土、あらゆる素材が混ざり合って不気味なマーブル模様を描えがいている。

　しかし……そのオブジェこそ、【不[image: ]天輪メテルクロード】の能力を物語っていた。

　それを確認したところで、咲弥はＳＩＦの通話を繋つなげた。

「──秘ひ匿とく回線、コード、プリティーマスコット」

『あ、そういうのいらないッス。てかうちへの回線って元から秘匿ですし』

「知っている。しかしカッコイイ感じはするだろう？」

『まぁ定番っちゃ定番ッスけど。それで奏かな海み技術開発チームになんの御用で？』

　心底だるそうに、電話口の女性が応対してくる。

「少々物入りになった。調達を頼みたいものがある」

『うぇーッ！　今度は何をやらかすつもりなんスか！　つーか、なんでさっきからうちの衛星使ってるんスか!?　しかも長野県の山中にバカスカ撃うち込んでるし!!』

「高慢な御おん曹ぞう司しにお灸きゆうを据えているところだ。他に被害は出していないので安心しろ」

　そう答えてから、咲弥は改めて依頼内容を告げる。

「まずは釉ゆう薬やく、それと工業用の封着硝子ガラス粉末を１ｔ用意してくれ」

『……咲弥さん、陶とう芸げいでも始めるつもりなんスか？』

「魔法少女のマジカルパーティーに使う予定だ」

『なんすかその危ないクスリをキメてそうなパーティ……ああ、アジア倉庫にあるッスね。すぐに御入用だったら、渚なぎさお嬢じようさまに運搬頼んだ方がいいッスよ？』

「もちろんだ。それとチタン合金、特にβチタニウムを組み込んだ各種防具だ。それと投とう擲てき格かく闘とう用のナイフを各種。可能なら一部のナイフは高純度の白金製で頼む」

『……白金製ぇ？　それ柔やわらかすぎて武器として使えないじゃないッスか！』

「たしかに武器として使えたものではないが、今回はそれが要となる」

　本来ならば武器として扱うことはできない代物。

　覇は具ぐどころか、銃火器にすら応戦できないような代物。

　しかしそれこそ、【不[image: ]天輪】を攻略する上で重要になる。

「日付変更までに用意を頼たのむ。運うん搬ぱん座標は渚なぎさに通達しておいてくれ」

『アイアイサー。この埋め合わせはいつか頼むッスよー』

　通話が切れた後、咲さく弥やはインカムを外して息を吐はく。

　これで準備は整えられた。

　あとは……茉まつ莉りがどれほど回復するか、といったところだ。

　考えても仕方ないと、咲弥は三階へと向かう。

　先ほど確認した渚のメールを見て店の前に辿たどり着くが……店先に渚たちの姿はない。

「ふむ……まだ中にいるようだな」

　そのまま店の前で待つことも考えたが、この区画は女性客に配慮しているのか、周囲には女性専門のブティックやランジェリーショップが密集している。

　その中に立つ、仏頂面の目立つ男。

　既に道行く女性客は咲弥に不審な目を向けている。

「つまり……目立たないように正体を隠かくす必要があるな？」

　そう呟つぶやいてから、咲弥は引き返して男性服の売り場へと向かった。





　　　◇






　咲弥と別れてから、先に下着を買い揃そろえた後。

「んぅーっ！　ほんっと茉莉ちゃんは服の選び甲が斐いがあるなぁっ！」

　茉莉は更衣室から出る度に、興奮したリネアに頬ほおずりされていた。

「ガーリーだけじゃなくて、フェミニンっぽいのもいいねっ！　さっきのフリルワンピもすっごく似合ってたし、もう楽しくて仕方ないよーっ！」

「あぅ……だ、抱きつかれると服にシワができちゃいますって」

「そしたらリネアおねーちゃんが全部買ったげるっ！」

「わたしはなんのためにお小遣いをもらったんですか!?」

「いいんじゃない？　着せ替え人形みたいになっちゃってるし、お駄賃はもらわないと」

　遠巻きに眺めていた渚がくすくすと笑う。

「それにしても何でも似合うわね。次はカジュアルにしてみる？」

「お、いいねーっ！　茉莉ちゃん、キレカジにチャレンジしてみよーっ！」

　というより、渚もノリノリで服選びに参加していた。

　二人のやり取りを眺めている最中、もじもじと身体からだをよじらせる。

「うー……やっぱり、なんか窮きゆう屈くつで慣れないです」

「おろ？　でも、ちゃんと服のサイズ合わせて持ってきてるよ？」

「そうじゃなくて、えと……胸がきつい感じで」

　そう口にした瞬しゆん間かん、ぴしりと渚なぎさの動きが止まる。

　それに気づかないまま、リネアは納なつ得とくしたようにポンと手を打つ。

「あー、茉まつ莉りちゃんブラに慣れてないって言ってたもんねー」

「だ、だって……守護者ユーステイカになってから胸以外は体形も変わらなかったですし、新しい服を買う必要とかもなくて……あと、ぶらじゃーってなんか大人がつけるイメージです」

「んん……？　体形は当時と変わっていない……これはまさか伝説のロリ巨乳っ!?」

「そ、そんなにおっきくないですもんっ!!」

　リネアの目が光った瞬間、茉莉は反射的に胸むな元もとを隠かくす。前々から気にしていたことなので、直接言われると余計に恥はずかしい。

「そ、それに大きさだったらリネアさんの方がおっきいですっ！」

「そうともっ！　あたしは誰だれもが認める金髪巨乳属性さっ!!」

「なんで自分を属性で示したんですか!?」

　むふー、とリネアが自じ慢まんげに大きな胸を反らす。ブティックの中には女性客しか見当たらないとはいえ、なんとなく周囲を見回してしまう。

「でも、やっぱり窮きゆう屈くつで……その、外しちゃダメですか？」

「ノーッ！　ノットノーブラッ!!　ちゃんとブラしないと形崩くずれるし、おっぱいが揺れる度に世の中の男性たちが全力で立ち上がっちゃうからダメっ!!」












　手でバッテンを作りながら、ブンブンと首を横に振られてしまった。

「サイズはあたしが選んでぴったりだから、その内慣れるまでガマンガマン！」

「うぅ……わかりましたよぉ……」

　慣れない違和感に戸惑っていた時、不意に渚なぎさが「うっ」と声を漏らした。

「ごめんなさい……ちょっと酔ってきたみたい……」

「え？　な、なんで酔っちゃったんですか？」

「あなたたちの乳揺れに酔っちゃって……」

「初めて聞いた酔い方をしましたね!?」

「大丈夫っ！　渚ちゃんは渚ちゃんでかわいいからっ！　特に大きさを誤ご魔ま化かそうとフリルが多めの下着を選んでるところとか最高にかわ──パァァアンッッ!?」

「次に余計なことを言ったら……目よ？」

　お腹なかを押さえて悶もだえるリネアを、渚がにこりと笑顔で見下ろす。怖くて直視できない。

「まぁ……少し人酔いしたのは本当だけどね」

「そういえば渚ちゃん、人混み苦手だったっけ？　少し歩いたところに無人クレープ屋があったから、そこで休んできてもいいよー？」

「そう？　それじゃ悪いけど、茉まつ莉りの服選びは任せていいかしら？」

「おまかせあれーっ！　腕によりを掛けたるもんねっ！」

「はいはい。あなたのセンスだったら信用できるでしょうしね」

　苦笑しながら、渚はフロアのどこかに消えていく。

「いよぉーし……とりあえず、茉莉ちゃんは次の服を着て待っててもらえるー？」

「は、はいっ！　わかりましたっ」

「ふふーん！　気合い入れて選んでくるから楽しみにしててねーっ！」

　リネアがキラキラした表情で立ち去ってから、再び更衣室の中に引っ込む。

「なんだか、お二人の方が楽しんでる気がします……」

　くすくすと笑みを零こぼしたところで、思わず自分の頬ほおを触ってみる。

　こうして笑うのは、なんだか久々な気がした。

　笑うだけじゃない。怒ったり、喜んだりするのも、すごく久々な気がする。

　昔は当たり前のようにやっていたことが、なんだか新鮮に感じてしまう。

　普通の女の子だった時のように、自然と頬が緩んでしまう。

「あっ……リネアさんが戻って来る前に着替えないとっ！」

　ぼんやりしかけたところで、慌てて服に袖そでを通し始める。

「んと……あれ？」

　それがいけなかった。

「え？　あれ？　これってどうやって着れば──ひぅっ!?」

　背中に違和感を覚えて、なんとか首だけを動かして後ろを見る。

　変な着方をしたせいか……紐ひもが絡まってしまい、引っ張ると嫌な感触が返ってくる。

「んっ……ん、んぅ──っ!!」

　必死に背中へ手を伸ばすが、引っ掛かった部分には届かない。

「あ、あんまり動くと破けちゃいそうですし……」

　涙目になりながら、なんとかしようと必死に手を伸ばす。

　渚なぎさは店から出ているし、リネアは服を探しに行ってしまった。

　しかも今は下着姿なので探しに行くこともできない。

「せっかく渚さんがお金を出してくれたのに……弁償なんてダメですっ！」

　そう意気込んでから、再び背中に手を伸ばそうとした時──

「──何か問題が起こったか、魔法少女」

　カーテン越しに、聞き慣れた淡たん々たんとした声が聞こえてくる。

「さ、咲さく弥やさんですかっ!?　どうしてわたしがいるって──」

「お前の匂においと気配を辿たどってきた」

「理由は納なつ得とくできないですけど、この際どうでもいいですっ！」

　救いを求めるように、茉まつ莉りがカーテンから首を出すと、




　モフモフしたクマの着ぐるみがいた。




　シャーッと、無言のままカーテンを閉める。

「ハァ……ハァ、どうした魔法少女」

「そっちがどうしたって感じなんですけど!?」

「着ぐるみを着ると、マスコットになれた気がして気分が高まるんだ……ッ!!」

「わたしには着ぐるみの中で興奮する変態にしか見えないんですけどッ!?」

　カーテン越しに聞こえてくるハァハァという息いき遣づかいが余計変態チックで怖い。

　外の様子を窺うかがうように、茉莉は恐る恐るカーテンから首を出す。

　見た目がファンシーなので聞こえてくる荒あらい息遣いが怖かったが、周りの女性客はモールのスタッフだと思っているのか、特に気にしている様子はない。

「それでどうした、困惑した声が聞こえていたが」

「んと……後ろの方で服が引っ掛かっちゃったんです。自分で外そうとすると破けちゃいそうですし、渚さんたちもどこかに行ったままで……」

「ならば俺が外せば問題解決ということか」

「え……こ、更衣室に入るってことですか？」

　念のため、首だけを動かして自分の状態を確認してみる。

　下着姿の状態で服が半分脱げ掛かっている状態。

「だ、ダメですからっ！　入っちゃダメですからねっ!?」

「安心しろ、俺も風ふ呂ろ場ばの一件で学んでいる。要は見ないで外せばいいわけだ」

　そう告げた直後、熊くまの口元から藍あい鉄てつの光が生まれる。

　そして──ドゥルンッと藍鉄色の腕が口から生えてきた。

「『聖盾アルステラ』で精密作業に適するように作った腕だ」

「なんかもうグロいのを通り越してホラーです……」

「しかしこの腕は空気や音の反はん響きようによって、視覚外でお前の現状を把は握あくできる」

　見た目の気色悪さに反して高スペックらしかった。

　そして、藍鉄色の腕がヌルリとカーテンの内側に入り込む。

「ふむ。下着の三段目のホックが衣服に噛かんでいる」

「ひあっ!?　な、なんか今ヌルッってしましたよ!?」

「それは俺の手汗だ」

「なに無む駄だな機能つけてるんですかッ!!」

「ともかく一度ホックを外せ。そうすれば自分で対処できる」

「ほ、ほんとですか？　よかったぁ……」

　何事もなく済むとわかってか、茉まつ莉りが安あん堵どした時──

「──あの、お客……様でしょうか？」

　不意に声を掛けられ、顔を向けると……怪け訝げんそうな表情の女性店員が立っていた。

「そうだ。何か問題があったか？」

「問題があったというか、問題しかないと言いますか……」

　着ぐるみの中身が男とわかって、店員が困惑と共に目を細める。

「お客様。失礼ですが、こちらの方とはお知り合いでしょうか？」

「へ？　え、あ……そのっ……」

　茉莉の戸惑う姿を不審に思ったのか、店員が剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを作る。

　それを見て、茉莉が慌てて弁解しようとした時──

「俺はこの少女の護衛であり……そして、マスコットだ」

　空気を読めない着ぐるみが全すべてを台無しにした。

　カポッと被かぶり物を外し、汗だくの状態で咲さく弥やは告げる。

「故ゆえに、この着ぐるみには正当な理由がある」

「いえ……理由の有無はともかく、着ぐるみが問題でして」

「やはりか……俺も薄々気づいていたが、倫りん理り的てきな葛かつ藤とうを抱きながら着用していた」

「はぁ……左様ですか」

「しかし一般人にも指摘された以上、もう言い逃れはできないだろう」

　珍しく、咲さく弥やがあっさりと引き下がる様子を見せる。

　その言葉に茉まつ莉りと店員が安あん堵どした時──




「やはり──真のマスコットは全裸でなくてはならない」




　着ぐるみを脱ぐのと同時に、引き締まった肉体を晒さらした。

　額の汗を拭ぬぐい、一息ついてから咲弥は語る。

「俺は常つね日ひ頃ごろ思っていた……魔法少女のマスコットたちは服を着ていない。だから俺が本気でマスコットを目指すならば全裸になるしかない……と」

「常日頃から全裸になる機会を窺うかがわないでくださいッ!!」

「俺にも良心の呵か責しやくはあった。しかし一般人から指摘されてしまっては……ッ!!」

「店員さんはそんな意図で言ってませんからっ！　ほら、着ぐるみを着てくださいっ!!」

「しかし魔法少女……俺が全裸ではないから、マスコットとして認めないのだろう？」

「この場で全裸になったら今後は人として認めませんからねッ!?」

　咲弥が着ぐるみの下半身に手を掛けた瞬しゆん間かん、がばりと抱きついてその動きを止める。

　その直後──バタバタと慌ただしい足音が聞こえてくる。

「──警備の者です！　いったい何が起こったんですか!?」

「き、着ぐるみの男が『マスコットになる』と叫さけびながら服を脱ぎ始めて……ッ!!」

「いや本当に何が起こってるんですか!?」

　店員が通報したのか、駆け付けた警備員たちの困惑する声が聞こえてくる。

「そこの女の子ッ！　危ないからその男から離れなさいッ!!」

「わたしが離れたらこの人が全裸になっちゃうんですってばぁッ!!」

「君こそ半裸で何を言っているんだ!?」

「わたしにもわかんないんですよぉおおおお……ッ!!」

　下着姿のまま、茉莉は泣きながら咲弥を押さえつけようとする。

　結局、騒ぎに気付いた渚なぎさたちが来るまで二人は半裸のままだった。
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　警備員に取り押さえられた咲弥が奏かな海みの関係者であることを明かし、渚が懇切丁寧に謝罪を重ねたところで……ようやく咲弥たちは警備員たちから解放された。

「はぁ……奏海の関係者が変質者として捕まるって……」

「ははっ……わたしなんて半裸どころか、パンツだけだから九割裸ですよ……」

「俺は……真のマスコットにはなれなかった……ッ」

「咲さく弥やくん、あたしが言うのもなんだけどちゃんと反省しようね？」

　モールの外にある広場で、四人はベンチに腰掛けながらうなだれていた。

　事情説明や謝罪などのせいで、既すでにとっぷりと陽ひが暮れている。

「まったく……誰だれかさんのせいで食事も取れなかったわね」

「……モール内、散策させてくれるって言ったのにできませんでした」

「日常とか言ってたわりに、咲弥くんが全力でぶっ壊してったねー」

「……今回については、俺も申し訳ないと思っている」

　茉まつ莉りと渚なぎさからジトリと視線を向けられ、渋面と共に謝罪の言葉を口にする。

　そして、重い空気を払ふつ拭しよくするようにリネアがパンッと手を叩たたいた。

「ま、咲弥くんも謝ったし、今日はお開きにしよっか！　別に集まれるのは今日だけじゃないんだし、次は改めて千ち紗さちゃんと一緒に来れるって考えればいいしねっ！」

「えと……次、ですか？」

「うんうんっ！　別に今日だけってわけじゃないんだしねーっ！　学園帰りとかにみんなでショッピングしたり、ファミレス行ったり、ボウリングしたりとかさ！」

　ぐーっと背を伸ばしながら、リネアはにぱりと笑う。

　その笑顔を……茉莉は呆ほうけながら眺めていた。

「ほいじゃ、あたしはそろそろ帰るかなーっ！　セージくんが帰ってくる前に、とびっきりのサプライズを用意しないといけないしねっ！」

「……リネア、あなた何を用意するつもりなの？」

「そりゃもちろん婚姻届だよっ！」

「目の前でくしゃくしゃに丸めて捨てられそうね」

「前回がそのパターンだったから、今回の婚姻届はラミネート加工済さッ！」

　ふふん、とリネアが自信満々に豊かな胸を反らす。

「そんじゃ、また今度──」

「あのっ……リネアさん！」

　立ち上がり、踵きびすを返そうとしたリネアを呼び止める。

「わたし、あまり誰かと遊んだことなくて……その、すごく楽しかったですっ」

　ぺこりと頭を下げてから、照れくさそうに笑う。

　溌はつ剌らつとした、無む邪じや気きな笑顔。

「だから……また、学園でお会いしましょうね！」

　そんな茉莉の返答を聞いて──リネアは一いつ瞬しゆん驚いた表情を浮かべる。

　そして、にぱりと能天気な笑顔を作った。

「うんうんっ！　そんじゃ今度は学園でねっ！」

「はいっ！　また今度……ですっ！」

　別れの挨あい拶さつを交わしてから、リネアはぱたぱたと手を振りながら走り去っていく。

　その背中が見えなくなるまで、茉まつ莉りも手を振り続けていた。

「なんだか上う手まく言えないですけど、いいですね」

　不意に、茉莉がぽつりと呟つぶやく。

「友達にバイバイって、またねって……以前は何気なく言っていた言葉ですけど、こんなに嬉うれしくて、安心できることだなんて思ってもいませんでした」

　以前のように、一人で在あろうとした茉莉には言えなかった言葉。

「それが……お前に必要な『日常』だ。そして俺たち守護者ユーステイカが守るべきものであり、我々が持つ力を振るうに値する大切なものである」

　静かに語る咲さく弥やの様子に……茉莉も大きく頷うなずく。

「わたし……頑張ります。ちゃんと強くなって、失敗しながらでも、自分と色んな人たちの日常を守れるように……守護者として頑張りますっ！」

　以前のような気負った言葉ではない。

　どこか憑つき物が落ちたような言葉。

「だから……お二人とも、今後ともよろしくお願いしますっ！」

　ぺこりと頭を下げた茉莉を見て、二人は口元に笑みを作る。

「むしろ、こちらの無茶に付き合ってくれてありがとうね」

「無茶とは咲弥さんの行動に付き合うことでしょうか……？」

「九割はそうだと捉とらえてもらって構わないわ」

「それでは残り一割に全力を注がせてもらいますっ！」

「うむ。何事にも全力で取り組む姿勢は良いことだ」

　二人からジトリと視線を向けられるが、咲弥は気にせず続ける。

　取り留めのない会話をしながら帰路についていた時、咲弥はＳＩＦシフで時間を確認する。

「さて……時間も頃合いだ。そろそろ移動するとしよう」

「移動？　買い物は終わりましたし、これからお家うちに帰るんじゃないんですか？」

　きょとんと茉莉が不思議そうに首を傾かしげる。

「その様子からして、お前は余計なことを忘れて今日を過ごせたと見える。ならば守護者の力も一時的に回復したと見ていい」

「咲弥さんの騒動でそれどころじゃなかったのが正しいです」

「ともかく力が戻ったのなら、魔法少女には守護者の役目を全まつとうしてもらう」

　その意味を察して、茉莉がきゅっと口元を引き締める。

「それと渚なぎさ、お前には下準備を頼みたい」

「下準備って……ああ、さっき来てたメールってそれに関すること？」

「そうだ。メールに記した物をお前の力で長野県山中にありったけぶち撒まけておけ。今から行えばちょうど間に合うだろう」

「それはできるけど……長野県の山中って、鷹たか峰みねが潜伏しているところよね？」

「うむ。先ほど軍事衛星で周囲を爆ばく撃げきしたので散布は容易のはずだ」

「勝手にうちの衛星使って山を丸裸にしてんじゃないわよ……ッ!!」

　ギリギリと首を絞められながらも、咲さく弥やは素知らぬ顔でＳＩＦシフをいじる。

「近場に手頃な実験場があるな。ここなら人目もないので問題ないだろう」

「往来で着ぐるみ着る人が人目を気にするとは予想外でした」

「俺ではなく魔法少女が気にすると思ってな。それでは行くぞ」

「行くのは構いませんけど……えと、結局なにをするんですか？」

「決まっている。俺はマスコットだぞ？」

「なんか咲弥さんが自分をマスコットだと思い込む哀あわれな人に見えてきました」

「思い込みは時として真実となる。そうではなく、マスコットは魔法少女に対して重要なものを授さずける役目があるだろう」

　そう告げてから、咲弥は淡たん々たんと告げる。

「俺がお前に……魔法の使い方を授けてやろう」
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　保安都市の各所には実験場が設けられている。

　多くの場合は都市内の生活圏内で実地試験が行われるが、その以前の段階である安全テスト、不具合確認などは実験場で行われることが多い。

　そんないくつもある実験場の一つで……二人は向かい合っていた。




「──ということで、魔法少女には呪じゆ文もんが必要だ！」




　そう吼ほえる咲弥に対して、生温かい視線が向けられる。

「咲弥さん？　そういうのはもう卒業しましょうね？」

「まぁ待て、これは守護者ユーステイカにとって大切なものだ」

「えと……前にもチラっと聞きましたけど、ちゃんと意味あるんですか？」

「無論だ。守護者の力を扱う際には自身のイメージが重要になる。それを即座に引き出す文言や銘めいの有無によって、技法の精度が大きく変わってくる」

　ふざけた内容のわりに、咲弥は真面目まじめな調子で語る。

「俺が主に使っている《破は走ばしり》《山掴つかみ》《虚うろ断だち》などは、『聖盾アルステラ』を複数に展開、変形させている。それらを使う度にイメージしていては生成に遅延が生じるため、決められた文言によって即座にイメージを固着しなくてはいけない」

「んと……つまり、ぱっと技が出せるキーワードみたいな感じですか？」

「その認識で正しい。お前は魔法少女なので呪じゆ文もんということになる」

「いやどっちでもいいですけど……でも、そんなのすぐ思いつきませんよ？」

「ふむ。それでは仮に俺の《虚うろ断だち》を魔法少女風にアレンジするならば──」

　そう言って咲さく弥やは思案してから──

「マジカルデスソードだ」

「魔法少女の技名に『デス』とか付けないでください!!」

「文字間に☆を付ければそれっぽくなるだろう？」

「どちらにせよ却きやつ下かですっ！　あとマジカル禁止っ！」

「注文が多いな……では、次は他の案で考えてみよう」

　そして、天てん啓けいを得たように咲弥がハッと顔を上げる。

「ギガブレイクボムズ……だな！」

「その濁だく音おんまみれの技名から何を放てばいいんですか!?」

「なんかいい感じに爆発する物を放ほうっておけ」

「わかりませんよ！　わたしにはその言葉から何も想像できませんよっ!!」

　崩くずれ落ちる茉まつ莉りを他よ所そに、咲弥は淡たん々たんと言う。

「俺の考えたものが合わないのならば、やはり自分で考えた方がいい。実際にやってみる内にイメージを固定する言葉が出てきたりするからな」

「それを最初に言ってください……」

　疲れた様子で言葉を返してから、茉莉はぽんぽんとスカートの埃ほこりを払う。

「ともかく一度実践してみろ。俺が言うイメージに沿って『聖盾アルステラ』を組め」

「は、はいっ！　やってみますっ！」

　杖つえを握り締めた茉莉を見てから、咲弥は淡々と言葉を紡つむぐ。

「『聖盾』で周囲を囲め。外敵を排除し、内部にいる存在を──塵ちり一つ残さず閉じ込めろ」

　目を閉じ、咲弥の言葉に意識を傾け、その光景をイメージしていく。

　その直後──桃もも色いろの光が、茉莉を中心に大きく広がった。

　どこまでも、その光は膨れ上がっていく。

「……囲んでいて、入れなくて、出れないもの……っ」

　イメージを固定するために小さく呟つぶやく。

　それによって、少しずつ光に変化が生まれ始めた。

　球状に広がっていた光が動き、内側の壁から光帯が伸び始める。

　しかし光帯は迷うように揺れており、その輪郭を定かにしていない。

　その様子を見て──茉莉はあるイメージを思い浮かべた。

「────《いばら姫》」

　そう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、光の動きが加速した。

　茉まつ莉りのイメージを再現するように、複雑かつ精せい緻ちな造形を作り上げていく。

『聖盾アルステラ』によって織り上げられた──茨いばらの城。

　そこには一分の隙すき間ますらなく、外界と内部を完全に遮断している。

「これは……見事だな」

　その光景を眺めながら、咲さく弥やが感嘆の言葉を漏らす。

「こ、これで大丈夫ですか？」

「むしろ完かん璧ぺきに近い。鷹たか峰みねとの戦闘で俺の《破は走ばしり》を真ま似ねていたので、一定の成果は得られると思っていたが……これほど精緻にイメージを具現化できるとは」

　茉莉が生み出した茨の城は茨の一本、そして城壁に至るまで細かく具現化している。

　数多あまたの守護者とその力を見てきた咲弥ですら、驚嘆に値するものであった。

「お前が思い浮かべたのは、童話の茨姫か？」

「えと、童話とか絵本が昔から好きで、いばら姫にそんなお城があったなぁって」

「童話に絵本か……なるほど」

　茉莉の言葉を聞いて、咲弥は納得したように頷うなずく。

「お前が守護者ユーステイカに選ばれたのは五年前。つまりその精神年齢は十歳ということだ」

「……ここは怒るところですよね？」

「だが、それこそがお前の強みという話だ」

　きょとんとしている茉莉に、咲弥は補足を加える。

「守護者の力は精神面だけでなく、感受性や想像力にも左右される。取り分け幼心というものはそれらに優れているものだ」

「んと……子供の頃に、お化けを信じちゃうとかですか？」

「それに近い。風や軋きしみなどの音を受けて、実在しない霊れいの存在を仔し細さいに想起する。それを守護者の力に当てはめた場合、強力かつ精緻な具現化が行えるということだろう」

　子供の頃の記憶、イメージ、経験などは本人の知らぬところで根強く残る。

　そして茉莉は童話の絵本から、茨の城という存在を想起して具現化させた。

「そう考えれば諸々に納得できる。子供は身近な人間を模も倣ほうして成長するからな」

「……そんなに子供子供って言わないでくださいよ」

　茉莉がぷくりと頬ほおを膨ふくらませたところで、咲弥はその頭をぽんと叩たたく。

「何も悪いことじゃない。日常を捨てて覇は具ぐを追い続けたことで精神の成長が停てい滞たいしたのだろうが、そのおかげでこうして力を得たとも言える」

「…………えっと？」

「お前が過ごした五年は無む駄だじゃなかったということだ」

　咲さく弥やが告げた瞬間、　茉まつ莉りは安あん堵どするように表情を綻ほころばせる。

「いっぱい失敗したけど……わたしがやってきたことは、無駄じゃなかったんですね」

　五年間、失敗を積み重ねてきたという悔恨。

　しかし、それでも続けてきたことに意味があった。

「どうだ。俺はお前がやってきたことを、ちゃんと理解しているだろう」

「なんかついさっき知った風でしたけど、ありがとうございますっ」

　茉莉が子供のように無む邪じや気きな笑みを作ったところで、咲弥は改めて茨いばらの城を見る。

「さて、これについては《いばら姫》という銘でいいだろう。できれば発動前に『深しん淵えんなる闇やみから出いでし茨の監かん獄ごくよ……』といった呪じゆ文もんも頼みたいところだが」

「なんで咲弥さんからはおどろおどろしい呪文ばっかり出るんですか……」

　先ほどのやり取りを思い返したところで、茉莉はふと気になったことを口にした。

「そういえば、咲弥さんの《虚うろ断だち》とかって誰だれが付けたんですか？」

「俺が付けたとは思わないのか？」

「あのゴミを寄せ集めたようなネーミングセンスではあり得ないと思ったので」

「釈然としないが、たしかに銘を付けたのは俺ではない」

　一いつ瞬しゆん、表情を歪ゆがめてから咲弥は答える。

「俺が使う銘は……父が、出来損ないだった俺のために付けてくれたものだ」

　その言葉を聞いて、茉莉はためらいながらも尋ねる。

「その、咲弥さんのお父さんのこと……訊きいてもいいですか？」

「天あま音ね一門における汚点、恥、ゴミや吐と瀉しや物ぶつにも劣るクソ野郎だ」

「すらすらと罵ば倒とうしましたね……」

「当然の評価だ。覇は具ぐを奪っただけでなく、天音一門に属する多くの人間を殺し、あまつさえ『終しゆう末まつ災さい』によって世界を危機に陥おとしいれたのだからな」

　そう語ってから……咲弥は、ゆっくりと力無く俯うつむく。

「だが……そうだとしても、俺にとって天音拓たく真まは確かに父だったんだ」

　拳こぶしを握りしめ、残された父への情愛を絞り出すように言う。

「俺は子供の頃から独特の価値観と感性を持っていたせいか、守護者ユーステイカの力をまともに使えなかった。守護者の使命にも疎うとく、天音家では出来損ない扱いだった」

　守護者の力は感受性や想像力などによって大きく左右される。

　咲弥は幼少の頃から既に常人とは違ちがう考えを持っていたせいか、天音家の中では爪つま弾はじきにされていた。そこには『征覇者レガント』の血縁者という出自もあったのだろう。

　その中でただ一人、理解を示してくれたのが父親だった。

「父は俺のことを理解して、俺が能力を扱えるように専用の銘を与えてくれた。他にも自身の在あり方や守護者の力を何のために振るうのか……多くのことを教えてくれた」

　咲さく弥やにとって父は肉親というだけではなく、初めての理解者であった。

　だからこそ咲弥も父のことを尊敬していた。

　だからこそ……咲弥は父のことを許せなかった。

「五年前、俺たち天あま音ね一門は半数の覇は具ぐを永久に破棄できるはずだった」

　天音一門は『征覇者レガント』の死後、覇具を回収して破棄する計画を進めていた。

　守護者である天音家と、その力の一部を継いだ六ろつ家けの者たち。

　世界を正しく導くために、天音一門は覇具の破棄を目標としていた。

「だが、守護者ユーステイカの力を持つ天音一門の者たちでも覇具の回収は容易ではなかった。たった一つの覇具を回収するために、多くの犠ぎ牲せいを払う時もあった」

　その犠牲が公おおやけになることはない。

　それでも、天音一門の人間は命を賭として覇具を回収し続けてきた。

　世界を善い方向へ、正しく導くため、その使命を果たすために。

「その想おもいを……俺の父は全すべて踏みにじったんだ」

　淡たん々たんと、どこまでも悲しげに咲弥は語る。

「父は覇具を破棄する直前、その場にいた人間を殺し尽くし、回収していた半数の覇具を全て奪い……協力者たちと共に『終しゆう末まつ災さい』を起こした」

　当時の惨状を思い返し、犠牲となった人間の無念を想い描えがく。

　咲弥は父の言葉を疑うことなく、その言葉を信じて尽力していた。

　咲弥だけではない、多くの人間がそれを信じて行動して命を賭した。

　しかし、その想いは踏みにじられた。

　父……天音拓たく真まは覇具の力に魅せられ、狂わされ、覇具を奪い去った。

「これが世界を未み曾ぞ有うの危機に陥おとしいれた『終末災』の真実だ」

　自じ嘲ちよう気味に笑う咲弥を見て、茉まつ莉りはなんとか言葉を絞り出す。

「それで……天音一門の人たちは、どうなったんですか？」

「首謀者である天音拓真の手によって、天音家の人間は全員殺害された。追従していた六家の人間も数多く殺され、奏かな海みを除いて散り散りになっている」

　そう咲弥が語ったところで、茉莉は違和感を覚えた。

「全員、殺されたって……でも、咲弥さんは生きてるじゃないですか」

「いいや、天音家の人間は誰だれ一人として残らず死んだ──」

　そう答えてから、咲弥は告げる。




「その死者には、天音咲弥という人間も含まれている」




　どこまでも淡々とした様子で、咲弥は言葉を続ける。

「言っただろう。俺はある時期に聖せい装そうと『聖盾アルステラ』以外の能力を失ったと。それは俺が一度死んだことが原因となっている」

「で、でもっ！　今だってこうして話せてるじゃないですか！」

　咲さく弥やの存在を確かめるように、茉まつ莉りがその身体からだをぎゅっと掴つかむ。

「だが、俺は間違いなく一度死んだ。それも父親の手で直接殺されている」

　ゆっくりと力が抜けると共に、魂たましいが肉体から離れていく感覚。

　覇は具ぐを持つ父親が、倒れ伏す咲弥を見下ろしている光景。

　その光景を、咲弥は一度も忘れたことはない。

「だが……俺は天あま音ね一門の者たちによって生かされた」

　本来ならば、咲弥も同胞たちと共に死ぬはずだった。

　しかし天音一門の者たちが殺されたことで、咲弥は再び生を得た。

「当時、あの場では天音一門という守護者ユーステイカの力を持った人間が数多く死んだ。数えきれないほどの人間が死んだ。それによって……行き場を失った力が溢あふれ返った」

　守護者は死と同時に、神から賜たまわった超常的な力を失う。

　魂が抜けるように、水が蒸発するように、その力は天へと還かえっていく。

　しかし天音拓たく真まの凶行によって、一時的に力が飽和した状況が生み出された。

「俺は父と対たい峙じし、守護者としての力を完全に使い果たした。そんな空っぽの身体に、還るはずだった力が流れ込んだことで再び生を得たと俺は考えている」

　死ぬはずだった運命から、再び生を得た身。

　そんな自身の右手を見つめてから、咲弥は軽く目を伏せる。

「そして……俺はその時、確かに目にしたんだ」

　死という暗がりから引き上げてくれた存在。

　再び生を得た後、自身が為なすべき道を示してくれた存在。

「かわいらしい魔法少女が……俺に笑い掛けてくれる姿を……ッ!!」

「そこで咲弥さんの頭はおかしくなったんですね」

「たしかに俺の頭はおかしいが、俺が魔法少女にこだわる理由とは別だ。そう、まだ渚なぎさが五歳の時、一緒に見た魔法少女のアニメで──」

「えぇ……まだ他にもあるんですか？」

「そう嫌そうな顔をするな。俺にとっては自身を形成する大切なものなんだ」

　そう、珍しく表情を緩めながら言う。

「ともかく、その姿を見てピンときた俺は魔法少女に世界征せい服ふくしてもらおうと考えた」

「どこを拗こじらせたらそんな考えになるんですかっ!?」

「かなり要約したが、つまり父への意趣返しだ。何を企たくらんでるかは知らないが、魔法少女なんてふざけた存在に計画を阻止されたら奴への精神ダメージは計り知れないだろう？」

　覇は具ぐを奪って何かを企たくらんでいたというのに、いきなり魔法少女とかいう存在に何もかもブチ壊しにされたら……たしかに、なんとも言えない気分になるだろう。

「守護者ユーステイカの使命など俺にとっては関係ない。魔法少女に計画を阻止されて、呆ぼう然ぜんとしている父に向かって『ざまあみろ』と言うことしか考えていない」

　そんな子供じみた目的。

　しかし、茉まつ莉りはその目的がふざけたものだとは思わない。

　同胞である天あま音ね一門の仲間たちを殺され、自身も一度は殺された。

　犠ぎ牲せいとなった人々の想おもいを踏みにじられた。

　それでもなお……咲さく弥やは父への情を捨てきれず、復ふく讐しゆうを選ばなかった。

　そう思うに至るまでのことを考えれば、ふざけているとは言えなかった。

　だからこそ──

「──任せてください。わたしが悪い人たちをギャフンと言わせてみせます」

　力強く、咲弥に向けて拳こぶしを突き出す。

「ああ……期待しているぞ、魔法少女」

　互いに笑みを浮かべながら、拳を突き合わせた。

「さて、無駄話で時間を浪費したが、短時間で《いばら姫》が完成したのは幸いだ」

「はいっ！　咲弥さんが一緒に戦ってくれたら怖いものなしですっ！」

「俺は後ろで応援しているだけだが？」

「だから、どうして一緒に戦ってくれないんですかぁぁぁぁ……っ」

「前にも言っただろう。俺では力を抑えても瞬しゆん殺さつしてしまうし、それではお前の守護者としての経験値が貯たまらない。その他にも俺が参戦できない理由はある」

「……え、他にもあったんですか？」

　妙なこだわりだけだと思っていたのか、茉莉が目を丸くする。

「俺の父は回収した覇具を全すべて奪った人間だ。その息子むすこである俺が覇具所有者と対たい峙じして覇具を手に入れたら、他者からはどのように見える？」

　なんとなく理由を察したのか、茉莉が複雑な表情を作る。

　仮に咲弥が覇具を手にすれば、「天音拓たく真まと通じているのではないか」と疑念を抱く人間が出てくる。それは天音一門に属する人間も同様だ。

「だからこそ、俺たちは第三者……つまり魔法少女に回収を行わせ、俺たちはその戦闘を支援する程度に留とどめなくてはいけない。なので覇具との戦闘は護衛の対象外だ」

「……咲弥さん、今まで護衛してましたっけ？」

　今までのことを思い返し、茉莉がジトりと視線を向けてくる。

「いきなりわたしのパンツを上げたり、お風ふ呂ろに入ってきたり、わたしの制服姿に興奮したり、ベッドの中に首を突っ込んできたり、全裸になろうとしたり……」

「それはどこの変態だ？」

「わたしの目の前にいる変態ですよっ！」

　改めて指摘されたことで、咲さく弥やが眉まゆ根ねを寄せて考え込む。

「護衛として不信を抱かれるのは好ましくないが、しかし……いや、過去の魔法少女作品には、マスコットが自身の封ふう印いんを解いて戦うシーンが存在していたか……ッ!?」

「咲弥さんにとって一番の問題ってそこだったんですね……」

「俺は魔法少女至上主義なのでな。それと、所々の問題を解決できる策もある。今回は戦闘指導ということで、俺が直接対たい峙じしても構わない」

「ほ、ほんとですか？　ちゃんと戦ってくれるんですか？」

「今回は特別だが、今後は期待しないようにな。もし他の組織……特に『再生の樹レプロダクト』に目を付けられたら、俺たちの活動に支障が出る可能性もある」

「え？　でも……『再生の樹』って、鹿か島しま先生のいるところですよね？」

「鹿島教授個人はともかく、組織が一枚岩とは限らないということだ」

　そう答えてから、咲弥は軽く頭を振る。

「ともかく、今回の件は特別にマスコットのサクヤくんが対処しよう」

「それはそれで不本意ですけど……えと、わたしは何をすればいいんですか？」

「お前には奴やつが逃にげられないように《いばら姫》を張ってもらう。その中で武装した俺が一対一で戦い、奴と【不[image: ]天輪メテルクロード】を打倒する手て筈はずだ」

「だ、大丈夫なんですか？　相手は覇は具ぐなんですよ？」

　先日だけでなく、茉まつ莉りは何度も覇具の力を目の当たりにしている。

　だからこそ、咲弥がどれほどの危険に晒さらされるか理解できる。

「まぁ、適当にやればなんとかなるだろう」

「そんな軽いノリで相手にするものじゃないですからっ!!」

「覇具とて所しよ詮せんは道具だ。使い手が弱ければ相対的に能力も下がる。『終しゆう末まつ災さい』のように覇具が暴走した場合は脅威と言えるが、そうでないなら対処は容易だ」

　そう語る咲弥に虚勢は見られない。

「さて、準備が終わった頃合いだ。鷹たか峰みねの潜伏先に乗り込むとしよう」

「そ、それって瞬間移動するってことですか？」

「多少力が戻ったとはいえ、『位相転移デイストールド』による移動は消しよう耗もうが激しい。なので……ここは専門家に任せるのが一番だろう」

　そして──パチン、と指を打ち鳴らした。

「さぁ……今こそ奏かな海み渚なぎさの真の力を見せつけるがいい！」

「……いや、真の力も何も日常的に使ってるんだけど」

　呼びかけの直後、くぱりと空間が裂け、そこから渚がひょこりと姿を現した。

「まったく……変な粉と薬を撒まきに行かされた上に、奏かな海みの重じゆう鎮ちんをタクシー代わりに呼びつけないでもらえるかしら？」

「実に良い働きぶりだ。渚なぎさには『次元の魔ま女じよ』という二つ名をやろう」

「いらないわよ。というか……茉まつ莉りは魔法少女なのに私は魔女なのね」

「お前は魔女のように老ろう獪かいな雰ふん囲い気きがあるからな」

「十五の乙女おとめに老獪とか言わないでもらえるかしらねぇ……!?」

　額に青筋を浮かべながら、渚がにっこりと笑った瞬間、

　咲さく弥やと茉莉の足あし下もとで、ぱかりと大穴が空いた。

「────へ？」

　茉莉の間ま抜ぬけな声と同時に、その身体からだが瑠る璃り色の輝きを放つ大穴に吸い込まれる。

「ひああああああああああああっっ!?」

　絶ぜつ叫きようを上げて瑠璃色の空間を落下する中、同様に落下している咲弥が言う。

「魔法少女、今の内に変身だッ！」

「へ？　え？　変身というかこれ落ちていて大丈夫なんですか!?」

「ここは渚が『位相転移デイストールド』によって作り上げた異空間だ。距離を無視したワープホールであり、この先は鷹たか峰みねが潜伏する長野県山中に繋つながっている」

　この先に倒すべき悪がいる……それを認識して茉莉は力強く頷うなずく。

「はいっ！　それでは変身を──」

「いや待て、その前に魔法少女の変身について物申したい」

　スチャリとカメラを構えながら、咲弥が横やりを入れてくる。

「魔法少女の変身には一分ほど時間を掛けて行うべきだ。まずは全身の服をパージさせた後、桃もも色いろの光で大事な部分を覆おおい隠かくし、部位ごとに少しずつ顕けん現げんさせるのが──」

「あーはいはい変身しますねー」

「待てッ！　これは重要な場面なんだッ！　尺の都合を考えろッ!!　わかった、一度だけでいい。一度だけ変身シーンを撮ったら、後はそれを使い回すので問題ないッ!!　そして魔法少女マジカル☆まつりとしてアニメなどメディア展開を行う予定なんだッ!!」

「なんか動画流すより大規模になってませんか!?　そ、それになんかこう……そういうのって深夜にやってるえっちぃアニメでしょう絶対っ!!」

「深夜枠わくだからエロいという偏へん見けんは間違っている。放送枠の問題、視聴層の限定、様々な理由があるだけでなく、近年では番組公式サイトによるネット視聴が主流で──」

「あーもうっ！　咲弥さんは今から戦うんですからおとなしくしててくださいっ!!」

　なんとも締まらない調子のまま、二人は瑠璃色の空間をゆっくりと降りていった。





●四章　【不[image: ]天輪メテルクロード】と世界の悪







　雲一つない満月の空。

　山中には人はおろか動物の気配すらなく、鬱うつ蒼そうとした木々の葉擦れが聞こえてくる。

　唯一、人の気配があるのは山中にひっそりと建つ時代錯誤な屋敷内のみ。

　屋敷内は夜よ闇やみに包まれており、部屋にある蝋ろう燭そくが静かに燃えている。

　その一室で……鷹たか峰みねは気分を落ち着かせるように深く紫し煙えんを吸いこむ。

　それでも、気分が落ち着くことはない。

　無意識の内に書斎机の上に置いた足を揺らし、その度に置かれているガラス細工の灰皿がコツコツと音を立てて揺れている。

「……こんなはずではなかった」

　ずっと頭の中で繰り返されている言葉を、つい口にしてしまう。

　財閥として政財界の中心に君臨し、解体後も企業グループとして事業を拡大し続けたという輝かしい実績を持つ由緒ある鷹峰の家柄。

　それが今では見る影もない。

　鷹峰グループが参入した事業は奏かな海みグループに侵食されていくように奪われ、要としていた鉱業といくつかの事業を除き、全すべて撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。

　だからこそ、無能な父を陥れて自らグループを率いることを決めた。

　しかし、結果は改善されるどころか悪化の一途を辿たどった。

「────クソがッ!!」

　苛いら立だちと共に机を蹴けり叩たたき、跳ね上がった灰皿が音を立てて転がり落ちる。

　醜しゆう態たいを晒さらしたところで……この屋敷には既に誰だれもいない。

　先刻から起こった爆撃。

　周囲の山々を抉えぐる音を聞いて、屋敷に待機していた人間は逃げ出してしまった。

　覇は具ぐがあると言い聞かせても、誰一人としてこの場には残らなかった。

　誰一人として鷹峰に従う者はおらず、鷹峰の傍そばに残ることはなかった。

　その事実がまた、鷹峰の精神を逆なでする。

「奏海さえ……奏海の奴やつらさえ、いなければ……ッ！」

　奏海グループ……その存在が全ての元凶だった。

　鷹峰の一歩先へ行くかのように立ち塞ふさがり、失敗を幾度となく繰り返した。

　そして後が無くなった時──鷹峰は覇具を手に入れた。

　全てを覆くつがえす力を秘めた覇具。

　ある男から伝えられた、【不[image: ]天輪】と呼ばれる覇具。

　かつて『征覇者レガント』は【不[image: ]天輪メテルクロード】を用いることであらゆる物質を生成し、金の採さい掘くつ権で争っていた企業に山ほどの金きん塊かいと稀き少しよう金属を送りつけて嘲あざ笑わらったとされる。

　だからこそ、鷹たか峰みねは【不[image: ]天輪】を求めて手に入れた。

　元の所有者であった資産家の息子を誘拐し、金を持ってきた妻を殺し、泣きながら懇願する資産家の男を崖がけから蹴け落として手に入れた。

　覇は具ぐを手に入れたことで、鷹峰は再び過去の栄光を取り戻すはずだった。

「…………クソが」

　だというのに、やはり上う手まくいかない。

　覇具で行えたのは蒼そう炎えんを自在に操あやつることと、物質を流体に融ゆう解かいさせて操る程度。

　だからこそ、魔法少女という眉まゆ唾つばな存在に目をつけた。

　守護者ユーステイカと覇具の関連性を見出いだし、【不[image: ]天輪】の力を引き出そうと考えた。

　それもやはり、上手くいかなかった。

　魔法少女を呼び寄せるため、そして奏かな海みに対する私し怨えんを晴らすために保安都市を襲撃したが……妙な男に邪魔をされ、情報を得る前に撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。

　しかも覇具によって破壊した都市は健在で、襲撃はただの事故として処理されている。

　鷹峰の思い描えがいていた目もく論ろ見みは何一つとして叶かなわない。

　その元凶と言える男の姿を思い返す。

　淡たん々たんとした無機質な表情に、抑揚のない声音。

「なぜ……天あま音ねの人間が生き残っている」

　五年前の『終しゆう末まつ災さい』の真実について、鷹峰はある筋から情報を得ていた。

　覇具を奪った天音拓たく真まを除き、天音家の人間は全すべて殺された。

　他でもない……覇具を奪った人間から聞かされた。

　天音家という裏の首しゆ魁かいが瓦が解かいした今、世界の主導権を握ることができる。

　しかし、あの男が生き残っていたことから目論見は崩れた。

　どうしてここまで狂ってしまったのか。

　どこから自分の人生は狂ってしまったのか。

　狂気と焦燥が渦巻く中、紫し煙えんを吐いて気分を落ち着かせる。

「まだ……まだ、終わるわけにはいかない」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやき、右手に輝く指輪に視線を向ける。

　たとえどのような状況に陥っても、覇具さえあれば終わりはない。

　終わりなどあるはずがない──

「──夜分遅くに失礼する。鷹峰修しゆう一いち」

　たった一度、しかし耳に残る淡々とした声が響ひびき渡る。

「誰だれもいないので勝手に邪魔させてもらった。どうやら先の衛星爆撃で逃げ出したようだが……ここまでくると、貴様に憐れん憫びんすら感じるほどだ」

　その言葉を聞き、鷹たか峰みねはゆっくりと顔を上げ──そして、硬直した。

　カチャリ、と目の前の男が銃口を向けてくる。

「そんな哀あわれな貴様に──三み毛け猫ねこさまが幸運を運びに来たぞ」

　猫の着ぐるみを着た仏頂面の男が、そんなふざけた言葉をのたまった。





　　　◇






　咲さく弥やがドアを開け放つと、そこには横おう柄へいな態度で椅い子すに座すわる鷹峰の姿があった。

　そして、紫し煙えんをくゆらせたまま硬直している。

「ずいぶんと間ま抜ぬけな面だな、鷹峰修しゆう一いち」

「……少なくとも、今の君には言われたくないがね」

　軽い頭痛を覚えながら、鷹峰は改めて咲弥の姿を見る。

　ファンシーな猫の着ぐるみ。

　しかし着ている人間が仏頂面の男であるため、シュールを通り越してホラーだ。

「……君は、ふざけているのか？」

「真面目まじめにふざけているというのが正しい。第三者に正体がバレると困るので、この格好ならば正体を判別するのは困難だと判断した」

　格好こそふざけているが、咲弥からは重い殺気が漂っている。

　警戒する鷹峰を見て、咲弥は小こ馬ば鹿かにするように顎あごをしゃくった。

「覇は具ぐがあるというのに、ずいぶんと余裕がないではないか。雰ふん囲い気きから所作に至るまで、焦りや恐怖といった感情がにじみ出ている。もはや笑えるほどだ」

「ハッ……亡ぼう霊れいでも笑うことがあるのかね？」

「笑うとも。貴様と違って余裕があるのでな」

　拳けん銃じゆうを鷹峰の額に合わせながら咲弥は告げる。

「さて、月並みな要求だが覇具をこちらに渡してもらおう」

「……馬鹿なことを言う。こちらはもう後戻りはできないのだよ」

　ゆっくりと、鷹峰は椅子から重い腰を上げる。

「【不[image: ]天輪メテルクロード】を手に入れるために……多くの犠牲を払った」

　口こう唇しんを吊つり上げ、鷹峰は邪悪な笑みを浮かべて見せる。

「実験の結果は最低だが、光景としては素晴らしい眺めだったよ。泣きながら命いのち乞ごいをして溶けていく……そんな人間たちを見れば心躍るというものだ」

「貴様の悪趣味に付き合うつもりはない。それに俺は言ったはずだ」

　手にしていた銃を、咲弥は軽い所作で放ほうり投げ──

「──貴様は所しよ詮せん、魔法少女を成長させる踏み台でしかないと」

　鷹たか峰みねが銃を目で追った瞬間、咲さく弥やは袖そでから球体を取り出して地面に叩たたきつけた。

　衝撃によって球体が弾はじけ──中身の粉末が室内に広がっていく。

　視界がうっすらと白みかかったのを見て、鷹峰は鼻で笑った。

「ハッ！　大口を叩いた割に、小細工の煙で目くらましかッ！」

　吼ほえるように叫さけび、周囲を融解させようと右手を振りかざす。

【不[image: ]天輪メテルクロード】から生まれる青灰色の光。

　屋敷全体が流体へ変へん貌ぼうし、融解物が咲弥の身体からだを押し潰つぶし──

「────な、」

　短い音が、鷹峰の喉のどから発せられた。

　流体へと変わるはずだった屋敷。

　しかし──鷹峰が想定していた結果は起こらなかった。

「──大口を叩いたわりに、粗末な結果だったな」

　間合いを詰めていた咲弥はそう呟つぶやき──鷹峰の上半身に、渾こん身しんの蹴けりを入れる。

「かッ…………ァ!?」

　肺の空気が押し出され、肋ろつ骨こつが折れる音と共に鷹峰の身体が宙を舞った。

　勢いのまま窓ガラスを突き破り、受け身すら取れずに地面の上を転がる。

「安心しろ。超手加減した蹴りだ。殺せば後で何を言われるかわからないのでな」

　破壊した窓を跨またぎ、咲弥はゆっくりと歩み寄ってくる。

「は……なぜだッ……なぜ、私の【不[image: ]天輪】の力が働かないッ!?」

　再び【不[image: ]天輪】の力を発動させるが、結果は変わらない。

　地面も、草木も、屋敷も……虫食いのように一部が融解するだけだった。

　その結果を見て、鷹峰はある可能性に辿たどり着いた。

「そうか……あの女に、覇は具ぐの能力を抑制させているということかッ!!」

　醜みにくい形相で鷹峰は茉まつ莉りの姿を探すが、その姿はどこにも見当たらない。

「半分正解、半分ハズレといったところだ。この状況は魔法少女が維持している」

　咲弥が両手を掲げたところで、鷹峰はようやく気がついた。

　屋敷の外だというのに……その景色がうっすらと白み掛かっている。

　まるで雪景色のように、森の木々や地面が白に覆われて薄く輝く風景。

「お前には理解できないだろう？　覇具に目が眩くらみ、覇具の力に溺おぼれ、考えることをやめたお前では……なぜ覇具が使えないのかを理解できない」

　そんな鷹峰に向かって、咲弥はゆっくりとした足取りで向かって行く。

「おまけに、こんなふざけた格好の人間に倒されるとは哀あわれだ」

「クソ、が……！　まだ、私は終わってなどいないッッ!!」

　胸元から取り出したライターのホイールを回した瞬間、

　虚こ空くうから生まれ出た蒼そう炎えんが、鷹たか峰みねの周囲を守るように蠢うごめく。

「さて……ここでクイズタイムだ。俺はどのようにしてお前が持つ【不[image: ]天輪メテルクロード】を無力化していると思う？　正解者には俺の肉球をフニフニさせてやる」

　そう咲さく弥やが軽口を叩たたいた瞬間、蠢いていた蒼炎がうなりを上げて咲弥に向かう。

　悠ゆう然ぜんと構える咲弥に対して、飢うえた蒼炎の蛇へびが咲弥に喰くらいつこうとした時──

「秘技、猫ねこ爪づめッ！」

　一いつ閃せんによって、蒼炎の首が刎はね飛ばされた。

　咲弥の指間に挟はさまれている──白金のナイフ。

　その一閃に斬きり伏ふせられ、蒼炎は残ざん滓しすら残さず無情に消えていく。

「ふむ。未解答では肉球フニフニのご褒美は無しだな」

「クソが……クソがクソがクソがァッ！　覇は具ぐの力は絶対のはずだろうッ!!」

　悲痛な叫さけびすらも上げながら、鷹峰は必死の形相で蒼炎を再び生成する。

　対して、咲弥はどこまでも淡たん々たんとした表情を崩さない。

「それでは──解答編といこうではないか」

　ゆっくりと、鷹峰を追い詰めるように歩みを進める。

「【不[image: ]天輪】は炎や熱を司つかさどる覇具ではない。物質を融解させる現象も、先ほどから生み出している蒼炎も……全すべては、ある物質の性質と象徴を元にしたものだ」

　かつて『征覇者レガント』は【不[image: ]天輪】によって大量の金きん塊かいを生成した。

　そして鷹峰は倉庫区域で、鉱物や金属といったあらゆる物質を融解させただけでなく、火を触しよく媒ばいとすることで蒼炎を生み出して自在に操った。

　しかし、その蒼炎からは物質を融解させるだけの熱量が無かった。

　だというのに、蒼炎が触れた部分は火傷やけどのように爛ただれて溶けた。

　それらの要因から咲弥が推察した物質──




「【不[image: ]天輪】の元となった物質は──『硫い黄おう』だ」




　朗々と、確信に満ちた声音が【不[image: ]天輪】の正体を明かす。

　しかし事実を否定するように激しく首を振る。

「い、おう……？　覇具による力が、たかが硫黄だとッ!?」

「そうだ。硫黄が持つ全ての意味や性質を保有し、それらを能力として扱えるように増幅して意のままに操る……それが【不[image: ]天輪】という覇具だ」

　言い聞かせるように、咲弥はゆっくりとした歩調のまま語る。

「物質の融解……それは硫りゆう酸さんによる溶解作用を元にした能力だ。強力な脱水作用で物質が持つ水分を奪い、奪った水分を再び与えて流体とするが──」

　咲さく弥やが歩みを進める途中、地面がシャリと軽い音を立てる。

「──ガラスは別だ。硫りゆう酸さんでは溶けず、運搬や保管で最も用いられる素材でもある」

　倉庫区域で鷹たか峰みねが作り出した奇形のオブジェ。

　外壁や地面、建造物を融解させて作り上げられた物だったが……その中で、ガラスを素材としていた物だけが原形を残していた。

「ちなみに、俺が先ほど室内に散布したのは大量のガラス粉だ。そしてこの屋敷を中心として半径一キロに余すことなく粉末ガラスと釉ゆう薬やくを散布しておいた。感謝するがいい」

「ッ……そんなもの、風が吹けば飛び散る──」

　そこまで口にしたところで、言葉を止めた。

　屋外であるならば微量でも風が吹いている。

　だというのに──視界は薄白く染まっている。

　無風の空間で、塵ちりが漂うようにガラス粉が停滞している。

「言っただろう。この状況は魔法少女が作り上げていると」

　薄白い視界の先に見える桃もも色いろの光壁。

『聖盾アルステラ』が茨いばらのようにひしめき、外界と内部を隔離している状況。

「魔法少女は《いばら姫》の外……遥はるか上空でこの空間を完全密閉している」

　自然の風によって、ガラス粉が吹き飛ぶことはない。

　ガラス粉が付着している状態では【不[image: ]天輪メテルクロード】による物質の融解が上う手まく作用せず、周囲の物質は【不[image: ]天輪】の力を受けながらも、一部が融解するだけに留まっている。

「さて……これで融解による土石流は封じられ、お前が得意とする下げ衆すな人質戦法は取れなくなった。モグラのように地面に潜って逃げることもできない」

　鷹峰の精神を追い詰めるように、咲弥は言葉を重ねていく。

「そしてお前が攻撃手段として用いている蒼そう炎えんだ」

　咲弥の周囲で様子を窺うかがうように這はいずり回っている蒼炎。

　蒼炎が動き回った痕あとには、熱によって焦こげたような軌き跡せきが描えがかれている。

「完全燃焼による青い炎に見えるが、その蒼炎は熱量を持っていない」

　語り続けながら、蒼炎に向けて淡たん々たんとナイフを振ふり抜く。

　先ほど同様、蒼炎は両断され……形を維持できずに消失する。

「その青色は硫い黄おうの炎色反応だ。火傷やけどや周囲を焦がしているのは腐食作用によって急激な酸化が起こっているに過ぎない。それ故に──」

　おぼろげな月明かりの下で、白金のナイフが煌きらめく。

「耐食性の高い物質……チタンや白金が【不[image: ]天輪】の天敵となる」

　襲おそい掛かる蒼炎を、咲弥は虫を払うように軽く斬きり伏ふせる。

「ついでに着ぐるみの下には着こんだチタン製防具を隠かくしてある。ふざけた見た目に惑わされ、まったく警戒していなかったようだがな」

　為なす術すべの無くなった鷹たか峰みねに対し、咲さく弥やは不気味なほどに淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「覇は具ぐは無限の力を内包する代物だ。だからこそ、あらゆる性質と特徴を見極め、その先にある能力の原初に至らなければ扱い切れない」

　力を正しく使うには、その全すべてを理解していなくてはいけない。

　強大な力を管理するためには、その力を深く理解しなくてはいけない。

　遥はるか上空で眺めている少女に教えるように、咲弥は【不[image: ]天輪メテルクロード】を紐ひも解いて見せる。

「これで貴様が使える【不[image: ]天輪】の能力は封じた」

　鷹峰の精神を蝕むしばむように歩み寄ってくる。

　青み掛がかった黒の瞳ひとみで、咲弥は鷹峰を見下ろしている。

「貴様の覇具に縋すがるだけの脆ぜい弱じやくな精神──それを、俺が全て叩たたき潰つぶしてやる」

　あらゆる存在を凌りよう駕がし、全てを覆くつがえす存在である覇具。

　その覇具を凌駕するため、対覇具に特化した人間。

「く、くるな……ッ！　来るなッ、この化け物がぁぁぁァァァァッ!!」

　狂きよう乱らんと錯さく乱らんによって音の外れた悲鳴を上げながら、鷹峰は【不[image: ]天輪】を振るう。

　生み出された融解物が飛ひ刃じんとして襲おそい掛かるが──もはや咲弥は振り返ることもなく、軽い動作でナイフを振り抜くだけだった。

「どうやらネタ切れらしい。それでは閉幕といこう」

　握りしめた槍やりに軽く力を込めた瞬間、粉砕された残ざん骸がいと砂さ礫れきが無残に舞い散る。

「あり、得ない……ッ！　覇具は何なん人ぴとだろうと凌駕できない存在であるはずだッ!!」

　デタラメに融解と生成を繰り返す鷹峰を嘲あざ笑わらうかのように、咲弥は飛び交う金属と融解物を叩き伏ふせ、徐じよ々じよに鷹峰へと距離を詰めていく。

　ふざけた姿をした、ふざけた存在が近づいてくる。

「──そのあり得ない存在が俺だ」

　咲弥が眼前で告げた瞬間、

　その姿に屈くつするように、鷹峰は絶望と共に膝ひざを折った。

「あり得ない……覇具が、私の【不[image: ]天輪】が一人の人間に──」

「ほう。俺の存在を否定するとは大層な身分だ。少々灸きゆうを据えてやろう」

　抑よく揚ようのない声音と共に告げ、咲弥は鷹峰の頭を右手で掴つかみ上げる。

　しかし、鷹峰は震える手で右みぎ腕うでを掲げようとする。

「は、ぐ……覇具……私の、【不[image: ]天輪】……ッ！」

　正気を失い、鷹峰は絶対の力を持つ覇具に縋ろうとし──




　指輪から──ピシリと亀き裂れつの入る音がした。




「え……は……？」

　そのまま、【不[image: ]天輪メテルクロード】はさらさらと音を立てて崩れ、跡形もなく消えていく。

　呆ぼう然ぜんと右腕を見つめながら、鷹たか峰みねは狂乱と共に叫さけぶ。

「あ、あぁあッ……なぜ……わ、私の……私の覇は具ぐがあああァァッ!?」

　縋すがるように右腕を高く掲げるが、覇具がその力を振るうことはない。

　咲さく弥やがその一部始終を眺ながめていると、空からふわりと茉まつ莉りが下りてくる。

「──咲弥さんッ!?　なにがあったんですか」

「……【不[image: ]天輪】が砕くだけ散ちった」

「砕けたって……覇具が砕けたんですか!?」

　茉莉に言葉を返す余裕がないほどに、咲弥は珍しく動揺していた。

「なぜだ……覇具が砕けるなど、あり得ない」

　この世に災厄をもたらす絶対の存在が砕け散るなど、本来ならばあり得ない。

　砕くことができるのであれば、先人たちが既に行っている。

　だからこそ、困惑と共に答えのない問い掛けをし──

「──すまないね。その覇具は『贋にせ物もの』なのだよ」

　問い掛けに、答えがあった。

　聞き覚えのない、しわがれた老人の声。

　しかしそれよりも、わかりやすい異変が周囲に起こっていた。

「咲弥さん……なにか、なにか変です……ッ!!」

　周囲の異常を悟さとって、茉莉が声を震わせる。

　周囲の景色は動くことを忘れたかのように静止しており、山やま間あい特有の木々の葉擦れや、微び風ふうによって香る草木の匂におい一つすらも感じられない。

　全すべての流れが停滞し、澱よどみを彷ほう彿ふつとさせる空気。

　常識の外に放ほうり出されたかのような違和感。

　その中で──カツン、と夕ゆう闇やみ色の世界で音が鳴った。

「驚かせてしまってすまないね。アマネタクマの息子に、新たな守護者ユーステイカのお嬢じようさん」

　しわがれた声音が聞こえた後、人影の容姿が徐々に判然としていく。

　フェルトハットを被かぶったスーツ姿の老人。

　綺き麗れいに白化した髭ひげを蓄え、老人は杖つえで地面を突いてカツンと音を響ひびかせる。

「警けい戒かいしないでくれたまえ。私は贋物の様子を見に来ただけなのだから」

　穏やかな笑みと共に老人が語りかけてくる。

　しかしその気配は異質で、異様な雰ふん囲い気きを纏まとっている。

「はてさて、私はいくつも名前があるので自己紹介は難しいが──」

　夕ゆう闇やみ色の世界の中、老人は軽く帽子を取って頭を下げる。




「──サンジェルマン。この世界の悪として、お見知りおき願いたい」




　帽子の下に見えるその笑みからは、全すべての正体が窺うかがえなかった。

　注意を向けてみても、敵意や害意が一切感じられない。

　そんな雰ふん囲い気きを体言するかのように、サンジェルマンは親しげに手を広げる。

「いやはや……まさか贋にせ物ものとはいえ、このような結果となるとは驚きだ」

「称賛をいただけるとは光栄だ」

「ほっほ。結果を出した人間に正当な評価を下すのは当然ではないかね？」

「ふむ、年長者として余裕が感じられる言葉だ」

「──って、なんで普通に会話してるんですか!?」

　悠ゆう長ちように言葉を交わしていた時、見かねた茉まつ莉りが会話に割って入ってくる。

「なにを興奮している。対話という意思疎通は重要だぞ」

「た、たしかに話せばわかってくれそうなおじいさんですけど……」

「おや、老体と話をすることには肯こう定てい的かね？　それは私も嬉うれしい限りだ」












　口くち髭ひげを揺らしながら、サンジェルマンが嬉うれしそうに目を細める。

「天あま音ね家の生き残りに、新たな守護者ユーステイカ……そして、過去の遺物とでも言うべき私は似て非なる存在だ。ならば友好を結ぶのも一興というものだろう」

「似て非なるって……どういう意味ですか？」

「言葉通りの意味だとも。しかし、私はそれを君たちに教えることはできない。君たちは自分たちの力で気づき、真実と真理を掴つかみ……その先に至らなくてはならない」

「では、貴様が『終しゆう末まつ災さい』に加担したのは真実と真理に至るためというわけか？」

　その問いに対して、サンジェルマンは一いつ片ぺんの揺らぎすらも見せない。

　しかし……はっきりと口元に笑みを浮かべた。

「君が知りたいのは……なぜ天音拓たく真まが『終末災』を起こしたのかだろう？」

　その言葉に、咲さく弥やは何も答えない。

　それを肯こう定ていと受け取り、サンジェルマンがその問いに答える。

「天音拓真が覇は具ぐを奪った理由こそ、世界の真実と真理に至るためだとも。そしてその場所へ至る門を開けるには、『終末災』という過程を経る必要があったということだ」

「……ほう。ずいぶんと詳しいではないか」

「当然だとも。私は覇具、守護者、神、異界、そして……『征覇者レガント』のことを、誰だれよりも深く知っている。それらを君たちに教えることはできないがね」

「それでは──知っていることを聞き出すまでだ」

　サンジェルマンを睨にらみながら、咲弥は『聖盾アルステラ』を出そうとしたが──

　カンッと杖つえを突く音が響ひびいた瞬しゆん間かん、その動きが止まった。

　それだけではない、力の奔ほん流りゆうを根本から堰せき止とめられたような感覚。

　しかし、それによって困惑を浮かべたのはサンジェルマンの方だった。

「……ほう？　君はなんとも妙な身体からだをしている」

　咲弥を見定めるかのように、サンジェルマンは黒の瞳ひとみを見つめる。

　そしてカツンと杖を打ち鳴らし、フェルトハットを深く被かぶり直した。

「これは少々趣向を変えよう。君たちには資格を与えた方が面白そうだ」

「…………資格だと？」

「そうだとも。君たちは贋にせ物ものとはいえ、【不[image: ]天輪メテルクロード】の本質を理解して圧倒した。そこで呆ほうけている人間は、最後まで欲にまみれて理解できなかったようだがね」

　サンジェルマンは覇具を失い、ショックで倒れている鷹たか峰みねを杖でツンツンと突く。

「君たちならば、真理に至るための資格は十分だ」

「貴様が資格とやらを与えてくれるのか」

「ああ。老体の戯たわむれに付き合って、見事に試練を乗り越えた暁あかつきには──」

　柔にゆう和わな笑みと共に、サンジェルマンは告げる。

「──覇は具ぐ、【不[image: ]天輪メテルクロード】を君たちに進しん呈ていしよう」

　その言葉に、咲さく弥やはあからさまに顔をしかめる。

「……贋にせ物ものを造り出す人間の言葉を信用しろと？」

「ほっほ。そんなオチはないから安心したまえ。タクマには小言を言われそうだが、私としては君たちに【不[image: ]天輪】を渡していた方が今後の楽しみが増える」

　愉たのしげに髭ひげを揺らしていたが、不意にサンジェルマンが眉まゆを上げる。

「それに……少々、面倒な人間に見つかってしまったようだ」

　そう口にした瞬間──夕ゆう闇やみの世界にノイズが奔はしった。

　目に映っていた光景がガラス細工のように砕け散った直後、夕闇色の風景に色が戻り、同時に止まっていた世界の時間が動き出す。

　そして──夕闇の世界を壊した人間が、ゆっくりと歩んでくる。

「──会いたかったぜ……サンジェルマンよォッ!!」

　獣けもののような咆ほう哮こうと共に、機械仕掛けの右腕をギシリと軋きしませる。

　復ふく讐しゆうに血を滾たぎらせ、憎悪に燃える鹿か島しまの姿。

「先走ったバカを追ってきたら……思わぬ収穫じゃねぇか」

　口の中にラムネを放ほうり入れながら、鹿島は歓喜に満ちた笑みを浮かべる。

　しかし、サンジェルマンは闖ちん入にゆう者しやに対しても柔にゆう和わな笑みを向ける。

「ほっほ。野や獣じゆうの嗅きゆう覚かくとは恐ろしいものだ」

「ハッ！　こちとらてめぇをブッ殺すのが生き甲が斐いなもんでよッ!!」

「おやおや、無力で泣き叫さけんでいた青年が逞たくましくなったものだ」

「当たり前だ。五年間……俺は先生と一緒に、てめぇを殺すことだけを考えていたんだ」

　煌こう黒こくとした右腕。

　仇きゆう敵てきを殺すという復讐心によって作り上げた義手。

「あの時の続きといこうじゃねぇか、クソジジイ……ッ!!」

「ほっほ。しかし君と再会するには、時間にして四千三百二十時間ほど早い。すまないがここは素直に退散させてもらうとしよう」

　激げき昂こうする鹿島を煽あおるように、サンジェルマンは口くち髭ひげを揺らす。

　そして、カンッと杖つえを一突きした。

「覇具を相手にするのは覇具でなくてはならない……君たちには期待しておるよ」

　その言葉と同時に、徐々にその輪郭が歪ゆがんでいく。

　その瞬間、鹿島が一歩を踏み出したが──

「願わくば、君たちが真理の先へ至らんことを」

　得体の知れない言葉を残し──その場から、瞬またたく間に消えた。

　そこには初めから何も存在していなかったように、虚きよ無むだけが残っている。

　仇きゆう敵てきが立っていた場所を見つめながら、鹿か島しまは静かに立ち尽くす。

　やがて……深くゆっくりと息を吐いてから、咲さく弥やたちに振り返る。

　そして、わしゃわしゃと頭を乱暴に撫なで回した。

「ったく……どこも怪け我がしてねぇよな、おい？」

「お、怒ってないんですか？」

「ガキ二人で対処しようとしたことには怒ってるぜ？　そこのバカが一報を寄越してなかったら、二人まとめて鉄てつ拳けん制裁ってとこだ」

「え？　咲弥さん、鹿島先生に連絡してたんですか？」

「俺たちが【不[image: ]天輪メテルクロード】を回収すれば、手引きした人間が現れると踏んでいたのでな」

「つーかまともな連絡を寄越せよなぁ……!?　『まさかのマスコットがバトルに参戦!?』とか意味わかんねぇ文面で送ってくるんじゃねぇよッ!!」

　ギリギリと頭ず蓋がいが軋きしむほどに咲弥の頭を締め上げる。

「しかし、魔法少女のストーリー展開的にはここでバトルイベントを起こす必要があった。そこに鹿島教授の助力があっては興きよう醒ざめというものだろう？」

「チクショウ言っていることがバカすぎて何て返せばいいかわからねぇッ!!」

「結果を見ろ、鹿島教授。鷹たか峰みねは無事に無力化され、サンジェルマンが黒幕であることが再確認できた。『再生の樹レプロダクト』には手て土産みやげとして鷹峰をくれてやればいい」

「当たり前だッ！　こっちは来る途中でてめぇらのドンパチ騒ぎを誤ご魔ま化かしたり、理由をボカして鷹峰回収用の実動隊を呼びつけたりしたんだからなッ!?」

「うむ、ご苦労だったな」

「うおおおおおおおおおッッ!!　鎮まれ俺のストレスゲージッッ!!」

　鹿島は小こ瓶びんを傾け、ざらざらとラムネを流し込んでいく。

　それによって場の空気が一いつ瞬しゆん和やわらぐが、鹿島はすぐに表情を引き締める。

「さぁて……この抜ぬけ殻がら野郎はともかく、覇は具ぐの贋にせ物ものってのは厄介だな」

　眉まゆをひそめてから、倒れ伏している鷹峰を一いち瞥べつする。

　そして、輝きを失った【不[image: ]天輪】の残ざん骸がい。

「さすがに、この件は見過ごせねぇ。ということで──」

　そう口にした直後──バラバラとやかましい音が空中から聞こえてくる。

　大樹と八つの宝ほう珠じゆを象かたどったエンブレム。

　尾び翼よくにその紋もん章しようを掲げたヘリがゆっくりと降下してくる。

「てめぇら二人まとめて……『再生の樹』の本部へ御招待だ」

　ヘリを指さしながら、鹿島は不敵な笑みを浮かべた。





　　　◇






　しばらくしてから、二機の『再生の樹レプロダクト』所属の軍用ヘリが到とう着ちやくした。

　鷹たか峰みねはその場で厳重に拘こう束そくされ、前方のヘリで本部へと移送される。

　そして咲さく弥やたちはもう一機のヘリに乗り、『再生の樹』本部へと向かっていた。

「そんじゃまぁ、とりあえず覇は具ぐの贋にせ物ものについて話を済ませちまうか」

「あ、あの……その前に疑問だったんですけど、覇具って壊こわせないんですか？」

　ぴしーっと茉まつ莉りは右手を真まっ直すぐ挙げる。

　その質問に対し、鹿か島しまはラムネを口に放ほうり込んでから溜ため息いきをついた。

「覇具は何やっても壊せねぇよ。物理的にも無理、それに音波や熱、化学反応でもダメだ。俺がブン殴なぐって欠けさせたこともあったが、元に戻って再生しやがった」

「鹿島先生のゲンコツって覇具壊せちゃうんですか……っ！」

「おうよ。なにせこいつは神鋼で作った義手だからな」

　右腕を誇こ示じするように、煌こう黒こくの義手を高々と掲げる。

「サンジェルマンと初めて遭そう遇ぐうした時、俺は右腕を落とされ、恩師は神鋼に変えられた。その後に残ったのは──死に損ないの間抜けに、人の形をした神鋼だったのさ」

　自じ虐ぎやくめいた言葉と、右腕に向ける哀あい情じようの視線。

　それらが右腕の素材が何であったかを物語っている。

　右腕を失い、亡き恩師を砕き、それでも目的を達するという信念。

「っとと、話が逸それちまったな。ともかく覇具は何をやっても在あり続ける……だからこそ、俺は奏かな海みの『覇具を守護者ユーステイカに管理させる』って計画に乗ったんだ」

「でも、天あま音ね一門の人たちは覇具を破棄しようとしてたんですよね？」

　そう口にした瞬しゆん間かん、鹿島が眉まゆをひそめる。

「『終しゆう末まつ災さい』の顛てん末まつから天音一門の末路まで全すべて話している。問題ない」

「ハッ……そいつはなんとも、おめでとさん」

　首を傾かしげる茉莉を他よ所そに、鹿島は軽く頷うなずいてから話を続けた。

「そもそも破壊ができねぇから、天音一門は『破棄』しようとしていたんだ。人間、そして守護者すら手出しができねぇ……宇宙空間に覇具を破棄するっていう計画だな」

「え？　守護者って宇宙はダメなんですか？」

「守護者とて生物学上は人間だ。そして理由は不明だが、守護者の力は宇宙空間では減衰される。だからロケットによって覇具を宇宙の彼方かなたへ送り飛ばす計画だったが……」

　しかし、その計画は天音拓たく真まの手によって頓とん挫ざした。

　覇具による妨害を避けるために可能な限り覇具を集め、集まった天音一門の人間たちで射出したロケットを守り抜き、人の手が届かない場所にまで送り出す計画。

　しかし、覇具に対抗できる天音家は一人残らず根絶やしにされ、天音一門は潰ついえた。

　仮に今後同じ手法を取ったとしても、覇は具ぐを載のせたロケットは天あま音ね拓たく真まや他ほかの覇具を求める人間たちの手によって撃うち落される。

　だからこそ咲さく弥やたちは覇具を管理するという計画に切り替えた。

「破壊不可能な覇具が消滅した以上、鷹たか峰みねの覇具が贋にせ物ものであるという言葉に間違いはないだろうが……そうなると今後が厄介になる」

　贋物が存在することで、事態は大きく変わる。

　覇具が持つ超常的で常じよう軌きを逸いつした力は、紛まぎれもなく本物だった。

　つまりサンジェルマンは贋物の造形だけでなく、力の再現に成功している。

　単独で覇具という強大な力を実現したとは考えにくいが……覇具に精通する人間を協力者としているのならば話は変わる。

『征覇者レガント』を生み出した一族で、覇具と守護者という超常的な力に精通する人間。

「ったく、厄介な奴やつらが手ぇ組んだもんだな。片や正体不明の化け物、もう片方は覇具と守護者ユーステイカのスペシャリスト。そりゃ簡単に見つからねぇわけだ」

「……だろうな。天音家の人間は例外なく守護者の力を有している。『位相転移デイストールド』によって空間の位相をズラすなど、人目につかない方法はいくらでもある」

　守護者は基本的に六つの能力を有しており、その応用方法は多岐に亘わたる。

　咲弥が行っている『聖盾アルステラ』を攻撃や移動手段とする方法、渚なぎさたち奏かな海みが行う『位相転移』による未来視……それらを使えば、常識の外側へと容易に踏み込める。

「こうなってくると……『終しゆう末まつ災さい』の頃から、贋物は既に存在してたかもしれねぇな」

「そ、そんなに前からですか!?」

「あくまで仮説だぜ？　欧州各地で起こった同時首都襲撃は【不[image: ]天輪メテルクロード】による被害だったが……俺がサンジェルマンと遭遇したのは中東だったしよ」

　当時を思い出したのか、苦々しい表情と共にラムネを噛かみ砕くだく。

「それに桃もも瀬せは『終末災』、そしてそれ以降も覇具を追っていた。他にも覇具が関与したと思われる事件が起こってたが、誰だれも覇具を回収できてねぇ。だが──」

「先ほどのように贋物であったのならば、回収できずに消えた可能性があると」

「そういうこった。もしかしたら……覇具が奪われる以前から、天音拓真はサンジェルマンに情報を流して贋物を作成させていたのかもしれねぇな」

　一いつ瞬しゆん、咲弥は眉まゆを寄せたが、すぐに元の仏頂面に戻る。

「でも……どうして『終末災』に協力したんでしょう？」

「さあな。咲弥、お前はなんか心当たりねぇのか？」

「天音拓真の場合、追っ手となる天音一門の人間を殺すためと考えられるが……サンジェルマンについては『終末災』を起こす理由がないな」

「覇具を奪うために協力……って理由だけで加担したとは思えねぇな」

　深い溜ため息いきをついてから、鹿か島しまは軽く右みぎ腕うでを握にぎり込む。

「そこは今考えても仕方ねぇ。まずは目先の鷹たか峰みねから情報を引き出すことからだな」

「そういえば……このヘリってどこに向かってるんですか？」

　なんとなく窓の外に目を向けると、既に地面はどこにも見当たらず、周囲には暗く底の見えない大海が一面に広がっている。

「やっぱり、本部っていうのは外国にあるんですか？」

「外国っちゃ外国だが……そもそも『再生の樹レプロダクト』本部は地上にはねぇんだよ」

　ニヤリと笑ってから、鹿島はコツンと足下を軽く蹴ける。

「『再生の樹』の本部は……水深三千メートル下、深海層を常時移動する巨大海洋施設だ。覇は具ぐだろうと守護者ユーステイカだろうと、簡単には手出しはできねぇ」

「ふむ、なかなか考えたな。『位相転移デイストールド』は座標を固定しなければ転移できない。『聖盾アルステラ』の保護があったとしても、深海では数分程度しか防げないだろうからな」

「そういうこった。さて……そろそろ潜せん水すい艇ていが待機しているポイントだ。ヘリからそいつに乗り換えて、そのまま海底まで一直線──」

　軽い調子で鹿島が身を起こした時──




　眼前のヘリが眩まばゆい鮮せん紅こうに包まれた。




　衝しよう撃げき波はによってヘリが傾かたむき、機体が激しい揺ゆれに包まれる。

　顔をしかめながら、鹿島は無線をひったくるように掴つかむ。

「ッ──おい、どうしたッ!?　何が起こってやがるッ!!」

『わ、わかりませんッ！　敵影や攻撃は何も確認できず──』

「覇具を相手にする『再生の樹』の人間が常識で物を語ってんじゃねぇぞッ!!　何が起こっているかをありのままに話せって言ってんだッ!!」

　鹿島が無線に向かって怒声を上げる中、茉まつ莉りは窓の外を見て声を震わせる。

「ウソ、です……だって、だってこれは──ッ!!」

　眼下に広がる光景を見て言葉を失う。

　大海の上で血管のように広がる鮮紅色。

　夜よ闇やみで暗あん澹たんとする海だけでなく、夜空すらも紅色に染め上げる光。

　それはかつて、西欧諸国で見られた光景だった。

　そしてその光は……全すべてを破壊し尽くし、人が住めぬ不毛の土地へと変えた。

　五年前に起こった、未み曾ぞ有うの大災さい厄やく──

「────『終しゆう末まつ災さい』」

　その名を、咲さく弥やは静かに告げた。





●五章　魔法少女と不滅の護衛







　上空で待機しながら、咲さく弥やたちは広がる鮮せん紅こうを眺ながめ続けていた。

　鮮紅は止まることを知らず、急速に拡大を続けている。

　まるで地面に根を張るように広がり、地じ盤ばんを形成するように隙すき間まを埋うめていく。

　それはもはや『島』といった表現が正しい。

　海上の真ん中に浮かぶ鮮紅色の島。

　触手の蠢うごめきように揺らめく鮮紅を放つ異形の塊かたまり。

　蒼そう海かいを塗り潰つぶす鮮紅の地面には、緋ひや銀、黒に青と多た彩さいな色合いの鉱物の塊が散ちらばっており、鮮紅の触手と鉱物の光が混ざり合い、禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを放っている。

「ああクソッ！　心底ふざけた状況になりやがったな」

　本部との連絡を終えた鹿か島しまが、苛いら立だたしげに無線を放ほうり投げる。

「向こうの観測だと、【不[image: ]天輪メテルクロード】は海底に向かって急速潜せん行こう中だとよ」

「時間の猶ゆう予よはどのくらいある？」

「このままだと一時間で深海三千メートル……つまり、本部に到着してぺしゃんこだな」

「で、でも！　海中を移動できるなら、逃げられるんじゃないですか？」

「さすがに一時間じゃ数百メートルの移動が限界だ。侵食速度から見て逃げることは不可能。それどころか……このまま放置すれば、海そのものが世界から消える」

　苛立ちを紛らわすように、鹿島はガリガリとラムネを噛かみ砕くだく。

「やけにあのジジイが素直に退ひいたかと思ったら……まさか、こんなふざけた方法で本部にある覇は具ぐを狙ねらってきやがったか」

「これからは深海三千メートル（笑）と紹介せねばなるまいな」

「ついでに覇具も守護者も手出しできない（苦笑）ってのもつけてやんよ」

「なに悠長に話しているんですか!?　『終しゆう末まつ災さい』が起きようとしてるんですよ!?」

　ノンキな二人を見て、茉まつ莉りが窓の外をビシッと指さす。

　欧州某国の首都で起こった【不[image: ]天輪】による暴走。

　暴走の際に砕けた神鋼が埋まり、土地や自然を変質させ、怪現象が多発する地として人の住まうことのできない場所へ成り果ててしまった。

「鹿島教授、以前のレポートにあった神鋼とはあの鮮紅のことか？」

「あれは生成前の段階だ。地面を見ろ、鮮紅に別の色合いが混じってんだろ」

　広がりつつある鮮紅の大地に視線を向けると、その中に別の色が見て取れる。

「チッ……俺が見た事ねぇ色の神鋼まで生成されてやがるな。おい咲弥、てめぇ俺の渡したレポートは読んであるんだろうな？」

「この場で暗唱できる程度には記き憶おくしている。『矛む盾じゆん現象』についても同様だ」

「……ムジュンゲンショー？」

　首を傾かしげた茉まつ莉りを見て、鹿か島しまはラムネをかじりながら説明する。

「桃もも瀬せ、お前は矛盾の逸いつ話わってのを知っているか？」

「えと……何でも貫ける矛ほこで、何でも防げる盾を突くって話ですよね？」

「そうだ。現実じゃそんなバカげた矛や盾なんざ存在しねぇが……神鋼や覇は具ぐってのは、そんなバカげた矛や盾みてぇな代物だ」

「それじゃ、実際に矛と盾みたいな神鋼で打ち合ったらどうなるんですか？」

「そんな結果は存在しねぇ。そして……その『存在しない結果』を利用するんだ」

　本来ならばあり得ないことすら為なせる存在。

　しかし、だからこそ付け入る隙すきが存在している。

「バカげた矛と盾で実際に打ち合ったとしても、そいつらが生み出す『存在しない結果』を世界そのものが認めない。だから完全に相反する性質同士をぶつけると、『存在しない結果』を生み出さないように両者の能力が一時的に失われる……それが矛盾現象だ」

「も、もうちょっとわかりやすくっ！」

「なんか反対の色っぽい神鋼をぶつけろってことだ。赤とか黄色だったら青にぶつけて、白だったら黒にぶつける。そんで同色同士だと多少弱まるって感じだな」

「なんか結構雑な感じでいいんですね……」

「そっちの方がわかりやすくていいじゃねぇか。矛盾現象の他にも連還現象やら起源同期やら色々とあるから、帰ったら俺の授業で教えてやるよ」

　説明しながら、鮮せん紅こうの島を眺ながめていた時……不意に鹿島が目を細める。

「とりあえず島に乗りこまなきゃいけねぇが……お前ら、反射神経に自信あるか？」

「しょ、小学生の時はドッジボールで避よけるのが上う手まかったですっ」

「俺は機関銃程度しか目視で避けられないので自信がない」

「規格外のバカは放ほうっておくとして──お前ら、気合い入れて避けろよ？」

　そう鹿島が口にした瞬間……鮮紅の島で小さな光が煌きらめいた。

「────跳べッ！」

　叫さけびに反応して、二人が勢いよくヘリから飛び降りた時、

　緋ひ色いろの閃せん光こうが、乗っていたヘリを貫いた。

「え、え？　なんですか？　なにが通り過ぎていったんですか!?」

「ヒヒイロカネって名前の神鋼だッ！　下手に防御すれば風穴空くぜッ!!」

　そう叫びながら、鹿島は右腕で虚こ空くうを掴つかみ──引き寄せる。

　その瞬間、鹿島の身体からだは虚空へと引き寄せられるように飛んだ。

　そのまま鹿島はスイスイと緋色の雨を縫うように先行していく。

「ふむ。あの姿を見ていると、ジャングルを跳ぶゴリラを想起してしまうな」

「ああ、たしかに……って、まったりしてる場合じゃないですっ！」

　咲さく弥やが展開した『聖盾アルステラ』を蹴けり、その後を追うように茉まつ莉りも飛ぶ。

　そして島に迫ろうとする三人を迎撃しようと、緋ひ色いろの閃せん光こうが次々と島から放たれる。

　その最中──ようやく、茉莉はその物体を視認した。

　緋色の輝きを放つ石矢。

　ただ石を尖とがらせたような無骨な形状。

　もしも先ほどの速度で当たれば、人体は跡形すらも残らないだろう。

　しかし島に近づくにつれて、緋色の石矢はその数と速度を増してきており、まるで赤いリボンを転がしたように、緋色の軌跡が幾重にも伸びている。

「か、数が増えてますッ！　いざとなったら、わたしの『聖盾』で──んにゃぁっ!?」

　防御姿勢を取ろうとした途と端たん、首元を掴つかまれる。

「すぐ『聖盾』で防ごうとするのは悪い癖だ。鷹たか峰みねでの一件を忘れたか」

「だけど、避けるのだって限界ですって！」

「しかし防げば確実に貫かれる。緋色の神鋼……ヒヒイロカネには、自身が受けた抵抗をエネルギーに転化する特性があるとレポートには記されていた」

　鹿か島しまに渡された、神鋼の特性を記したレポート。

　ヒヒイロカネの特性は──抵抗力の転化。

　物体間で衝突する際に生じる摩擦や抵抗……ヒヒイロカネは衝突の際にそれらを運動エネルギーとして転化し、衝突した物体を確実に貫通する。

　そして吸収の対象は空気摩擦も含まれているため、ヒヒイロカネは射程距離が長ければ長いほど、その威力と速度を増して襲い掛かってくる。

「ヒヒイロカネは全すべての抵抗を転化する性質故に、転化されたエネルギー量が限界に達すると自壊して消滅する。その距離はおよそ千キロといったところだな」

「えと、えとっ！　結局どうすればっ!?」

「島との距離が近づけばヒヒイロカネの速度は落ちる。そして引力の影えい響きようを多大に受けることから、姿勢を低くして鹿島教授の後を追うように島を目指せ」

「わからないですけど……わかりましたっ!!」

　咲弥の言葉に応こたえてから、互いに速度を上げて島の陸地を目指す。

　先ほどの言葉を証明するように、距離が縮まるほどヒヒイロカネの石矢は速度を落として容易に視認できるようになるが、一度に射出される数は五十を超えている。

「あと少し、あと少しで陸に──ッ!!」

　茉莉が緊迫した表情と共に、鮮せん紅こうの陸地に着地しようとする直前、

　その眼前で、生成された石矢が射出された。

　陸地を前にした安あん堵ど、そして焦あせりもあったせいで反応が一瞬遅れてしまった。

　触れた瞬しゆん間かんにあらゆる存在を穿うがつ一いつ矢し──

「────魔法少女救済キック！」

　裂れつ帛ぱくの叫さけびと共に咲さく弥やは横合いから飛び出し、茉まつ莉りの身体からだを思いきり蹴けった。

　バヂィと電流が奔はしるような音と共に桃もも色いろの光が生まれ、弾はじき飛ばされた茉莉のすぐ横を緋ひ色いろの石矢が掠かすめるようにして蒼そう空くうへと飛び去っていく。

「────へぷんっ!?」

　そして、茉莉の方は顔面から地面に着地していた。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！　護衛が守ってる人を蹴りますか!?」

「蹴っていなかったらお前の顔面に風穴が空いていたぞ」

　赤くなった鼻を擦こすりながら、茉莉が腹立たしそうに睨にらみつけてくる。

「お前ら……遠足じゃねぇんだから、もっと緊張感を持てや」

　先に島へと到着していた鹿か島しまが呆あきれた様子で二人を見下ろす。

「なに、引率の教師がいるので遠足と変わらんだろう」

「ハッ！　神鋼がウジャウジャしてる島に遠足なんざロクな教師じゃねぇな」

　そう豪ごう快かいな笑みを浮かべてから……鹿島はゆっくりと振り返る。

「それに……悪いが最後まで引率ってのはできねぇみたいだしな？」

　咲弥たちの背後……海側から不穏な気配が生まれる。

　侵入者たちを貫かんとする──ヒヒイロカネの群れ。

　それはもはや鉱物ではなく、群れを成す羽は蟲むしのようにさえ映る。

「あ、あんなにいっぱい!?」

「まだまだ増えるぜ？　ヒヒイロカネ以外の神鋼もな」

　笑いながら……鹿島は咲弥たちに背を向ける。

「お前ら、ここは俺がやるから中央に向かって突っ走れ」

「なんとかするって……一人でなんとかできる量じゃないですって!?」

「甘く見んじゃねぇ。お前らとは鍛きたえ方が違ちげぇんだよ」

　右腕を突き出し、獰どう猛もうな笑みと共に神鋼の群れを見据える。

「おら、さっさと行って【不[image: ]天輪メテルクロード】を止めてこい」

「では安心して置いて行くとしよう」

「てめぇは本当に容赦ねぇなッ!?」

「自信満々で足止め役を買ったんだ。それなら死ぬようなヘマはしないだろう？」

　軽口と共に笑う咲弥を見て……鹿島もニカリと笑みを返す。

「うるせぇ。さっさとバカ二人で世界を救ってこいや」

「え、待ってくださいバカってわたしも含まれてるんですか!?」

「鹿か島しま教授、うちの魔法少女をバカ呼ばわりとは許さんぞッ!!」

「だああああッッ!!　いいからさっさと行けって言ってんだろうがッ!?」

　シッシッと追い払うように手を振ったところで、ようやく二人は背を向ける。

　そして──その姿が見えなくなったところで、深く息を吐いた。

「まったく……世話の焼けるガキ共だな」

　言葉とは裏腹に、弾はずむような口調で懐から小瓶を取り出す。

　普段のように噛かみ砕くだかず、味わうように口の中で転がす。

「……ま、ガキに全部背負わせちまってんだ。大人が頑張るのが筋ってもんだろ」

　緋ひ色いろの群れを見据え、鹿島は煌こう黒こくの右腕を前に突き出す。

「さぁ──五年前のリベンジといこうじゃねぇかッ!!」

　獣けもののように吼ほえ、大きく一歩を踏み出した。





　　　◇






　島へ辿たどり着くまでの猛攻とは打って変わり、島内は静まり返っていた。

　草木の代わりに金属と鉱物が生える異様な光景。

　その中で、咲さく弥やたちは『聖盾アルステラ』を蹴けり、飛ぶように駆けて行く。

「魔法少女、力の消しよう耗もうについては大丈夫か」

「は、はいっ！　それより……鹿島先生は大丈夫でしょうか？」

「鹿島教授は純粋な戦力として期待できるので問題ない。それよりも……俺からすれば、魔法少女の方が顔色が優れないように見える」

　その言葉によって、思わず表情を強こわ張ばらせる。

「初めて守護者ユーステイカの使命として向かった時……今みたいな紅あかい地面が広がってたんです」

　跨またがっている杖つえを、震ふるえる手でぎゅっと握り締める。

「あの時のわたしは……本当に、何もできなかったんです」

　逃げ惑う人々に言葉を掛けることもできなかった。

　泣き叫さけぶ人々に手を差し伸べることもできなかった。

　ただ呆ぼう然ぜんと……立ち尽くすことしかできなかった。

「だが、今のお前はこの俺が認める魔法少女だ」

　普段と変わらない淡たん々たんとした言葉。

「この先に……倒すべき悪がいて、それによって救われる人間がいる」

　静かに、茉まつ莉りを見つめながら言う。

「やるべきことはわかっているな、魔法少女」

　その言葉を聞いて、茉莉は不安そうにきゅっと手を握り締める。

　だが──その瞳ひとみには、確固たる意志が宿っている。

「悪い人をやっつけて……みんなを笑顔にするのが魔法少女、ですっ！」

　溌はつ剌らつとした、活力に溢あふれた笑みと共に答えた。

　その笑みを見て、咲さく弥やも口元に小さく笑みを作る。

「やはり魔法少女には明るい笑顔が似合うものだ」

「え、えと……それってアニメの魔法少女のことですか？」

「ふむ、正解は──エンディングの後としよう」

　視界の先に見える鮮せん紅こうの島の中心部。

　そこは殺風景な島内の中で、特に異色を放っている。

　天を穿うがつようにそびえ立つ、神鋼と鉱物によって打ち建てられた尖せん塔とう。

　その塔は神鋼を寄せ集めた歪いびつな造形をしていたが、それらの中には金や銀、そして宝石と思おぼしき鉱物たちが一部に見える。

「……覇は具ぐに呑のまれたとしても、人間は変わらないということか」

　他者の上へと立つことに固執し、底の無い欲によって破滅した男。

「魔法少女は【不[image: ]天輪メテルクロード】の確保を優先しろ。その間は俺が護衛する」

「え……守ってくれるんですか？」

「なぜ疑惑の視線を向けてくる」

「いや、咲弥さんのことだから『魔法少女が戦う展開がベストだろう』とか言って、傍観してるんじゃないかと思ってたんですけど」

「今回は時間制限がある上に、覇具の暴走という非常事態だ。魔法少女一人では対処が難しい可能性が高く、俺も最初から助力した方がいいと判断した」

　その言葉に茉まつ莉りが静かに頷うなずいたのを確認してから、咲弥たちは塔の下部……入口とすら言えない、寄り固まった鉱物の隙すき間まへと飛び込む。

　尖塔の内部は、神鋼の放つ光によって昼間のように明るかった。

　内部は発動者である鷹たか峰みねの深層心理を体現しているのか、山のように積まれた金銀、そして宝石などで溢れ返っていた。

「──咲弥さん、あそこですッ!!」

　茉莉が声を上げながら奥を指さし、咲弥もその先を追って視線を向ける。

　様々な光で溢れ返る中──祭さい壇だんの奥で淡あわく輝かがやいている蒼あお色の水晶。

　その水晶の中に安置されている、梟ふくろうを象かたどった指輪。

　それを見て、茉莉が駆かけ出そうとした瞬間──それを咲弥が制した。

「待て、鷹峰の姿が見当たらない」

「でもっ！　早く【不[image: ]天輪】を取り出して暴走を止めないと──」

　不意に、茉莉の言葉が途中で止まった。

　そして……茉まつ莉りの視線を追うことで、何を見たのかを理解した。

　煌きらびやかな鉱物と宝石たちの中で、溺おぼれるように横たわっている存在。

　目にするのもおぞましい黒々とした体表。

　四足で地を踏みしめる巨大な蜥蜴とかげのような風ふう体てい。

　醜しゆう悪あくで、見る者に嫌悪感を与える尖とがった顔立ち。

　その背には道中で見てきた数多あまたの神鋼が剣山のように生えており、鱗うろこらしき部分にも神鋼と思おぼしき鉱物が見られる。

　人間と似通った部分など一つとして無い。

　それでも、咲さく弥やはそれが鷹たか峰みねであると直感で理解した。

「……金ッ、オレが求メテイタ……金ダ……ッ」

　およそ人では発することができない耳障りな声音を発しながら、異形の蜥蜴が煌びやかな宝石の海へと身を浸らせている。

「……なるほど。奴も、俺が死んだ時と同じ状況になったということか」

　縋すがっていた【不[image: ]天輪メテルクロード】を失い、空っぽとなった鷹峰の存在。

　そこに暴走した【不[image: ]天輪】の力が流し込まれたが……鷹峰の脆ぜい弱じやくな精神では力に耐え切れず、人型を維持できずに内なる欲望の権化へと変へん貌ぼうした。

　そして──異形の蜥蜴が、突出した眼球をぐるんと回した。

「オレ……ワタシ？　ワタシ以外の、オレ以外の……人間──ッ!!」

　狂った言葉と共に放たれる異様な気配。

　それを感じ取った瞬間、咲弥は静かに告げる。

「魔法少女、その杖つえを借りるぞ」

　そう言って、咲弥は茉莉の手から杖を受け取る。

「こいつの相手は──少しばかり、真面目まじめにした方が良さそうだ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、くるりと羽杖を回して異形の蜥蜴と対たい峙じする。

「行け、魔法少女。お前は手て筈はず通りに【不[image: ]天輪】を回収しろ」

「は、はいっ！　わかりました!!」

　その言葉を聞いて、茉莉は『聖盾アルステラ』を蹴けって水すい晶しようがある祭さい壇だんへと飛ぶ。

　そして、咲弥が異形の蜥蜴と対峙するために顔を向けた時、

　その巨体が間近に迫せまっていた。

　接近してきた音も、気配もない。

　初めからそこにいたように、異形の蜥蜴は口から悪あく臭しゆうを放ちながら睥へい睨げいする。

「オレ以外の人間──見下す、ニンゲン……」

　鷹峰の妄執が異形を突き動かしているのか、うわ言のように言葉を繰り返している。

「お前は……どこまでも哀あわれな男だな、鷹峰修しゆう一いち」

「タ、カみね……？」

「自分の名すら忘れたか。だが……俺の名は覚えているだろう」

　異形の蜥蜴とかげを見据え、咲さく弥やは高らかに告げる。

「お前の目の前にいるのは貴様を破は滅めつさせた男、天あま音ね咲弥だッ！」

　その瞬間、

　異形の蜥蜴が身体からだを蠢しゆん動どうさせ、大きく目を剥むいた。

「あ、マネ……アマネ、あまね、天音ェぇェええええええエエエエッッ!!」

　咆ほう哮こうと共に、異形の蜥蜴の足元が鮮せん紅こう色に染まっていく。

　その地面から湧わき上がるように、新たな神鋼が生成されていく。

　生成した金属……神鋼を操る【不[image: ]天輪メテルクロード】の力。

「まったく、ずいぶんと物騒な奴だ──」

　挑発するように言葉を投げ掛けた直後、

「──魔法少女に代わって、お仕置きしてやろう」

　眼前にある醜しゆう悪あくな顔に向かって、勢いよく杖つえを振り抜いた。

　肉を打つ音が響ひびいたのと同時に、巨体が為なす術すべもなく殴なぐり飛ばされる。

「ふむ……やはり俺にも親和性がある。これで俺も立派な魔法少女だ」

　くるくるとバトンのように杖を回してから、咲弥は祭さい壇だんに目を向ける。

　茉まつ莉りは無事に祭壇に辿たどりつき、水すい晶しようの前で【不[image: ]天輪】を取り出しに掛かっている。

　あとは咲弥が異形の蜥蜴の注意を引き、時間を稼げばいい。

「さて……マジカルステッキを持った俺を止めてみせろ」

　咲弥が軽く構えたのを見て、倒れ伏していた異形の蜥蜴が生成した神鋼を射出する。

　緋ひ色いろの輝きを放つヒヒイロカネの石矢。

　それを目にした瞬間──咲弥は足下にある同色の物体を蹴けり上げた。

　ガラスの弾はじけるような甲高い音が響き、飛来していた石矢が地に堕おちる。

「手品のタネが割れているのなら対処は容易だ。そして──」

　そう言い放った直後、

　咲弥の姿が、異形の蜥蜴の眼前に現れた。

「──守護者の力は手品ではなく、本物の魔法だ」

　異形の蜥蜴の足下で身を深く沈め、咲弥は杖に『聖盾アルステラ』を巡らせる。

「マジカル──殴おう打だッ！」

　ふざけた言葉と共に、その巨体の腹部を勢いよく打ち上げた。

　巨体の下腹部に孔あなが穿うがたれ、傷口から黒々とした血液が流れ出る。

　おぞましい絶叫を上げる異形の蜥蜴を、咲弥は淡たん々たんと見据えている。

　そして、赤黒い血を噴出する傷口に杖を突き入れ──

「マジカル──ハートキャッチッ！」

　囁ささやくような言葉の直後──異形の蜥蜴とかげの身体からだが大きく膨ふくらんだ。

　身体が風船のように大きく膨れ上がり──杖つえから流し込んだ『聖盾アルステラ』が体内で膨ぼう張ちようし、全身の皮ひ膚ふを突き破って周囲に血の濃のう霧むを作り上げる。

　その後、粘ねん着ちやく質しつな音と共に四散した肉片たちが雨となって降り注いでくる。

　圧あつ倒とう的な力によって生み出された惨状。

　一いつ瞬しゆん……それこそ瞬まばたきの間に、異形の怪物を屠ほふり上げるデタラメな存在。

「ふむ……本来ならハート型に弾はじけるはずだったが、イメージが足りなかったか」

　その惨状を作り上げた男はふざけた言葉と共に杖の血を振り払う。

　そして、咲さく弥やは自身が作り上げた成果を確認する。

　全身が赤黒く染まり、異形から肉にく塊かいへと変わり果てた姿。

　その様子に一いち瞥べつをくれてから、踵きびすを返して祭さい壇だんへと足を向けた時──

「────シね」

　耳元を舐なめる、呪じゆ詛そにも似た言葉。

　その言葉を聞いて反射的に羽杖を構えた直後、

　巨体の重量と鉱物に覆おおわれた岩腕が振り抜かれた。

　その衝しよう撃げきが全身に伝わり、余波によって内臓が激しく揺さぶられる。

「──最初に感じた、異様な気配はそれか」

　額から血を流しながら、異形の蜥蜴を見つめる。

　全身から血を噴き出し、原形を失っていた異形の蜥蜴。

　その身体は今も変わらず無残な状態だったが──元通りになっている右腕を中心として、霧む散さんしたはずの血肉が不気味な音と共に集っている。

　肉体の再生。

「……月夜鋼モナテクトか。どれだけ毀こわれようと元の状態へと修復する神鋼とあったが……あとで鹿か島しま教授には文句と訂正を申し入れておこう」

　鹿島のレポートには「月夜鋼による再生は一晩の時間を要する」と記述されていたが、異形の蜥蜴は見る間にその身体を再生させつつある。

「────《骸むくろ繋つなぎ》」

　先の衝撃で砕けた骨を繋ぎ合わせるように、自身の体内で『聖盾』を組み上げる。

　その最中、どのように対処すべきか思考を回す。

　月夜鋼をその身に宿している以上、異形の蜥蜴は幾いく度どとなく再生する。

「矛む盾じゆん現象については……期待できそうにないな」

　鹿島のレポートにあった神鋼のリストを思い返すが、該がい当とうする神鋼は見当たらない。

　おそらく、異形の蜥蜴は矛盾現象について理解している。

【不[image: ]天輪メテルクロード】によって生み出された島は異形の蜥蜴とかげにとって手足や体内に等しく、島で起こっている全すべての出来事を把は握あくしている。

　それは当然……矛む盾じゆん現象を主体として戦う鹿か島しまの存在についても。

　だからこそ、咲さく弥やから猛勢を受けた異形の蜥蜴は相反する神鋼を材料として消費し、矛盾現象によって再生を無力化できないようにした。

「……その機転を、人であった時に発揮していたら歪ゆがまなかっただろうに」

　口元から流れる血を拭ぬぐってから、再び異形の蜥蜴と対たい峙じする。

「あまり魔法少女らしくない野蛮な解決策だが──」

　ファンシーな杖つえをくるんと回すと、その周囲に藍あい鉄てつの光が舞う。

　杖の周囲に展開された『聖盾アルステラ』の刃。

「──再生が追いつかないほどに、貴様を瞬またたく間に殺し続けよう」

　あらゆる殺し方を頭の中で思い浮かべた後──

　咲弥の姿が、その場から失うせた。

　その姿を探して、異形の蜥蜴がぐるりと目玉を動かした瞬間──

　その目玉が、不可視の刃によって抉えぐり取られた。

　抉り取られた眼球が宝石の海へとボールのように転がっていく。

　しかし、凶行はそれだけに留とどまらない。

　残された片目も同様にして抉られた。足の肉は筋に沿って薄く削がれていった。裂かれた腹から引きずり出された臓物が細切れの肉片に変わった。腕を両断した後、その骨を粉こな微み塵じんに変えた。脈動する心臓を力任せに握にぎり潰つぶした。

　月夜鋼モナテクトによる再生が行われる度──咲弥は即座に肉片を擦り潰していく。

　無数に展開した『聖盾』の足場を蹴けり、跳び、視認できないほどの速度で繰り返し続け、異形の蜥蜴に動く間すら与えずにその場へと繋つなぎ止める。

　茉まつ莉りのために時間を稼ごうと、ひたすら殺し続け──

　──そして不意に、その動きを止められた。

　空中に縫い止められるように、身体からだの自由が利きかなくなった時──

「────ッ!?」

　咲弥の目が眼下の物体を捉とらえ、その表情に焦あせりが生まれる。

　異形の蜥蜴の足あし下もとに広がる鮮せん紅こうの液体。

　そこから顔を覗のぞかせている、群ぐん青じよう色の鉱石。

　アダマント……あらゆる運動を停止させる特性を持つ神鋼。

　そのまま静止した咲弥に向けて、異形の巨腕が空気を抉るように振り抜かれる。

　防ぼう御ぎよ姿勢を取ることもできず、為なす術すべもなく巨腕によって殴おう打だされる。

　その勢いによって壁に叩たたきつけられ、壁を伝って身体がずり落ちる。

「……まったく、こちらは神鋼の影えい響きようを受けて、向こうは影響を受けないとはな」

　鈍痛に顔をしかめながらも、両足を奮い立たせる。

「咲さく弥やさんッ！　大丈夫ですか!?」

　祭さい壇だんの近くに吹き飛ばされたのか、茉まつ莉りが泣きそうな顔で駆け寄ってくる。

「チッ……本能で動いている分、人であった時よりも厄介だ」

【不[image: ]天輪メテルクロード】の力を直接流し込まれたことで、鷹たか峰みねに不足していた能力への理解と知識を得ただけでなく、本能によって能力を十全に発揮することができている。

「……さすがに、このままでは分が悪いか」

　呟つぶやきながら、咲弥は身体からだの内から溢あふれてきた血けつ塊かいを吐き捨てる。

「魔法少女、【不[image: ]天輪】の回収はどうなった」

　そう尋たずねた瞬間、茉莉がうっすらと涙を浮かべた。

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりながら、悔しげに俯うつむく。

「できることを、全部やったんですけど……っ」

【不[image: ]天輪】の安置されている水すい晶しようの周囲には試し行こう錯さく誤ごの跡が見られる。

　しかし、水晶には傷はおろか、ヒビの一つすらない。

「咲弥さんなら……もしかしたら壊せるかも──」

「だが、その間は無防備となる。お前では足止めどころか殺されかねない」

「でもっ……わたしじゃ、ダメだったんです……ッ」

　瞳ひとみから涙を零こぼし、自身の無力さを嘆く。

「足手まといにならないようにって、せめて与えられた役割はやらなくちゃって……っ」

　悲ひ愴そう感に満ちた茉莉の言葉。

　茉莉が持つ守護者ユーステイカの力は万全ではないが、決して脆ぜい弱じやくなものではない。

　それでも破壊できないということは、何かしらの仕掛けがある。

「────物理遮断か」

　あらゆる物理衝撃を無力化する神鋼。

　その推測が正しければ、咲弥には決して破壊できない。

　もし破壊できるとするならば──

「魔法少女、今から言う方法で水晶を破壊できるか試してくれ」

「でも、わたしの力じゃあの水晶には──」

「いや、『位相転移デイストールド』によって水晶そのものを分解するんだ」

　本来は移動手段として用いる守護者の力。

「お前が触れた物には守護者の力が流れ、『位相転移』によって分解されて別空間に再構築される。その要領でこの水晶のみを分解すれば、【不[image: ]天輪】のみを取り出せる」

　茉莉が『位相転移』で持ち物を収容していた原理。

　触れた物に力が流れ、分解と再構築が行われる。

「で、でも……そんなの意識してやったことないですし、分解だって変身の時に勝手になっているだけで、今からやってできるかなんてわからないです」

「成功する可能性は高い。無意識とはいえお前は何度も繰り返し成功させている」

　困惑する茉まつ莉りから一度目を逸そらし、咲さく弥やは異形の蜥蜴とかげに視線を向ける。

　まだ再生は進んでいない。

　咲弥を排除するために腕だけを急速再生したのか、再生速度は緩やかになっている。

　膝ひざを折り、涙を流す茉莉と視線を合わせる。

「おそらく、奴の体内には本物の【不[image: ]天輪メテルクロード】が埋まっている。だからこそ月夜鋼モナテクトによる異常な再生力を持ち、自身は神鋼の矛む盾じゆん現象の影響を受けないのだろう」

【不[image: ]天輪】の力によって、現世の理から外れてしまった異形の蜥蜴。

　理から外れた法則を凌りよう駕がし、上書きするほどの強大な力。

　神鋼以上に大きな力が、あの異形の蜥蜴には内包されている。

「それじゃ、この水すい晶しように入っているのは──」

「サンジェルマンが作った贋にせ物ものだろうが……覇は具ぐであることに変わりない」

　鷹たか峰みねは贋物の【不[image: ]天輪】を使い、その力を振るっていた。

「その贋がん作さくを水晶から取り出し、神鋼と同様に相反する力をぶつければ……矛盾現象によって奴の能力を一時的に無力化、最低でも弱体化が望める」

　そして──咲弥は告げる。

「【不[image: ]天輪】を手にしたら、お前が奴を止めるんだ」

　その言葉は、普段とは違う真面目まじめなものだった。

　ゆっくりと立ち上がる咲弥の姿に、茉莉は本能的に悟さとった。

「……待ってください、咲弥さん」

「異論は無しだ。俺が足止め、お前は水晶の分解。この役割分担が最善だ」

「そんな話はどうでもいいんですッ!!」

　茉莉の叫さけびを聞きながらも振り返らない。

「咲弥さんは……どうするつもりなんですか」

「護衛として、お前が【不[image: ]天輪】を手にするまで守り抜く」

　固い意志の込められた言葉と共に、異形の蜥蜴に立ち向かっていく。

「わたしが……失敗したらどうするんですか！　水晶を壊せなかったら、覇具を手にしてもあの怪物を倒せなかったら──ッ!!」

「失敗？　何を馬ば鹿かなことを言っている──」

　振り返り、その口元に笑みを浮かべながら言う。




「──俺の認めた魔法少女は、絶対悪には負けない」




　普段と変わらない、ふざけたような言葉。

　そう口にした直後、茉まつ莉りの周囲に藍あい鉄てつの光が生まれる。

　夜空のように暗く、仄ほのかに碧あおい輝かがやき。

「待って……待ってください……っ」

　遠ざかっていく咲さく弥やの背が涙で滲にじんでいく。

　茉莉の瞳ひとみからは玉のような涙が絶え間なく流れていく。

「安心しろ、お前の護衛は殺しても死なない」

　背中越しに、そんな言葉を掛けられる。

　毅き然ぜんとした態度と共に言葉を紡ぐ。

「お前ならばできる。諦あきらめなかったお前だからこそ、前に進むことができる」

　この世の誰だれよりも自信に満ちている男の言葉。

　その言葉を証明するかのように、悠然と立つ姿を示す。

「そんなお前だからこそ──俺は命を賭として、護衛すると決めたんだ」

　その言葉に茉莉が大きく目を見開いたのと同時に、

　目の前が藍鉄色に包まれ──視界から咲弥の姿が消えた。




　藍鉄色に包まれた空間の中で、茉莉は俯うつむいていた。

　しかし……力無く落ちていた手を、茉莉は強く握りしめる。

「わたしが……任されたんだ」

　奮い立たせるように呟つぶやき、茉莉は背後にある水すい晶しようの牢ろう獄ごくに手を当てる。

「力を流して、分解……分解して、光の中にしまうイメージ……ッ」

　必死に、祈るように……頭の中で強いイメージを思い浮かべて水晶と対たい峙じする。

「大丈夫……わたしにはできる」

　自分を肯こう定ていしてくれた人の言葉を繰り返して鼓舞する。

　背後から聞こえてくる咆ほう哮こうと轟ごう音おんを聞きながらも、耳を塞ふさごうとはしない。

「……咲弥さんが、信じてくれたんだから……っ」

　何度もぐずり、鼻をすすり、流れる涙を拭ぬぐうこともない。

　藍鉄に染まった視界の向こうで、何が起こっているのかを想像しない。

「だから……だからっ──!!」

　嗚咽おえつを堪こらえながら力を注いでいた時──水晶から、よく似た手て応ごたえを感じ取る。

　糸が解ほぐれていき、光の中へ吸い込まれていくイメージ。

　そのイメージを確固たる物へと変えるために茉莉は叫さけぶ。

「わたしは──やり遂とげないといけないんですッ!!」

　そして……水すい晶しようが輪りん郭かくを失うように、桃もも色いろの光に包まれていく。

　空気に解けるようにして、水晶が消えた瞬しゆん間かん──キンと小さく高い音が響ひびいた。

　梟ふくろうを象かたどった台座に青灰色の宝石をはめた指輪。

　それを茉まつ莉りが握りしめるのと同時に、藍あい鉄てつ色の空間が音を立てて崩くずれ去った。

　その音を聞くよりも早く、茉莉は勢いよく振り返る。

「────咲さく弥やさんッ！」

　そこには……咲弥の大きな背中があった。

　堂々とした態度を崩すことなく、その場に悠然と立つ姿。

「わたし、ちゃんとできて──」

　その背に向かって言葉を掛けた直後、茉莉は言葉を失った。

　あらゆる場所から流れ出た血によって、赤く染まった姿。

　守って見せるという約束を果たし、ただの一度も膝ひざを折らなかった雄姿。

「なに、やってるんですか……咲弥さん」

　おぼつかない足取りで茉莉は咲弥に近づいていく。

　茉莉を守るために、咲弥はその場から動くことができない。

　降り注ぐ数多あまたの神鋼を避よけることは許されない。












　そして矛む盾じゆん現象に必要な神鋼を消されたら、神鋼に対抗することができない。

「なんで……そんなになるまで、わたしを守ったんですか」

　神鋼の生成は地面に広がる鮮せん紅こうの液体で行っていると、咲さく弥やは見抜いていた。

　地に落とさなければ、相反する神鋼を消されることはない。

　だから──咲弥は自身の身体からだを鞘さやとした。

　背から剣けん山ざんのように突き出ている緋ひ色いろの石矢。

　神鋼を力強く握りしめ、地面に転がっている右腕。

　その両足には蒼灰色の神鋼を打ち立て、無理やり自身の身体を立たせている。

　そして神鋼が飛来する度たび、自身の身体に突き刺さしておいた神鋼を抜き放ち、茉まつ莉りを守るために叩たたき落とし続けていた。

「ねぇ……なにか言ってくださいよ」

　その答えを知りながらも、茉莉は咲弥に言葉を掛けていく。

「いつもみたいに、ふざけたことを言ってくださいよ」

　涙の雫しずくを落としながら、茉莉は咲弥の顔を覗のぞき込む。

　目を伏せたまま微び動どうだにしない表情。

　その顔を見てしまった瞬間、思わず俯うつむいてしまう。

「約束、したじゃないですか」

　手の内にある【不[image: ]天輪メテルクロード】を握り締め、静かに涙を流しながら呟つぶやく。

　そんな茉莉の背後で、異形の蜥蜴とかげが勝ち誇ったように咆ほう哮こうを上げる。

　しかし、その咆哮は茉莉の耳には届かない。

「約束っ、したのに……っ」

　咲弥に渡していた杖つえを拾い、失意に打ちひしがれていた時──

　茉莉の身体が横よこ薙なぎに殴なぐり飛ばされた。

　桃もも色いろの障しよう壁へきが茉莉の身を守り、直撃こそ免まぬかれたが……壁に叩きつけられた衝しよう撃げきを殺しきれず、甲高い残ざん響きよう音おんと共に障壁が霧む散さんする。

　無防備のまま壁に打ち付けられ、ずるずると力無く地面に落ちる。

「痛い……痛いですよ、咲弥さん……」

　今まで『聖盾アルステラ』に守られていたこともあり、その痛みは想像を絶するものだった。

　全身の痛みと頬ほおを伝う血が不安を煽あおってくる。

　だが、その不安を取り除いてくれる人はいない。

　いつもふざけたことを言って、不安を取り除いてくれていた人はいない。

「咲弥さん……ッ！」

　涙を流しながら、その姿を求めて顔を上げた時、

　異形の蜥蜴が……ゆっくりと咲弥に近づいていくのが見えた。

　怨うらみによって天あま音ね咲さく弥やという人間を死後も虐しいたげようとしている。

　その光景を目にした瞬しゆん間かん──茉まつ莉りは両足に力を込めた。

「……痛く、ないッ」

　そんなはずがない。

　骨は折れていなくても、どこにでもいる平凡な女の子には涙が出るほど痛い。

　それでも、震える足で茉莉は一歩を踏み出す。

「あんなのッ、全然、怖くない……ッ」

　平凡な女の子では、怯おびえることなく化け物と対たい峙じできない。

　だから、茉莉は必死に恐怖を押し殺して立ち上がる。

　諦あきらめていた、特別な存在になるために。

　憧あこがれていた、特別な存在になるために。

「わたしは……約束、したんです」

　握りしめていた【不[image: ]天輪メテルクロード】を右手に嵌はめ、左手に握る杖つえに力を込める。

「咲弥さんと、約束したんです……ッ」

　最後の最後まで、自分に『在り方』を教えてくれた人。

　自分が憧れる『特別』な人間の姿を示してくれた人。

　首をもたげている異形の蜥蜴とかげを、茉莉は真まっ直すぐ見据える。

「みんなの希望として、悪を倒して、諦めないで前に進む──」

　茉莉の身体からだから滲にじみ出ていた光に呼応するように、右手の【不[image: ]天輪】が輝く。




「──そんな魔法少女になるって、約束したんだからッ!!」




　力強く地面を踏みしめた直後、茉莉は弾はじけるように跳躍した。

「ッ────《破は走ばしり》!!」

　咲弥が使っていた言葉を叫さけび、

　無数に展開した『聖盾アルステラ』を蹴けり、縦じゆう横おう無む尽じんに跳躍して距離を詰める。

　その様子を見て、異形の蜥蜴は茉莉を『敵』であると認識した。

　足下にある鮮せん紅こうの水みず溜たまりから神鋼を生成し──その全すべてを茉莉に向けて射出する。

　黄金、白銀、真しん紅く、群ぐん青じよう──

　その一つ一つが力を持ち、致ち命めい的てきな一撃を与える神鋼。

　それらを前にしても、茉莉は足を止めない。

　咲弥が行っていたことを思い返すように、茉莉は右手を勢いよく振る。

　直後──淡あわい青灰色の光を帯びた腕が、飛来する神鋼を薙なぎ払はらった。

　本来なら神鋼は容易に触れることすら叶かなわない。

　それを薙なぎ払はらうことができたということは、贋にせ物ものの【不[image: ]天輪メテルクロード】は確実に機能しており、一時的とはいえ異形の蜥蜴とかげが持つ本物を無力化したことになる。

　そう確信して、茉まつ莉りは杖つえの周囲に光球を生み出す。

　光球の周囲を覆おおうように、幾いく重えにも『聖盾アルステラ』を重ねて圧縮していく。

　そして──圧縮された『聖盾』が解放された瞬間、

　解き放たれた光球が弾はじけ、光の雨となって異形の蜥蜴を貫つらぬいた。

　無数の光に貫かれ、異形の蜥蜴は断だん末まつ魔まの悲鳴を上げる。

　しかし……ゆっくりと、その身体からだが元に戻ろうと蠢うごめき始める。

　月夜鋼モナテクトによる再生力。

　その速度は以前と比べて落ちているが……再生されてしまえば決定打とはならない。

　その証拠に、既すでに傷口の大半は塞ふさがっている。

　再生と共に四し肢しに神鋼が次々と生成され始め……統一性の金属群が全身を包んでいく。

　しかし、その再生が止まった。

　肉片を寄せ集め、再生していた身体。

　その肉片たちを妨げるように張られた『聖盾』の結界。

「────《いばら姫》!!」

　咲さく弥やと共に作り上げた『聖盾』の檻おり。

　再生を妨げられ、異形の蜥蜴は強引に肉片を選より集めようと咆ほう哮こうを上げる。

　おぞましい肉片たちが半球状の形を取った瞬間──

「ちゃんと……触れてくれましたね」

　杖をくるんと回し、囚とらわれた異形の蜥蜴を見み据すえる。

　茉莉の力に触れた物体には──その力が流れ込む。

「分解させてもらいますッ!!」

　叫さけぶように言葉を発した瞬間、結界の周囲にあった肉片が消えた。

　文字通り蜥蜴の一部は異次元に消し飛ばされ、その身体が元に戻ることはない。

　しかし、茨いばらの結界にも限界がきている。

　贋物の【不[image: ]天輪】によって神鋼の能力を抑おさえているが、『聖盾』の茨は幾本か引き千切られ、その外壁にはヒビが入り始めている。

　その様子を見て、茉莉は大きく跳び退きながら呟つぶやく。

「もっと……もっと、強くッ!!」

　自分の中にある、強い人間の姿。

　咲弥が見せてきたことを思い返しながら、そのために必要な力を探す。

「薄くじゃない……もっと分厚くて、大きくて、一いち撃げきで終わらせるもの……ッ!!」

　イメージを固めながら、茉莉は杖を上段に構えて『聖盾』を展開する。

　どこまでも、広く、大きく……桃もも色いろの光を放つ『聖盾アルステラ』を伸ばしていく。

　そして──茉まつ莉りは杖つえの先に巨大な剣身を作り上げた。

　羽杖を柄とした、眩まばゆい桃色の光を放つ大剣。

　悪を討ち、全すべてを終わらせるための一撃。

　その完成を前にして──異形の蜥蜴とかげを閉じ込めていた結界が崩くずれた。

　直後、自身を滅しようとしている茉莉に目がけて神鋼が射出される。

　もはや見慣れてしまった、緋ひ色いろの石矢。

　しかし、石矢から守ってくれていた人はいない。

　無理に避よけようとすれば、光剣を放つ隙すきは二度と無くなる。

「わたしは──絶対に、最初の一歩を踏み出してみせるんですッ!!」

　背中を押してくれた人間の顔を思い浮うかべ、その両手に力を込める。

　刺し違えてでも、異形の蜥蜴を滅して止める。

　自身の身体からだで、その緋色の石矢を受け止める覚悟を決めた時──

「──相打ち覚悟など、つまらないことをするものではない」

　淡たん々たんとした、抑よく揚ようのない言葉の直後、

　背後から投とう擲てきされた右腕が、飛来した緋色の石矢を弾はじき飛ばした。

「────ぁ」

　その声を聞いて、ゆっくりと振り返る。

　涙でぼやける視界の中で、背後に立つ人物の姿をしっかりと見つめる。

「やはりお前の力は本物だ。五年間どのような状況でも前に進み、その意志を曲げずにいたからこそ、その身に宿った強大な力によって贋がん作さくすら本物へと昇しよう華かさせる」

　こちらへと近づいてくる、確かな足音が聞こえてくる。

「俺は……そんな魔法少女という存在を、心から尊敬している」

　聞き慣れた、ふざけた言葉が朗々と紡つむがれる。

「昔、初めて魔法少女のアニメを見て……俺は魔法少女がかわいそうだと思った。人知れず世界を救い、人知れず誰だれかを助けながら、誰からも感謝されない孤独な存在だと」

　誰にでもなく、その声は自身の過去を語る。

「しかし『世界中の人を笑顔にしたい』というバカげた理想と、孤独の中で頑張り続けようとする不屈の心を見て、魔法少女のような人間こそ守護者ユーステイカに相応ふさわしいと思った」

　煩わずらわしそうに神鋼を抜きながら、茉莉の下に歩いてくる。

「出来損ないの守護者であった俺には、『世界中の人間を笑顔にする』など到底できない。だから……俺は真の守護者たる魔法少女を守るため、護衛という役目を選んだ」

　自分という存在と、その在り方を形成した存在について語る。

「一人で頑張る魔法少女を孤独から救い、たった一人の少女を守る存在と定めた」

　そして、仏頂面と共にふざけた男は名乗る。




「それが不ふ滅めつの護衛──覇は具ぐ【天あま音ね咲さく弥や】だ」




　人間としてではなく、魔法少女の覇具として悪と対たい峙じする。

　殺したと思っていた存在が生きていたことに驚いたか、それとも咲弥から漂ただよう異様な雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、異形の蜥蜴とかげは恐きよう怖ふを払うように緋ひ色いろの石矢を射出する。

　まだ理解が追いついていない茉まつ莉りは、困惑した表情を浮かべる。

「え、あ──」

「まだ剣を放つな。奴と【不[image: ]天輪メテルクロード】を分離するには、露出した【不[image: ]天輪】に直接攻撃を加えて繋つながりを断ち切る必要がある。そうでないと再生は止まらない」

「で、でもっ！　【不[image: ]天輪】がどこにあるかなんて──」

「俺が奴の身体からだを引き剥はがし、【不[image: ]天輪】を体外に露出させてやる。お前がトドメを刺せるようにサポートを行うのも俺の役目だ」

　投とう擲てきした自身の右腕を拾い、パーツを嵌はめるように自身の右肩へと押し当てる。

「それでは──少々つまらないが、本気でやらせてもらおう」

　そんな軽い調子と共に、












　飛来してきた緋ひ色いろの石矢を殴なぐり砕いた。

　煌きらびやかな緋色が舞い散り、茉まつ莉りの眼前で星粒のように輝く。

　それだけに留とどまらない。

　黄金、白銀、真しん紅く、群ぐん青じよう──多種多様の神鋼が、咲さく弥やと茉莉の下に降り注ぐ。

　だというのに──

「マジカル──いや今は杖つえがなかった。とりあえず蹴けりでいいだろう」

　そんなふざけた言葉と共に、

　一いつ蹴しゆうによって、無数の神鋼たちが跡あと形かたもなく消し飛んだ。

　あまりにもデタラメな光景。

　覇は具ぐという超越した力によって振るわれた──ただの蹴り。

　デタラメという言葉を体現した一撃。

「魔法少女、俺の前に光球を一つ出せるか」

「え？　は、はいっ！」

　言われるがままに光球を出し、咲弥の目の前に配置する。

「さて……メイドイン魔法少女製の特別ボールだ」

　言い知れぬ恐怖を感じ取ったのか、異形の蜥蜴とかげが回避を取ろうとするが──

「魔法少女との友情タッグ攻撃──その身で受け止めろッッ!!」

　馬ば鹿かげた言葉と共に咲弥が勢いよく光球を蹴り抜いたのと同時に、

　光球が尾を引き──射線上にいた異形の蜥蜴を蒸発させた。

　圧倒的な熱量を伴ともなった光熱。

　地面を溶かし、尖せん塔とうの壁面を穿うがち、鮮せん紅こうの大地を抉えぐる一撃。

　しかし──その一撃を受けながらも、異形の蜥蜴は生きていた。

　ある物体に向かって、肉片を蠢うごめかせている。

「さて、ようやく見つけ出した」

　黒々とした肉片の中から露出した、青灰色の輝きを放つ指輪。

　それを拠り所として、いまだ再生を続けようとしている。

　だが──もはや、再生できるほどの時間はない。

「さあ、魔法少女……俺と共に最初の一歩を踏み出すぞ」

　眩まばゆく輝く光剣を掲げる茉莉の隣に立ち、杖に手を添える。

「お前が初めて魔法少女となる瞬間だ。決めセリフでも言っておけ」

「えっ、なんか言わなきゃダメなんですか？」

「無言で倒したらつまらないだろう」

　そんな咲弥らしい言葉を聞いて、自然と笑みを浮かべる。

「それじゃ……今回だけ、一緒に技名を叫さけんであげますっ！」

「ならばマジカルデスソードだな」

「ダサいのでそれだけはイヤですっ！」

「ならば今回は既存名で我慢するとしよう」

　互いに視線を合わせてから、二人は蠢うごめく【不[image: ]天輪メテルクロード】を見据える。

　そして──




「「────《虚うろ断だち》ッッ!!」」




　重ねられた言葉と共に、その剣身を【不[image: ]天輪】に向けて振り下ろした。

　その瞬間──周囲が桃もも色いろの光によって塗り潰つぶされる。

　質量を帯びた光の奔ほん流りゆうが全すべてを洗い流していく。

　目の前に存在する悪を浄化していくように。

　やがて……空間を塗り潰していた桃色の光がゆっくりと晴れていく。

　そこには、何も残されていない。

　尖せん塔とうの中にあった数多あまたの金銀は失うせ、生成された神鋼の姿も消えている。

　その中で──唯一、輝いている存在。

　全てが終わり、全てを失った後に残った物。

　覇は具ぐ……【不[image: ]天輪】。

　茉まつ莉りはそれを拾い上げてから──ぺたんと座り込んだ。

「終わった……んですよね？」

「終わったとも。俺たち──魔法少女の勝利だ」

　そう告げた瞬間、茉莉が顔をくしゃくしゃにする。

　張りつめていた糸が切れたように、ぽろぽろと涙をこぼし始める。

「本当に、咲さく弥やさんですよね？」

「俺だ。魔法少女のマスコット兼護衛の天あま音ね咲弥だ」

「それじゃ、護衛がついでみたいじゃないですかぁ……っ！」

　二度と聞けないと思っていたふざけた言葉を聞き、茉莉は咲弥に抱きついて涙を流す。

「ほんとに、ほんとに死んじゃったと思ったのに……っ」

「本当に死んでいる。しかし──一度死ぬことで、俺は人間から覇具へと変わる」

　一度死んだことによって覇具と化した身体からだ。

　半人半具という、この世の理ことわりから外れた存在。

「俺はお前の護衛だ。だから、お前が生き残る可能性が一番高い方法を選んだ」

　一度死ぬことで、咲弥の身体は一時的に覇具へと変わる。

　しかし、身体が完全に覇具へと変わるまで、茉莉を守ることができなくなる。

「俺の身動きができるようになるまで、お前には贋にせ物ものの【不[image: ]天輪メテルクロード】によって身を守ってもらい、その力によって奴を止めてもらう必要があったということだ」

「そういうことっ、ちゃんと先に言ってくださいよぉ……っ」

「……俺は何度も死なないと言っていただろう」

「そんなの、言われなきゃわかんないですもん……っ！」

　泣きながら顔を押し付けてくる茉まつ莉りを見て、咲さく弥やは苦笑しながら頭を叩たたく。

「だが……しっかりと見ていたぞ、魔法少女」

　身動きは取れなくとも、咲弥にはしっかりと意識があった。

「お前は膝ひざを折ることもなく、前を向いて進んだ」

　平凡だった少女が、足を震わせながらも立ち上がる姿を見た。

　恐怖に打ち勝つため、勇気を振り絞って前を向く姿を見た。

　特別な存在に憧あこがれていた少女が──特別になった瞬間を見た。




「──お前は『魔法少女とくべつ』になれたんだ」




　少女を祝福するように、咲弥は精せい一いつ杯ぱいの感情を込めて告げた。





●終章




【不[image: ]天輪】による暴走から一週間。

　保安都市にある病院の一室。

　そのベッドに横たわりながら、咲弥は事の詳細を茉莉に説明していた。

「ということで、俺は覇は具ぐだ」

　腕を組み、普段通りの仏頂面を作りながら言う。

「一度死んだ日から、俺の身体からだは半人半具となっている。死んだら覇具化が起こって生き返り、その後は世界へ順応するように覇具化が徐々に解かれて人間に戻る」

　抑揚のない声音と共に、咲弥は淡たん々たんと言葉を並べていく。

「覇具の力と守護者の力とは、元を辿たどれば異界を根源としたものだ。だから俺の身体に力が流れ込んだ際、人間でありながら覇具になるという異例が起きたのだろう」

　そこまで語り終えてから、咲弥は顔をバッと上げる。

「つまり俺は魔法少女の杖つえといった道具枠にも当てはまるッ！」

「あーはいはい。道具だったら、おとなしくわたしの言う事を聞きましょうね」

　どうでもいいやと言わんばかりに、茉莉はしょりしょりとリンゴを剥むいていた。

「どうした、やけに不機嫌だな」

「……ええ。咲さく弥やさんが覇は具ぐとか一切聞いてないんですから不機嫌ですよ」

「俺は何度も死なないと言っていただろう？」

「あんな状況だと強がりとしか思えないでしょうっ!?」

　不満を表すかのように、茉まつ莉りがぼふぼふとベッドを叩たたく。

　そして、シーツを握り締めながら俯うつむく。

「本当に……死んじゃったと思って、すごく悲しかったんですから」

　茉莉の瞳ひとみが微かすかに潤うるんだのを見て、咲弥も軽く頭を下げる。

「……悪かった。この身体からだについては容易に説明できるものではないのでな」

　その事実は様々な方面に多大な影えい響きようを及およぼす。

　人の身でありながら覇具の力を持つ存在。

　新たに生み出された十三番目の覇具。

　それが公おおやけになれば……再び世界は混乱に陥る。

　咲弥が覇具化したことには、天あま音ね一門の多大な犠ぎ牲せいが伴っている。

　場合によっては守護者の血を引く天音一門、そして新たに生まれた守護者である茉莉にも危害が及ぶことになる。

　新たな覇具を生み出そうと、その者たちの命を奪う人間が出てくる。

　だからこそ、咲弥はその事実を伏せていた。

「ところで……覇具ってことは、咲弥さんも能力があるんですか？」

「俺も詳しくは理解していない。確かなのは守護者ユーステイカの力を増幅させるというくらいだ」

　降り注ぐ神鋼を一いつ蹴しゆうしたのは、咲弥が守護者として持つ身体強化を増幅したもの。

　そして光球は守護者である茉莉が生み出した物体であり、そこに咲弥は覇具としての力を乗せ、莫ばく大だいな光熱へと増幅して撃ち放った。

　それらは──まさに、覇具と呼ぶに相応ふさわしい威力だった。

「今回の件を経て……俺は改めて、お前を選んでよかったと思っている」

　不意に、咲弥はそんな言葉を口にする。

「護衛になると志してから、俺は渚なぎさのように守護者の力を宿した人間や、天音家にいた守護者を何人も護衛してきた。十年もの間……ずっと、俺が待ち望む人間を求めていた」

　出来損ないの自分では叶かなわないことをやってのける人間。

　そして、ふざけた理想をどこまでも真まっ直すぐに貫こうとする人間。

　そんな人間を咲弥はずっと求め、そして茉莉と出会った。

「お前と出会えて、俺は本当に嬉うれしかったんだ」

　そう、口元に小さく笑みを作りながら言う。

　普段とは違う、まるで何かに憧あこがれる少年のような笑顔。

　そんな咲弥の笑みを見て、茉莉は──

「……いや、なんか雰ふん囲い気きで誤ご魔ま化かそうとしてますけど許しませんよ？」

「やはり許されなかったか」

「当たり前ですっ！」

　ベッドの上に登ってから、茉まつ莉りは両手で咲さく弥やの顔を押さえる。

「わたしは隠し事をしている人に守って欲しくないです。今後もわたしの護衛をして、覇は具ぐとして一緒にいるのなら……ちゃんと全部話してくれなきゃイヤです」

　強い口調で言いながら、茉莉は藍あい鉄てつの瞳ひとみをしっかりと見つめる。

「それが、魔法少女からのお願いです」

　その言葉に咲弥は目を丸くし手から……ゆっくりと頷うなずいた。

「わかった。今後はお前に全すべて話すと約束しよう」

「それなら……許してあげます」

　溌はつ剌らつとした、爛らん漫まんの笑え顔がお。

　魔法少女に相応ふさわしい、明るくて元気を振りまく笑顔。

「そういえば……咲弥さんが見た魔法少女って誰だれだったんですか？」

「わからん。出会うまではお前の事だと思っていたが、容姿がまったく違う。俺が見た魔法少女は黒くろ髪かみ黒目。髪かみは短めで二つ結い。お前より幼く、笑顔が眩まぶしい少女だった」

「…………ずいぶんと詳しいですね？」

「当然だ。一目見たときから心奪われた相手だ」

「ふーん……咲弥さんが言うってよっぽどですね？」

「ああ、そうだとも！　小さくて華きや奢しやな身体からだ！　思わず守りたくなる可か憐れんさ！　あの魔法少女を見た人間ならば、誰であろうと俺のようになるだろう！」

「へぇー……そうですか、そうですか」

　熱く語る咲弥を他よ所そに、茉莉は半眼でシャクシャクとりんごをかじり始める。

「どうした、なぜ機き嫌げんを損そこねている？」

「なんでもないですっ！　咲弥さんはちっちゃい子が好きなんだと思っただけで」

「ふむ、たしかにそうかもしれない。護衛しているお前の容姿も年ねん齢れいより幼い容姿であることだし、そんな人間を好んで護衛している俺はロリコンと言える」

「そんなこと自信満々に言わないでくださいよ……。そもそも、わたしは子供っぽいって言われるのイヤなんです。だから髪だって伸ばしてるのに……」

　むくれながら、くるくると自分の髪をいじり始める。

「そういえば魔法少女の髪も長い方だな」

「だって小学生の頃から伸ばしてますもん。まぁ、髪を切る余裕が無かったんですけど」

「時に魔法少女、髪をして二つ結いにしてみるつもりはないか？」

「ぜっっったいにイヤです！　二つ結いってすっごく幼く見えるんですからっ!!」

「だが、それがいい」

「よくないですっ！　小学校の時それで子供子供ってからかわれたんですもん！」

　昔を思い出したのか、茉まつ莉りはぷりぷりと怒りながらそっぽを向く。

「仕方ない、それは次の機会に取っておこう」

「次なんてないですけどねっ！」

「そうでもない。これから俺たちは長い付き合いになる」

　そう笑えみを作ってから、咲さく弥やは茉莉に向かって尋ねる。

「俺たちは覇は具ぐを全すべて集め、管理し、世界を掌しよう握あくする。覇具によって壊れた世界を正し、魔法少女の支配するふざけた世界を創つくり上げるんだ」

　救いようのない救いのある世界。

　覇具に怯おびえることのない、誰だれもが笑っていられる世界。

「そのために力を貸してくれるか、桃もも瀬せ茉莉」

　その言葉に対して、茉莉は──




「──はいっ！　よろしくお願いしますっ!!」




　世界中の人間を笑顔にする、晴れやかで屈託のない笑みを返した。












あとがき




　えー、どうも。藤ふじ木きわしろでございます。

　前作『ダメ魔騎士』を手に取っていただいた方はお久しぶり。

　他社の作品を見て手に取っていた方は、めっちゃありがとうございます。

　さて、新作である今回の作品、『不ふ滅めつの護衛が全員瞬殺してもつまらないので、後ろから応援だけしておきますね』についてですが──

　まずタイトルが長いッッッ!!

　文で書くと確実に行ズレが起きるんですよッ!!

　そりゃ編集さんだって『ふめごえ』って、ひらがな四文字でメール返してきますよッ！　最初「なんやこのひらがな四文字」とか思いましたけど、今はちょっと気に入ってます！

　まぁタイトルはさておき、内容について軽く触れていきましょう。

　この作品の内容……ええと、内容なんですが──

　内容の説明も難しいッッッ!!

　あらすじに『バトルコメディ』ってあって、「それだ！」とかすっごい納得しましたよ！

　ということで、たぶん『魔法少女っぽい何かをメタったバトルコメディ』です！

　今回の作品は、私自身が魔法少女という題材を手探りで書き進めていた節があり、当初予定していたものから大きくかけ離れた作品となりました。

　元は「魔法少女とファミレスでイチャコラする」みたいな感じで、そこからどういった経緯があって今作に仕上がったのか、それを語るにはあと文庫二十ページ必要ですね。

　ただ、手探りながらも「楽しんでもらえたらいいなぁ」といった気持ちは忘れることがなかったので、そこを伝えることができたらいいなと作者的には思っています。

　何事も、やっぱり楽しいのが一番ですよ。




　さて、謝辞となります。

　担当編集のＩさん。今回も根気よくお付き合いいただき、本当にありがとうございます。ささやかな礼として、着信音を魔法少女ボイス（１５８円）に変えておきました。電車で移動している最中に電話が掛かってきたら、スマホを叩たたき割るかもしれません。

　イラスト担当のTwinBox様。大変かわいらしいイラストをありがとうございました。いつもツイッター等でイラストを拝見しております。そして全部かわいいです。

　そして本作の出版に携わっていただいた多くの方々に、心よりお礼申し上げます。

　また、本作を手に取っていただいた読者の方々に最大の感謝を。

　本作をお楽しみいただけたのなら、何よりも幸いです。


　藤木わしろ

















特別付録　書き下ろし短編「せっかくなのでメタい会話をしておきますね」







●せっかくなのでメタい会話をしておきますね




「よく考えると、俺たちはラノベの登場人物みたいではないか？」

　そんな言葉を聞いて、茉莉が面倒そうに顔を向ける。

「……咲弥さん、その話って長くなりそうですか？」

「嫌そうな顔をするな。もうちょっと興味を持て。悲しくなる」

「ああはい、わかりましたから……それで何の話でしたっけ？」

「俺たちはラノベの登場人物みたいだ、という話だ」

　先の言葉を繰り返してから、咲弥は言葉を続ける。

「覇具を集めて世界を変えるなど、まさにラノベでありそうな話ではないか」

「そうなんですか？　ラノベって読んだことないんですけど……」

「ふむ。ならば俺たちに当てはめながら説明しよう」

　そのまま、咲弥は自身を指さす。

「まず、物語的には俺が主人公になる」

「……てっきり、また『魔法少女が主人公だ』って言うのかと思ってました」

「ラノベにおける主人公は基本的に男子、そして十代であることが好ましい。よほどの理由が無い限り、二十代以降の年齢、女性主人公にはならないものだ」

「へぇー……それなら、わたしはどうなるんです？」

「メインヒロインだ。魔法少女という強力な属性を持っているからな」

「わたし魔法少女じゃないんですけど」

「『魔法少女を目指しているヒロイン』ということでいいだろう」

「目指すというか咲弥さんに強制されたんですけど」

「そのあたりの設定については別の機会だ」

　茉莉が合間に抗議を挟んでみたものの、全てスルーされた。

「そもそも、魔法少女が題材に選ばれた理由がわからないです」

「何か元案があったのだろう。『ブラックバイトに勤めている魔法少女を助ける話』とか、『人前で変身したらタイキックを食らう魔法少女の話』とか」

「やたら魔法少女不遇ですね!?」

「もし書き手がいたら、お前も『悲しい過去を背負い、全てに絶望していた魔法少女』という設定を課せられていたかもしれん」

「えぇ……そんな悲しい過去イヤなんですけど」

「そして俺は主人公として魔法少女を救う役だ」

「咲弥さんみたいな主人公に救われるのはもっとイヤです」

「仕方ないだろう。俺はモブに相応しくないからな」

「たしかに頭のおかしい変態がモブにいたら困りますね」

「納得するポイントは気になるが、まぁいいだろう」

　怪訝そうな表情を浮かべながらも、咲弥はゆっくりと頷く。

「ともかく、俺たちの状況をラノベで例えるなら『魔法少女っぽいヒロインが、覇具を集めて世界を救う』という話になるわけだ」

「でも、それだと咲弥さんって主人公っぽくないですよね？」

　さらさらと、咲弥の言った概要をメモに記してみる。

「ほら、これだとわたしが主人公っぽいです」

「ならば『後ろから応援している主人公』と付け加えよう」

「いや戦ってください」

「タイトルは『不滅の護衛が全員瞬殺してもつまらないので、後ろから応援だけしておきますね。』」

「魔法少女はどこへ消えたんですか!?」

「文字数制限に引っ掛かってしまってな」

「そんな舌噛みそうな長文タイトルで文字数も何もないでしょうっ!?」

「しかしだな、ええと……ああ、不滅の護衛が全員瞬殺しても──」

「今ちょっと忘れかけてましたよね!?」

「長文タイトルはこれだから困るんだ」

「それじゃ『護衛が全員瞬殺してきます』みたいなタイトルにしましょうっ！」

「戦いとは虚しく愚かな行為でしかない」

「戦っているわたしの存在を全否定しましたね!?」

「魔法少女は戦う使命を帯びているので例外だ」

「ラノベでそんな言い訳が通じると思ってるんですか！」

「魔法少女、現実とフィクションは区別すべきだ」

「あなたが話を振ってきたんじゃないですかああああああっっ!!」

　我慢の限界に達したのか、茉莉が叫びながら崩れ落ちる。

「もうわかりました……話は終わりなんで、さっさとオチをつけてください」

「お前は会話に必ずオチを求める関西人か」

「耐え切れないから終わらせろって言ってるんです！」

「しかしオチなどない。ついでに意味もない」

「…………は？」

「短い話なら『オチがないのがオチ』というのもいいだろう」

　その言葉を聞いた瞬間、茉莉が疲れきった様子で溜め息をつく。

　その後、「人生の中で最もムダな会話」だったと茉莉は語った。
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